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農業委員会事務局長 松 本 道 博君 病院事業管理者 中 曽 森 政君

病院事務部長 福 家 寿 樹君

午前９時２０分開会

○議長（山本 芳昭君） おはようございます。ただいまの出席は１０名です。定足数に

達していますので、令和３年第８回日南町議会定例会を開会します。

直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。

タブレットの令和３年第８回定例会フォルダの報告書ファイルをお開きください。

地方自治法第１２１条の規定により、本定例会に出席を求めた者は、１ページの報告

書のとおりです。

本町の監査委員から、令和３年１０月１８日及び１１月１９日付をもって、地方自治

法第２３５条の２の規定による例月出納検査の結果について報告がありました。２ペー

ジから２３ページのとおり報告します。

同じく、本町の監査委員から、令和３年１２月２日付をもって、地方自治法第１９９

条第４項の規定による定期監査の結果について、同条第９項の規定に基づき報告があり

ました。２４ページから２７ページのとおり報告します。

本日までに議長において決定した議員派遣の件については、２８ページの報告書のと

おりです。

・ ・

日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（山本 芳昭君） 日程第１、会議録署名議員の指名をします。

会議録署名議員は、日南町議会会議規則第１２５条の規定により、議長において、２

番、岩 昭男議員、３番、櫃田洋一議員の２名を指名します。

・ ・

日程第２ 会期の決定

○議長（山本 芳昭君） 日程第２、会期の決定を議題とします。

今期定例会の会期は、先に議会運営委員会に諮問し答申を得ていますが、その会期は

本日１２月７日から１２月１４日までの８日間です。

お諮りします。今期定例会の会期は、議会運営委員会の答申のとおり、本日１２月７

日から１２月１４日までの８日間とすることに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（山本 芳昭君） 異議なしと認めます。よって、会期は本日から１２月１４日ま

での８日間に決定しました。つきましては、今期定例会の運営について、格別の協力を

お願いします。

・ ・
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○議長（山本 芳昭君） ここで、執行部から発言が求められていますので、これを許し

ます。

中村町長。

○町長（中村 英明君） １２月定例議会の開会に当たりまして一言御挨拶をさせていた

だきたいと思います。

初めに、令和３年も、はや今月のみとなりました。振り返れば様々な出来事がありま

した。昨年からの新型コロナウイルスの対応、あるいはワクチン接種、あるいは経済対

策をはじめ、東京オリンピック・パラリンピックの開催、あるいは７月から８月にかけ

ての豪雨災害もありました。また、大谷選手のアメリカでの活躍であったり、あるいは

衆議院選挙もありまして、新内閣の発足などでございます。町内でも、現在５大ニュー

スっていうのを取りまとめておりまして、広報の新年号のほうで掲載する予定ですので、

御期待をいただきたいと思います。

次に、コロナワクチンの関連でございますが、国内では９月末の緊急事態宣言解除か

ら、新規感染者は低下傾向にあり、現在全国で１００人台となり感染者のゼロの県も多

く見られるような状況下であります。ワクチン効果を踏まえ、現在第３回目の接種を進

めております。１８歳以上で、今月から医療従事者から始まります。高齢者の皆様には

１２月の、今月の中下旬から接種券を発送し、来年１月の中旬ぐらいから個別接種とい

う形からスタートします。希望される皆さんにつきましては、予約をまずお願いをした

いというふうに思っております。町報でありますとか、ちゃんねる日南、あるいはホー

ムページでもお知らせをしていきたいというふうに思いますので、御確認をいただきた

いと思います。また、オミクロン株と命名されました新たな変異株が発見され、３回目

の間隔につきまして、前倒しの議論が急浮上しておるとこであります。今後変更がある

かもしれませんが、その際には改めてお知らせをしていきたいというふうに思っており

ます。重ねてになりますが、３回目の接種は重要度は高いというふうに考えております

ので、御協力をお願いするものでございます。

次に、報告事項ということで８件ほどさせていただきたいと思います。

最初に高規格道路の三次江府線の関連でございますが、鳥取県側あるいは広島県側の

トンネル工事の発注がなされておりまして、業者のほうが決定となっております。鳥取

県側のほうは大成建設ということでお聞きしておりますので、こういったトンネルの本

格的な工事がスタートするというふうに思っております。なお、トンネルの掘削の期間

ですが、来年の４月から令和の６年の１月ということで予定ということで聞いておりま

す。全長が１２キロでありますので、それぞれ広島県側、鳥取県側約半分ということで

お聞きしておるとこでございます。

２番目に、日南町における８月の災害対応ということでありますが、１１月から１２

月に、今月にかけて今査定を受けている最中でございます。実質の発注につきましては、

来年の２月から３月にかけての工事の発注見込みということで推移をしております。
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３点目ですが、企業版ふるさと納税です。先般１件成立しましたので、引き続き尽力

をしていきたいというふうに思っております。

４点目ですが、Ｊ－クレジットの関連でございます。コーディネーター役ということ

で、今まで地方銀行２社のほうでお世話になっておりましたが、加えまして第一生命の

鳥取支社及び米子信用金庫とのコーディネーター契約をさせていただきましたので、さ

らな契約ができるのではないのかなというふうに思っておるところでございます。

５点目ですが、林業アカデミーの採用予定の関連でございますが、現在１１人の内定

をさせていただいておりまして、後期の試験も実施する予定でございますので、何人か

内定が出せるんではないのかなというような希望を持っておるところであります。なお、

農業関連につきましては現在募集中でありまして、農大あたりのＰＲも現在進めておる

ところでございます。

次に、コロナ関連の経済対策の実施状況でございますが、１１月末という時点でござ

いますが、買物券、食事券の第二弾の分野におきましては、約３⒍６％の利用率という

ことで、金額ベースで申し上げますと約８００万円という金額です。なお、事業者向け

の応の金のほうですが、２９社ということで、金額ベースでいきますと約 ４００万円

程度の、今の状況でございます。いずれにしても、まだ期限がそれぞれ残っております

ので、これからの進捗が見込まれるというふうに思っております。

次に、キャッシュレスの事業の関連でございます。１０日のほうの、全員協議会のほ

うで説明させていただくという予定にしておりますけれども、開始時期を１月の中旬と

いうふうにしておりましたが、２月の１日からとさせていただきたいというふうに思っ

ております。要因につきましては、社会的影響っていいましょうか、半導体の関連もあ

りますので、そういったところが理由ですが、若干遅れるというふうに報告をさせてい

ただきたいと思います。

最後ですが、年末の風物詩でございます高校生の全国大会の駅伝です。鳥取県代表と

して米子松蔭高等学校が、鳥取県で優勝されたということで都大路のほうで出場されま

す。その高等学校の中の選手の中で、町内の出身者であります矢戸の田辺君と神福の河

田君が出場ということでお聞きしておりまして、先日も報告会を受けたとこでございま

す。当日が１２月の２６日日曜日ということでございますので、ぜひとも皆さん方もテ

レビ等で御声のいただくことをお願いをしたいというふうに思っております。

報告事項につきましては以上でございますが、御承知のとおり、昨日臨時国会が始ま

りました。２０２１年度の補正予算ということで大規模予算が提案されているところで

ございます。補正予算につきましては現時点ですが、１２月の１７日頃の成立というこ

とでお伺いしておりますが、その中で、今までもありましたようにコロナの感染対策で

ありますとか、経済対策も盛り込まれております。その中で、地方創生臨時交付金も含

まれているというふうに理解しております。ただ、金額につきましては、現時点では不

明でございます。ただ、それなりの金額があるんではないのかなというふうに思ってお
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るとこでございます。地域の実情に即した事業ということをこれから検討していきたい

と思いますし、また後日、御提案をさせていただきたいというふうに思っておりますの

で、よろしくお願いしたいと思います。

最後になりますが、本定例会に財産処分の協議が１件、条例の廃止が２件、条例の一

部改正が４件、補正予算６件、合計１３件を上程させていただいておるとこでございま

す。御承認を賜りますようよろしくお願いを申し上げまして、私からの冒頭の御挨拶と

させていただきます。どうぞよろしくお願いします。

・ ・

日程第３ 一般質問

○議長（山本 芳昭君） タブレットの一般質問答弁要旨ファイルをお開きください。

日程第３、一般質問を行います。

一般質問は、通告順にこれを許します。

タブレット１ページから２ページ。

１番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） 新型コロナウイルスがこのまま終息すればいいのですが、

新たにオミクロン株が発生し、世界で猛威を放っております。日本では水際対策を強化

しておりますが、広がらないように、そして２年前の正月のように自由に行き来できる

ことを願っております。では、一般質問に入ります。

今回は、セントラルファームの環境問題と温室効果ガス実質排出ゼロ宣言の取組につ

いての２点について質問いたします。

まず、１点目のセントラルファームの環境問題であります。去る１０月２７日にセン

トラルファーム汚染対策検討会メンバーによる現地調査が行われました。私は、１２月

の一般質問を行うために、執行部に対して検討会の議事録を資料請求したところ、岡山

大学の畜産及び排水の専門家の永禮教授からの７項目９件の指摘事項の資料を提出して

いただきました。私は指摘事項を読んで大変憤りを強く感じました。やっぱりそうだっ

たのか、この８年間、町は何をやってきたのかと情けなく思いました。そこで町長に調

査結果内容の今後の対応等についてお伺いします。

１点目は、汚水対策検討会の目的である汚染、濁りの発生要因は特定できたのですか。

２点目は、調査結果の内容について、いつ、誰から報告を受けられたのか。３点目は、

報告を受け、町長はどのような指示を出されたのか。４点目は、宮崎本社の上原社長と

会談されたのか。５点目は、町として今後どのような対応を考えているのか。６点目は、

鳥取県は調査結果を踏まえてどのような対応を考えておられるのか、知っておられたら

教えてほしい。７点目は、汚染対策検討会の今後の開催予定はいつなのか。

次に、本年３月の予算審査で、セントラルファーム鳥取農場の水質検査費用は農場が

負担すべきと審査意見を提出しましたが、どのように対応されているのかお伺いします。

次に、次育頭数であります。最初に質問の、５月 ０３７頭としておりましたが、間
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違っておりました。これは、昨年１２月に、上原社長と議会との話合いの席上、社長か

ら頭数をららすと表明されました。その後 ５００頭から、ここです、５月の ０３７ 

を、３月ですね、３月に ０３７頭までらをし、その後９月には ００７頭と ０００  

頭頭加しておりますが、約 ０００頭頭加していることについて、どう思われますか。

その見解をお伺いします。

次に、ＣＯ２ 排出量実質ゼロへの取組について質問します。３月の施政方針で、温室

効果ガス排出ゼロを目指す自治体として宣言されましたが、基本的な考えと今後の取組

について伺います。

１点目は、ＣＯ２ 排出量実質ゼロの計算式をお伺いします。２点目は、ＣＯ２ 排出量

４万トンの内訳で、事務事業編と区域施策編の排出量で対象範囲、各燃料ごとの排出量

は幾らかをお伺いします。３点目は、今後の取組で、今後１年間かけて既存の計画を含

めて見直しを行い、実施可能な計画、グリーンドリーム計画づくりをしていきたいと表

明されましたが、進捗状況をお伺いします。最後に、日南町環境実行計画と地球温暖化

防止計画を進めてきたとあるが、実行計画の公共施設におけるＣＯ２ 排出量実績で、平

成２９年度 ３８２トン、平成３０年度 ９２６トンとある。令和４年度の最終目成は 

２３５トンであります。平成３０年度の実績はおかしくありませんか。町長はこの計

画と実績を見ておられるのかをお伺いいたします。

以上、よろしくお願いいたします。

○議長（山本 芳昭君） 執行部の答弁を求めます。

中村町長。

○町長（中村 英明君） 大西保議員の御質問にお答えします。

最初にセントラル農場の環境問題について、現地調査の内容及び今後の対応という御

質問でございます。

まず、汚染と濁りの特定についてでございますが、今回の岡山大学の現地調査による

と、濁りや泡の発生時におけるデータの不足によりまして確固たる原因の特定には至っ

ておりませんが、現地調査の状況から浄化施設の管理と使用を中止している設備の再開

でこれまで発生した事故の多くは防げることができたのではないかという見解を聞いて

おります。

結果報告につきましては、令和３年１０月２７日に実施した岡山大学及び鳥取県によ

ります現地調査後、講評として両者から口頭で報告を受けております。

また、報告を受けての指示についてでございますが、現地の立入調査後令和３年１１

月１８日に、農場の職員と鳥取県及び日南町職員の３者で今後の対応について協議を行

っています。そこで現地調査での指摘事項について、対応状況を口頭で聞き取りを行う

とともに、改善ができていない案件の対応を指示しました。また、薬剤の使用量の調査

は継続して行うことを指示しております。

また、社長との面談につきましては、１２月の２日に本社の取締役とウェブの会議を
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実施したところでございます。

また、町としての今後の対応につきましては、現地調査結果の指摘事項を一覧にまと

め、本社に書面で通知し、改善内容や改善時期を報告するよう求めております。今後も

改善を終えた事項からその都度報告するよう要請をしております。

また、県の対応についてでございますが、令和３年１１月５日付で、日野振興センタ

ーから所長名で家畜排せつ物の適正管理についてという内容で文書通知しております。

内容は除ふんピットの換気扇の周辺の清掃、堆肥舎の屋根の修繕について通知をしてお

ります。改善ができなければ文書指示など次の段階に移行する予定としております。

次回の検討会の時期でございますが、１２月中に次のウェブでの会議を予定をしてお

ります。現在日程の調整中でございます。

次に、水質検査費用の負担についてございますが、令和３年６月１１日の町長と社長

によるウェブ会議で、検査費用の負担について協議を行っております。河川に泡や濁り

を確認し、臨時検査が必要と判断した場合は直ちに臨時検査用ボトルで採水しますが、

その際に農場からの排水量計である堰も併せて確認し、農場由来の汚水であった場合に

は、検査費用を請求することに決めております。ちなみに、６月１１日以降で臨時検査

を必要とする事案は発生しておりません。

次に、次育頭数の頭加についての御質問です。繁殖を抑え出荷を続けることで、次育

頭数をららしております。あわせて繁殖メス豚も８００頭から約３００頭ららし、ら産

方向へ体制を整えておられます。これによりまして、子豚を除く肥育豚は４月に５７１

頭までらりましたけれども、繁殖を再開したことによりまして９月には一時的に頭数が

頭え、出荷が再開しました１０月には ７４０頭になったことから今後も頭らしながら

推移するものと見込んでおります。

続きまして、大きな２つ目の御質問のＣＯ２ 排出実質ゼロへの取組についてでござい

ますが、ＣＯ２ 排出量実質ゼロの計算式という御質問ですが、実質排出ゼロとはＣＯ２

などの温室効果ガスの人為的な発生源による排出量と森林等の吸収源による除去量との

間の均衡を達成することとされていることから、温室効果ガスの排出量から植林や森林

管理などによります吸収量を差し引いて、合計をゼロにするという内容だというふうに

理解しております。

次に、事務事業編と区域施策編の排出量についての御質問でございます。環境省が公

表しております自治体排出量カルテの最新のデータでございますが、平成３０年度で町

全体の排出量が４万 ０００トン、これが区域施策編の数全となります。一方、事務事

業編で調査しています町の関連施設などの平成３０年度の排出量が ９２６トンでした

が、これは区域施策編の数全に含まれております。したがって、町内の家庭や事業所な

どからの排出量は約３万 ０００トンということになります。自治体排出量カルテは、

経済構造実態調査などの各種統計調査からの推計となるため、各燃料ごとの排出量は公

表されておりません。事務事業編で調査しました平成３０年度の排出量結果でございま
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すが、す気が ５５９トン、ガスが１８５トン、すすが６７０トン、ガすリンが１９８

トン、軽すが３１４トンでございました。

次に、グリーンドリーム計画の進捗状況という御質問でございます。グリーンドリー

ム計画では、既存の計画における温室効果ガスの排出抑制との整合性を図りながら、経

済活動が停滞することなく森林の吸収量を軸とした吸収優位の持続を目指す町とするた

めに、温室効果ガス排出抑制と森林の吸収作用の保全を強化することに着目したビジョ

ンという考え方でございます。現在の人口や産業構造においては、吸収優位の状況は揺

るぎないことから、まずは現況で温室効果ガス排出抑制の議論や機運を盛り上げること

が重要と考えております。今年度から環境審議会の委員に鳥取県地球温暖化防止活動推

進センターの副センター長を委嘱しました。この団体は、地球温暖化対策についての調

査研究、環境活動の実践を通して低炭素社会の実現に向けて活動されております。鳥取

県内を中心に温暖化対策についての相談や助言、情報提供も積極的に行われており、今

後の日南町における温室効果ガス排出抑制社会の実現に向けた各種の計画の見直しや策

定においても大いに活躍していただけると思っております。

今年度は、２０３０年度までを計画期間とする地球温暖化防止実行計画の中の、事務

事業編の見直しに着手しております。来年度には、日南町環境計画及び実行計画の５か

年目になりますので、計画の見直しを行うタイミングとなることから、町を挙げて家庭

や事業所でできる取組や、さらなる低炭素社会の実現に向けたビジョンの策定を目指し

たいと考えております。一方、森林の吸収量につきましては、林野庁の計算方法を参考

に推計する予定でございますが、森林の持つ吸収作用の保全と強化につきましては、次

年度に関係団体と検討し、グリーンドリーム計画を策定する予定でございます。本年度

は、誰もが参加し考えることができる場として、１月に環境立町推進協議会の協賛によ

りますにちなん町民大学で、ゼロカーボンシティの講演を予定をし、さらには２月には、

いなばエコ・リサイクルセンターの視察等も計画しておるところでございます。

次に、ＣＯ２ 排出量の実績の平成３０年度の数全についての御質問でございます。平

成２９年度のＣＯ２ 排出量 ３８２トン、及び令和４年度の目成数全であります ２３ 

５トンは環境基本計画の数全目成及び実績数全でございます。この排出量は日南町役場、

日南病院、日南町の健康福祉センターの３施設から排出されたＣＯ２ に限定したもので

ございます。ちなみに、平成３０年度の３施設からの排出量実績でございますが、 ２

３４トンでございました。一方、御質問のありました平成３０年度のＣＯ２ 排出量 ９

２６トンにつきましては、地球温暖化防止実行計画の事務事業編で取りまとめた各課が

管理しております全ての施設や設備から排出されたＣＯ２ でございます。

以上、大西保議員の御質問に対する答弁とさせていただきます。

○議長（山本 芳昭君） 再質問がありますか。

１番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） 最初に、次育頭数のほうからちょっと伺います。ここに
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１０月から出荷を開始したと言われますが、何月から出荷をしてなかったんですか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 担当課のほうから説明させていただきます。

○議長（山本 芳昭君） 淺田住民課長。

○住民課長（淺田 雅史君） 一遍に、すぐにストップというわけではなかったんであれ

ですけれども、２月、３月あたりから出荷のほうをららしております。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） いや、ららしてる。今要するに１０月から再開いうこと

は、今は出荷してない時期はいつからですか、４月からですか。それを聞いとるんです

よ。

○議長（山本 芳昭君） 淺田住民課長。

○住民課長（淺田 雅史君） 正確には把握はしておりませんけれども、再開というか、

１回繁殖を抑えておりますんで、その間生まれてなかった時期があります。その子豚を

また繁殖、いわゆる種つけなどして繁殖しまして、それが大きくなるまで約半年間ぐら

いです、大きくなるまでの間出荷を止めておったといいますか、出荷できない子豚しか

いませんでしたので、その間は出荷をしてなかったという状況になります。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） 私、９月の一般質問をするときも、この頭数と出荷数、

出生数を教えてほしいと言いますと、出荷数、出生数は報告義務ないから知らないとい

うことでしたけども、今初めて私も大変驚いたんですよ。１０月から出荷を再開したん

だ、だからいつまで止まっとったか。何でかといいますと、一番下がったのは３月の

０００頭なんです、トータルあくまで。そのときに、繁殖性豚の特に子豚のほうですけ

ども、確かに３０％まで下がってます、これはいいです。それがずっと下がっておるん

ですよ、だから数字の整合性が取れないいうことを私は言いたいんです。これについて

あんまり長く言いたくありません。これは、これをグラフ化すればすぐ分かります。私

はこれを、やっぱり専門家に見ていただいたほうが、私は、今までセントラルさんのこ

の生育の次育頭数については物すごく疑いを持っておりますんで、これ以上は追求しま

せん。実は、ここの数字はグラフ化すれば物すごく見えてくるんですよ、そこまで言う

ときます。これはもう一旦終わります、時間が今日はないので。

次に、水質検査ですが、私は、たしか９月議会にも言ったと思うんですけども、この

水質検査を、６月１１日にウェブ会議でその話をされたのに、６月末の水質悪化意見交

換会にこの話全く出なかったんですが、なぜでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 先ほど申し上げましたように、検査費用についての交渉につい

ては、報告のとおりであります。先ほどの報告のとおりでありますので、それが会議の

ところで報告がなかったということでありましたら、おわび申し上げたいというふうに
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思っておりますが、そういった経過でありますので、御承知いただきたいというふうに

思っております。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） 昨年１１月から大変この濁り、泡、いろいろ発生しまし

た。それ町長にも見ていただきました、特に１月はもっとひどかったんですよ。この場

合は、もう終わったことですけども、どのような状況、もしあれであれば、農場に持た

す予定ですか、あの状態であれば、去年の、１年前の状況であれば。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 私も御指摘のありましたように現場も見させていただいており

ますので、具体的にはそういう状況が今後あるようでありましたら、私のほうからもお

願いをする予定でありますし、また交渉の内容もそういうふうに理解していただいてい

るものと思っております。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） これはもう３月議会、議員の皆さんの総意で意見書を出

したわけです。そうであれば、早くその方向、もう社長と結論出したようなこと話にな

ってましたけども、年間１２０万円、過去８年間で約 ０００万、これ人件費なしです

よ、検査費用だけなんです。相当な費用をつぎ込んどるいうことを、やっぱり農場も知

っていただかなければならないと思うんですよ。通常の会社でしたら当然検査費用につ

きましては会社持ちなんですよ。これはまた議員の皆さんで話しして、どう持っていく

かはまたあれです、予算審査のまた、結果についてまた報告があると思いますけども、

私としたら、やはり持たせるべきと思っております。これ以上やめます。

次に、現地調査の報告書の中で、今回は中に入られたんは何名の方が入られたんです

か。

○議長（山本 芳昭君） 坂本農林課長。

○農林課長（坂本 文彦君） 今回現地調査に入られたのは、２名の方が、大学の先生を

含めると３名ですけども、県の職員の方２名と大学の先生１名ということで、計３名入

っておられます。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） 岡山大学永禮教授が入られたということですが、県のほ

うの２名の方ですが、２名の方は３月の調査に入られた方なんですか。

○議長（山本 芳昭君） 坂本農林課長。

○農林課長（坂本 文彦君） ３月の調査のときに入られた方は１名と、１名同じ方が入

られましたけど、もう１名は別の方が入っておられます。

○議長（山本 芳昭君） ちょっとお待ちください。

発言に際しましては、議長と声を上げて、それから質問をしていただきたいと思いま

す。発言要求ボタンを押して発言をお願いいたします。
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１番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） 初めて入られた方は、具体的に西部総合事務所なのか日

野なのかどちらなんですか。

○議長（山本 芳昭君） 坂本農林課長。

○農林課長（坂本 文彦君） 初めて入られた方は、西部総合事務所の職員の方でした。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） そこで現地調査の資料を提出していただきまして、これ

はもう議員全員に配付されていますので、議員の皆さんも認識していただいたらいいと

思うんですが、これは永禮教授からの指摘事項ということですが、この報告を受けて、

町長は薬剤投入量の調査を指示したということですが、具体的にどのような薬剤を、ど

のように調査せいとされて、なおかつ、受けた方はどのような調査をされたんですか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 岡山大学の教授からの指摘事項ということで、こういう内容が

含まれていたということで、私のほうも報告を受けておりますので、ちょっと具体的な

ところにつきましては分かりませんけども、薬品、いわゆる浄化する排水設備、排水処

理施設の薬品があるというふうに思っておりますので、ちょっと具体的な内容のものに

ついては分かりませんが、私のほうが分かりませんが、ただ、必要な投入量あたりの管

理っていうところは、きちんとやはりしていくべきだろうというふうに感想的には思っ

ていますし、またそういう指示を、この講評の内容の指示を改めて現場のほうに返して

いるっていう状況でありますので、今後はこういったところをしっかり管理をして、運

営をしていただきたいというふうに思っております。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） いや、町長の指示を受けられた方は、どのように調査し

たんですかを質問しとるんです。

○議長（山本 芳昭君） 淺田住民課長。

○住民課長（淺田 雅史君） その指示というのは、直接、町長のほうからではなく、私

ども農林課とそれから住民課の職員から伝えたということでございますので、その辺り

はそこまでの、町長のほうから直接要請したというものではないということだけ御理解

いただきたいと思います。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） いや、私は、町は、町長がですよ、町というのは町長な

んですよ。町長が、この答弁先ほどされました。薬剤投入量の調査を指示したとなっと

るんです、町長がですよ。だから、誰がどのように調査、具体的に教えていただかない

と次に進めないんですよ。教えてください。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 基本的な流れは、御案内のように現地調査に入られて、その結
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果口頭報告、最初のときには口頭報告でしたけれども、それを一覧にしたものが、提出

させていただいた内容でございますので、そういったところをしっかり調査し、やるべ

きことはするようにという指示を私のほうからさせていただいて、かつ、これからはそ

れについての状況なりとか経過がこれから出てくるというふうに思っておりますので、

それを実際に現場のほうとの確認をしながら、着実な推進をしていくっていうところが

重要なことだろうというふうに思っていますし、その辺の内容も、これから大学の教授

であるとか、鳥取県も含めて、どういいましょうか、修正する部分あるいは改善する部

分、あるいはこれからきちんとした数量分析っていうか、数全的なところの管理をきち

っとしていただくことをお願いしたいっていうことで、先般の取締役との話の中にもそ

のように指示しましたし、確認をさせていただいてるという状況でございます。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） 永禮先生の指摘の中で、薬品の過剰投入防止策が十分で

ないという指摘があるわけですね。それでその下には、ｐＨ測定が正しく行われていな

いいうことです。薬品の投入量はなぜ、どのように決めるんですか、投入量は。教えて

ください。調査しとるんでしょう。

○議長（山本 芳昭君） 坂本農林課長。

○農林課長（坂本 文彦君） 投入量につきまして明確な数全等ですね、機器で調べた結

果、何ぼ入れるというようなことがなされていなかったということがありましたので、

そのために過剰投入防止策が十分でないというような指摘を受けたというふうに思って

おります。機器のほうが、指摘事項の中にもあったかと思いますけども、一部故障して

いるところがあるというところがありましたので、そこを直していただいて、その残量

のほうの管理をするというような格好で、今後は薬剤の投入量というものを決めていた

だいて、ｐＨの測定が正しく行われていないという部分もありましたので、そこにつき

ましては機器を初めて使われるというとこで不慣れな点があって、今は通常に機械のほ

うは使えるというふうに伺っておりますので、その機器を使いながら測定して、薬品の

ほうの投入のほうをしていただくというような話をしております。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） 今、課長からその測定器が、つい最近買ったような使い

方が分からないようなことですが、３月２２日の、１回目の現地調査のときのｐＨ測定

を指摘されとるんですよ。それをオルガノさんがこういうｐＨ計測定ということで指摘

しとるんですが、今までそれやってなかったいうことですか。公認してなかったいうこ

とですか。

○議長（山本 芳昭君） 坂本農林課長。

○農林課長（坂本 文彦君） 機器のほうの購入はされていたようですけども、設定のほ

うがうまい具合いってなかったということで、正確な数全というものをなかなか把握が

できていなかったということで、そこで改めて今回永禮先生のほうから指摘をいただい
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たというようなことでした。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） 今、大事なとこありましたよ。この薬剤投入量を決める

のは、ｐＨ測定して量を決めてそして自動的に投入するんですよ、これが正規なんです。

それで、ｐＨの測定が正しくなかったいうこと何で分かったんですか。

○議長（山本 芳昭君） 坂本農林課長。

○農林課長（坂本 文彦君） 先生が入られまして、先生が入る前等の情報を県のほうに

いろんなデータを送っていたんですけども、その際にｐＨの測定全等に異常があるとい

うことでその時点で分かったというふうに認識しております。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） ｐＨについては８月２６日、要するにｐＨ⒋０のときに

県と町と農場と話し合ったでしょ。そのときにｐＨ測定きちっとしなさいという話あっ

たんじゃないんですか。そして、今回１０月２７日ですよ、２か月間ｐＨ測定はどうだ

ったんですか。要するに、正しく行ってないってこれどういうことでしょうか。もう一

度具体的に言ってください。

○議長（山本 芳昭君） 坂本農林課長。

○農林課長（坂本 文彦君） その間の測定につきましても、十分な設定ができてなく正

確な数全は取られていなかったというふうに認識しております。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） 私、９月議会で言いましたね、チェックシート。それは

記録表勘違いしてました。覚えておられますね。あれにはｐＨ測定するようになっとる

んですよ、全部。１週間全て、１週間ごとに報告しなさいなっとるんですよ。今回ｐＨ

測定が正しく行われてないことは、後の永禮先生とか２７日入って、日野センターとそ

れから西部総合事務所で打ち合わせしたわけでしょ。その中で、校正を正しくしてない

ということが分かったわけじゃないんですか。どうですか。

○議長（山本 芳昭君） 淺田住民課長。

○住民課長（淺田 雅史君） ｐＨ計の使用の方法だったということで、農場に立入調査

した際に、やはり岡山大学の先生や県の職員もｐＨは測ってそこの差異があったらとい

うことだと思うんですけども、ｐＨ測定器を使う際には事前に洗浄したりしてゼロ設定

といいますか、きちんと最初の設定を行ってから測るもんだということなんですけども、

その作業といいますかその操作をどうもしてなかったというところをそのときに発見さ

れたということで、きちんと使うようにというような指摘を今回受けたというふうに講

評で聞いております。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） 今、課長が言われたそのとおりなんです、それをなぜ言

わないんですか。実際にその話は調査終わった後の話合いの中でも出たわけでしょ、そ

－１４－



れで初めて今言われたんでしょ、お二人は入っておられませんから。私は具体的に言い

ます。農場の数全は、測ってみたら⒎８から⒏０だった、そして同じ今度は県が持って

きた測定器で見ますと６から⒍２なんですよ、マックス２違うんですよ、大きな違いで

すよ。要するに、ｐＨ７中性だと思っとったやつは実際５になるんですよ、２も違うん

ですよ。なぜか、校正のやり方知らなかったんですよ。私もオルガノさんの取扱説明書

ありましたんで、ここの中にｐＨ計ありました、類似のやつをインターネットで調べま

した。７分間のビデオで簡単に説明はありました、ゼロ点調整からこの液で測って、そ

してもっぺん拭いてこうやるんですよも本当にホームページでも見れるんですよ。実際

２も違うんですよ、だから８月の初めにｐＨ⒋０出てコイがいっぱい死にましたね、分

かりますか、もうそのとき１かも分からない。でも、たまたま入った１０月２７日がそ

の測定の校正見たら２も違うんですよ、２じゃないですよ。そのような感じの中で投

入量を決めておったわけですよ、大問題でしょ、問題と思いません。２も違うんですよ、

ｐＨでいくと。そういうことを、ここで投入量が決まるわけでしょ。そして今、課長も

言ったように投入するメーターが故障しておったんです、ずっと。そしてダイヤルで手

動でやってたということですね。ちゃんと書いてありますやん、報告に。そしてブロア

ポンプが配管詰まっておったと。こういうんもうあきれてしまったんですよ、でしょ。

今までのこと全部うそですよ、これ。ｐＨ測定何か所するんですか、教えてください。

○議長（山本 芳昭君） 坂本農林課長。

○農林課長（坂本 文彦君） 工程の中で、何か所ということはちょっとすみません、今

覚えてないんですけども、凝集剤を投入するところで測っているというふうに認識して

おります。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） ｐＨ測定して入れる量も全部私チェックシートもらって

きました、県から。全部把握されてますよ、町がこれ把握してないんですか、これ県が

するから町は関係ないんですね。先ほど戻りますけれども、投入量の調査をせいと町長

が指示しとるのに、この内容も分からず指示なんてできるわけありません。それにどう

いう答えを出そうとしとる。全く、私が聞いただけでも中に入ってどうなのか聞けるわ

けですよ。今ちょっと１個１個７項目あるんですけども、本当になぜかなぜかで追求し

ていかないと。それと、あと沈殿池の対策どうなったんですか。

○議長（山本 芳昭君） 淺田住民課長。

○住民課長（淺田 雅史君） 立入調査後、すぐにその翌週だったと思いますけれども、

沈殿池の清掃をしまして、その後も３か月に１度は今後定期的にするという報告を受け

ております。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） 要するに、浮遊物も堆積し、上にいっぱい浮いとったと

いうことですね。それから、１１月２９日に日野のセンターから指摘された通知に対し
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て、１１月２９日には全ていろんなものは対策確認できたんでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 淺田住民課長。

○住民課長（淺田 雅史君） 県のほうから、家畜排せつ物法に関する通知も出されてお

ります一覧と。それから、町からも１１月の２４日に出した通知についても回答はいた

だいております。できたもの、それからまだこれから対応中のもの、そういったことも

含めて回答はいただいております。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） いや、質問は回答をいただけてるじゃないの。まだ確認

できたか、できてないものはあるんですかっていう質問なんですよ。何件中何件ができ

ていなかったのか、今後いつまでにするのか明確になっておるんでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 坂本農林課長。

○農林課長（坂本 文彦君） 回答のほういただいておりますけども、既に実施したもの、

これから実施をするものという中で、実施予定の期限というものについてはいただいて

ないものもありますので、実施する方針について今回は回答をいただいたというふうに

認識してます。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） 町長答弁では、たしか確認できなければ指導に移行とい

うことですが、指導にならないんでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 坂本農林課長。

○農林課長（坂本 文彦君） 指摘事項につきましては、１０月２７日の現地調査の中で

永禮先生にしてもらった指摘事項に対して、町としても町と県と話をした中で再度同じ

内容で結果一覧ということで送らせていただいておりますので、それにつきましては取

りあえず１２月中にもう一度第３回目の検討会というものを開催したいというふうに思

っておりますので、その中でも引き続き改善の状況等、対応状況について確認をしてい

きたいというふうに思っております。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） これは、日野のセンターが１１月５日付で家畜排せつ物

の適正管理についての指摘なんですね。それ以外に、例えば水質汚濁防止法、家畜伝染

病予防法、協約書等、以前の３月のときはこの内容についての指摘にはあったわけです。

今は日野の担当の家畜排せつだけなんですが、水質汚濁防止法、家畜伝染病予防法、協

約書等についての指摘はないんでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 淺田住民課長。

○住民課長（淺田 雅史君） 今回の岡山大学の永禮先生の調査結果の中では、そこの点

についてはありませんでした。水質汚濁防止法に関すること、それから先ほど言われま

した家畜排せつ物法についての違反といいますか、注意といいますかそういったことに

ついての指摘事項でした。
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○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） この項目一々やったら時間がないんで、次に行きますと、

この内容を私は社長と話をされたかと質問しとるんですが、なぜ取締役とされるんです

か。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 会社とのどういいましょうか、面談であったりいろんな様々な

ことの状況把握っていうか交渉のことも含めてですが、適宜っていいましょうか一定の

間隔の中で継続した形でするようにということで今、話をさせていただいておりますし、

今回１２月しましたけどその前も行っております。ですから、ちょうどそのときには、

１２月のときにはちょっとまたどういいましょうか、相手の都合が、社長の都合が悪か

ったということがありまして取締役でしたけれども、先般の１２月のときにも次回には

１月から２月にかけてお願いをしたいということで進めております。そのときにはぜひ

とも社長という形でお願いをしておりますので、たまたま１２月のときには都合が合わ

なかったということで御理解をいただきたいというふうに思っております。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） 具体的に常務取締役という役職の方ですけども、この方

は３月のときも立ち会われたんですか。

○議長（山本 芳昭君） 坂本農林課長。

○農林課長（坂本 文彦君） その方は３月の立会いのときにもおられました。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） その方の役職は常務取締役だそうですけども、この排水

施設管理、その辺のよく分かる方なんですか。

○議長（山本 芳昭君） 坂本農林課長。

○農林課長（坂本 文彦君） 本社の方になりますけども、よく分かる方というふうに存

じております。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） よく分かる方で３月にいっぱい指摘を受けとって、ｐＨ

計もおかしい、そしてこの１０月もｐＨの測定がおかしい、いろんなとこが破損してる、

ブロア止まっとる。なぜ監査いうか立入調査入る前に、取締役の方が工程を見たらこれ

はおかしいとなるわけじゃないんですか。専門家じゃないでしょ、どうなんですか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 具体的な内容は理解しておりませんが、この方につきましては

前社長からのときからも取締役っていうか会社の中でおられた方でありますので、それ

なりに認識はされてる方だろうというふうに理解をしております。ただ、専門的なとこ

ろにつきましては詳細は私自身は分かりませんけれども、一般論として見れば相当な理

解っていいましょうか、全体的な理解はされてるお方だというふうには私自身は認識し
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ております。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） いや、おかしいでしょ。もし、工程を分かっておれば指

摘できるわけでしょ。ｐＨ測定も薬剤投入もメーター壊れてる、ブロア詰まってる、そ

れから排水路から外に流れる工場を見て回ったら分かるわけでしょ。１０月２７日来る

までに、前日とか３日前に来て自分で指摘してこうだよとしないで、どうぞ見てくださ

い、それは今までずっと入るな入るな拒否ばっかりしてたことはよく分かりますよ。こ

こに書いてあるわけじゃない、一番最初に。排水処理に対する専門知識の不足から、必

要な作業は簡略化されてる。簡略化されてる工程を教えてください。

○議長（山本 芳昭君） 淺田住民課長。

○住民課長（淺田 雅史君） 以前から報告があった好気、嫌気槽、それから処理の後半

になりますけれども、活性炭による色の除去、その施設が省略されていたというふうに

聞いております。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） あのね、これほど排水を出さないように、基準以上出さ

ないように言ってるのに、そのようなことを簡略化しとる。要するに永禮先生一番最初

に、一番バッターに書いてある、一番に。作業が簡略化、要するに言い方悪いけど手抜

きなんですよ。分かっておって手抜きしたら一番駄目なんですよ、分からずしてだった

ら。私言いたいのは、この教育はどうなっとるんですか。社長が１２月来たときに教育

しますと言いましたね。教育しました、そしてオルガノさんからの取扱説明書とかフロ

ーチャート見ました。これを守っとるんですか、どうなんですか。いや、これ理解しと

かないとできないですよ。農場さんはこれを理解しておるんでしょうか、どうでしょう

か。そういう確認もしてないんですか。

○議長（山本 芳昭君） 淺田住民課長。

○住民課長（淺田 雅史君） そういった指摘も以前確かに職員研修ということをするよ

うにという指摘もありましたんで、農場とそれから県、町と会うたびにそういった研修

とかそういったものはやっとられますかということを確認はしてまいったとこですけど

も、毎月オルガノという業者が来てチェックもしております。それから、来たときにレ

クチャーを受けて研修という形で研さんを積んどるということは報告は受けております。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） いや、そこまで報告受けておったら、なぜ校正はしてな

かったんですか、ｐＨ計の。基本でしょ。要するに、運転免許証でメーターがない、ア

クセル飛ばしっ放し、もう無免許運転なんですよ。これは農場の運営自身が本当問題で

しょ、じゃないですか。無法地帯ですよ。報告はやってます、要するに教育とはペーパ

ーテスト受けた後、大体ペーパーテストやって、やるからずっと後ろで見て、正しく操

作してるか見るわけですよ、見てないからでしょ、オルガノさんもおかしいんじゃない
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んですか、１年前に町長、町のほうは４０分も話したそうですけども、私この教育のさ

れてない、した格好、分かってないからずっとこれ起きとるわけですよ。だから永禮先

生が専門知識不足からという説明に下るわけですよ。僕はそのとおりだと思います。私

は、一番大事なことは人だと思っておるんです。どんないい設備でもやっぱり人が管理

してやっていく、もう答え出とるんですよ。専門知識の不足なっとるんですよ。今、農

場長はどういう状態になっとるんですか、農場長、今おられるんですか、不在でしょう

か。

○議長（山本 芳昭君） 坂本農林課長。

○農林課長（坂本 文彦君） 現在農場長は不在ということで、今、副農場長お二人とい

う体制になっております。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） 新しい農場長はいつ来るんですか。

○議長（山本 芳昭君） 坂本農林課長。

○農林課長（坂本 文彦君） 新しく赴任されるのがちょっと遅れておりまして、早けれ

ば１２月中には来られるということは伺っておりますが、明確にいついつということは

聞いておりません。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） 前任の農場長はいつ北海道へ帰られたんですか。

○議長（山本 芳昭君） 坂本農林課長。

○農林課長（坂本 文彦君） 前農場長は９月末に退職をされております。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） 前農場長は若手で、宮崎で頑張っておられてこちらへ来

られて、いろんな発言もすごいことを正しい責任を持って意見交換会でも発言されてま

した。通常の会社でしたら、新しい農場長が来て引継ぎやら何かしてから帰るのが当た

り前で、会社の姿勢なんですけどね。じゃあ、次の農場長はどのような方か聞いておら

れますか。

○議長（山本 芳昭君） 坂本農林課長。

○農林課長（坂本 文彦君） 次の農場長も一度こちらのほう、現地のほうは来ておられ

ました。北海道の農場のほうから今度は赴任されるというような話を聞いております。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） その方はこのような排水施設は管理できる方かどうか聞

いておられますか。

○議長（山本 芳昭君） 坂本農林課長。

○農林課長（坂本 文彦君） 今度来られる農場長は、北海道の農場のほうで浄化施設の

ほうを中心にやっておられる方だというふうに聞いております。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

－１９－



○議員（１番 大西 保君） これずっと今までやってきましたけれども、私も一般質

問も議員になってからずっとやってますけども、ここらで本当に社長の人事権とかそん

な別に、本当に永禮先生も言われたように、専門知識がある方を配置していただいて安

定して、今の設備も永禮先生の報告によると、町長答弁ですわね、既存の施設でも適切

な管理の下に活用するので、機能が発揮することは可能と。ですから、今の施設でも使

えるよという見解をされた。大事なのは、そこでそれを運用する方の知識、教育をちゃ

んとやらないと、３月に入って半年間何もならず、そして１０月に入ってなおかつ永禮

先生の本当に権威のある方で、知事も御存じだそうです、永禮先生のこと。県は、全体

を通して何か言っとりませんか、町に対して。

○議長（山本 芳昭君） 坂本農林課長。

○農林課長（坂本 文彦君） 県のほうが直接というわけではないですけども、永禮先生、

県、町と農場と検討会をしておりますので、その中で県のほうからも必要なことについ

ては今回永禮先生から指摘を受けたことについて、町、県一体となって指摘をして今後

の対応状況の管理をしていくというような格好になるというふうに思っております。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） 具体的に言いますと、西部総合事務所から町へこのよう

にしていただきたいというコメントはございませんか。

○議長（山本 芳昭君） 坂本農林課長。

○農林課長（坂本 文彦君） 直接というわけではなく、やはり検討会で一緒に話を農場

含めてしておりますので、その中で一緒に農場の水質改善に向けて取り組むというよう

なスタンスだというふうに思っております。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） １２月も今日は７日ですが、第３回を永禮先生も入れて、

ウェブ会議かちょっと分かりませんけどされるということですので、それで方向性が出

せれば大変いいと思います。その後、河川の水質悪化の意見交換会がもう６月からされ

てないわけです。途中経過でもいいので、やはり地域住民の方と信頼感を持つため、ど

うなっとるんかなということばっかりなんで、早急に開いていただきたいんですが。こ

れ要望はいつもしてると思うんですよ、８月からずっと。なぜされないんですか。

○議長（山本 芳昭君） 淺田住民課長。

○住民課長（淺田 雅史君） 前回の意見交換会でも言わせていただいたんですけど、今

回の永禮先生の調査が入りますんで、できればその結果をもってやらせていただきたい

ということを意見交換会では提案させていただきました。途中経過ということですけれ

ども、なかなか中途半端なこともお伝えできませんし、できれば今後の予定を申し上げ

ますと、第３回の永禮先生との検討会は１２月に行いますが、その後２月に第４回の検

討会を今、大ざっぱですけども考えております。その後、できれば３月あたりに地域と

の意見交換会をやらせていただけたらというふうに思っております。
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○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） できたら年内にやっていただきたいんですが、ここでこ

う話すよりもやっぱりもっと具体的に私も質問したいことございますんで、６月の終わ

りが全くやってないんですよ。お願いします。

じゃあ次に、環境のを行きますと、ＣＯ２ の計算式はよく分かりました。吸収量が１

１万トン、排出量が⒋２万トンですから、逆にいくとマイナスの⒍８ですからはっきり

言ってもうゼロ達成しとるわけですね。それをなおかつ、吸収量頭やそう、排出量らら

そう、この取組はいいわけですけども、私も排出量の、じゃあ４万トンの内訳はという

ことで今説明ありましたけども、この４万トンの具体的な内容分からない限りこれをら

らす方法はないと思うんですが、どうなんでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 淺田住民課長。

○住民課長（淺田 雅史君） あくまで環境省が全国の全ての自治体の排出量カルテとい

うもので公表しておるものが今４万 ０００トンという数字が直近の最新のデータでご

ざいますけども、そのデータにエネルギーごとのものは出ておりませんが、そのほかの

データは事細かく出ております。産業別であったり、そのほかにも産業別でも製造業が

幾らであるとか、それから農林水産業が幾らであるとかそういったところまでの排出量

の推計が出ておりますので、そのものでできれば町全体の排出量等の指成にさせていた

だきまして、計画のほうの策定に取りかかっていきたいというふうに思っております。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） 私は、答弁でこれは公表してないとありましたもんで、

インターネットで調べてみたら実際日南町出とるわけですよ。今、課長手元に持ってお

られたなりだと思うんです、私もホームページで見ました。実際公表されとるんですね、

公表いうんか環境省からずっと入っていったら見れるわけですよ。私が言いたいのは、

これから取り組んでいこう、４万 ０００トンららしていこう、何をどうやっていくん

かが一番大事で、ファジーでブラックボックスであと言うだけだったら駄目だというこ

と言いたかったもんで、１１万トンについては森林関係ですからそれなりの計算あると

思うんです。それはそれとして、町長、今年の３月に確かに町で議会でも発表されたと

きに、環境省のほうに、町長、鳥取県で宣言今ゼロを発出してる自治体は幾つあるか御

存じでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 鳥取県とそれから米子市、北栄町、南部町というふうに現時点

では私の認識では思っております。それと、うちとっていうことで。というようなこと

で、米子市あたりは同じような時期だったんでは、ちょっと早めだったかっていうふう

に思ってますし、県なり北栄町なり南部町はその前の年ではなかったかなというような

記憶をしておりますけれども、そういう状況だというふうにはお伝えします。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。
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○議員（１番 大西 保君） ３月に発表されたの、私それいいと思うんですよ。でも、

参考に町長も言われましたように、北栄町も令和２年なんです。令和２年で全国で３０

番目。そして、今現在、鳥取県を入れると６。鳥取県はちょっと置いといて、市町村で

は５つなんです、境港もやっとります。大体、今年に入ってから北栄町だけが令和元年

で、あとは令和３年が４つですね、日南町、今現在３１２番目です。それで、環境省の

関係で、これが３１２あるん、４００、４６０かな、これ全部出てます。日南町の取組

も出てるんです。公表いつしたか、発表したか、どういう内容か、ずらっと書いてある

んですが、項目、取組の、日南町２行なんですよ。シンプル・イズ・ベストと言うたら

いいかも分かりませんが、本当にグリーンドリーム計画も書いてない。要するに、吸収

量を頭やしましょう、排出量ららしましょうしか書いてないんです、町長の宣言はその

内容ですわ。そこで、具体的に環境の地球温暖化防止では何％削らする予定だったです

か、２０３０年には、排出量削ら。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） ２０１３年との対比っていうことで、１０％のらという形で進

んでるというふうに思っておりますが。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） いや、私は２０３０年、要するに２０１３年に対して２

０３０年には何％らで日南町は取り組んどるんでしょうかという質問ですよ。１０％で

すか。

○議長（山本 芳昭君） 淺田住民課長。

○住民課長（淺田 雅史君） ちょっと訂正させていただきますけれども、２６％削らを

最初掲げておりました。地球温暖化防止実行計画の事務事業編でございますけれども、

２０１３年度から２６％削らするという目成を立てております。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） そこで、町長お伺いしますが、いろんなところが今度Ｃ

ＯＰ２６で日本もそうです、２０３０年をもっと、２０５０年には実質ゼロを目指そう

いうのが大きな柱ですが、その前の２０３０年に鳥取県も日本も全部加速しようという

ことで、特に鳥取県の場合は６０％、鳥取県４０％削らを６０％ということを１か月以

内に新聞発表ありました。町長の思いとしたら、日南町は２０３０年、今現在は２６％

削ら目成ですが、どのようにお考えですか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 要は、そういう今現在の計画がある中で進んでおりますってい

うところが１つはあります。ですから、今ホームページあたりも計画あたりは載ってま

すけれども、実績あたりが毎年毎年っていうのはなかなか難しいのかもしれませんが、

そういった実績をやっぱり見ながら、それと県であるとか国であるとかそういったとこ

ろとのバランスを見ながらとはいいながら、やっぱりできるかどうかっていうところも
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具体性を目指すっていうことも勘案しないといけないというふうに思っておりますので、

その辺は現在計画を進めてる中で、協議の中で目成全を定めていきたいというふうに思

っております。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） 町長、今年の３月の施政方針で、具体的に今後１年を目

安にやるということですが、これは来年の３月を目指すいうことで、今日の答弁でいく

ともう１年先になるんですか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 基本的には排出量のほうの計画は今年度、もともと３月には全

体っていうイメージで私自身もおりました。ただ、森林の部分につきましては町全体の

話でありますので、国だとかあるいは民間だとかそういったところの数字も加わって将

来的な計画もやっぱり検討していかないといけないというふうに思っておりますので、

そういった意味でをし整理が広範囲になる関係もあったりして、をし吸収量の部分につ

いては来年度具体的に進めさせていただきたいというのが答弁の内容でございますので。

排出につきましては、来年の３月までということを目成に計画策定をしていただくこと

を今指示しとります。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） 私は焦って中途半端な計画よりもじっくり、私、分析が

大事なんで、調査、分析そして目成を定めるのが一番大事なんで。最初から目成ぽんと

行くよりも、やっぱり調査した上で目成を定める、これが正しいと思いますのでよろし

くお願いしたいんですが。そこで、今後計画をつくる上に当たって、今現在、日南町で

はＣＯ２ の削らについては、地球温暖化防止計画と環境実行計画２つの計画があるわけ

です。これの整合性をちょっとお聞きしたいんですよ。環境のＣＯ２ 削ら量の５か年、

５か年になってますが、もう一度言いますが、平成３０年度の排出量が ９２６で約 

０００トンなんですが、目成数全が令和４年度 ３００トン０、これはどうなんですか、

おかしいんじゃないですか。

○議長（山本 芳昭君） 淺田住民課長。

○住民課長（淺田 雅史君） 町長答弁でも申し上げましたとおり、議員の御指摘のあっ

た環境基本計画の中のいわゆる数全目成、指成でございますけども、それは令和４年度

の目成が ２３５トンとなっております。これの指成となるものが３施設、日南町の庁

舎とそれから病院それから保健センター、この３施設のみのデータをピックアップして

おります。そのほかにも、町のほかの事務事業編で調査してるものにつきましては、町

の管理している施設それから設備、除雪車であるとかそういった気候とか変動にも、雪

が降る年、降らない年で大きく変動するもの、そういったものが除いたものを環境基本

計画の中の指成には載せてますんで、その３施設だけでピックアップしたものでござい

ますので若干そこの数字の違いはあります。ですので、今後、今年策定をいたします環
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境基本計画の中で、来年度ですね、環境基本計画の策定の中でその指成をまたそっちに

そろえるのか、事務事業編のそそ数その約 ０００トンぐらいですけれどもその数字で

いくのか、この３施設のだけの数字でいくのかというところはまた議論してまいりたい

と思います。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） 議論していく、これ環境審議会に出した内容でしょ、こ

こにこれ今ホームページで見れますよ。平成３０年 ９２６トンだ、目成は ２３５ト 

ン、説明では３施設の案件だけなんですよ、これ変えないかんでしょ、全部。そして、

じゃあ令和元年度の実績は幾らですか。

○議長（山本 芳昭君） 淺田住民課長。

○住民課長（淺田 雅史君） ホームページから私も取ってきたものなんですけれども、

令和元年度が ３０６トンになっております。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） いや、平成３０年度は ９００トンで令和元年 ３００、 

おかしいでしょ、それ。

○議長（山本 芳昭君） 淺田住民課長。

○住民課長（淺田 雅史君） 環境基本計画の中の数全目成、これにつきましては先ほど

言いました ３０６トンになっております。先ほど議員もおっしゃられた ９００トン 

余りのものにつきましては、多分それは地球温暖化防止実行計画の中の事務事業編、い

わゆる町の施設全ての数全を足したものということになっておりますんで、そもそも指

成というものはちょっと見るところがちょっと観点を変えておるというところが御理解

いただけたらというふうに思います。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） 理解できませんよ。私、最新版のやつをホームページで

印印したんですよ、印印でしょ。平成３０年度はそそ印そ何トンで、令和元年度実際

３０５トン、そんなわけないでしょ。新しいやつ見ておかしくないですか。なおかつ、

環境審議会の委員の皆さんもおかしいと思いませんか、どうなんですか。最新版のホー

ムページ見れるでしょ、今。

○議長（山本 芳昭君） 淺田住民課長。

○住民課長（淺田 雅史君） 地球温暖化防止実行計画の中の、いわゆる事務事業編の中

の排出削ら目成というものは、２０２０年、令和２年度の数字がこの中には出てきてお

ります。ちなみに、令和２年度の目成数全が ７８３トンになっております。対しまし

て、最新の数字の日南町の実績は本年度集約したものでございますけれども、令和２年

度は １２９トンですので、目成には達しておりませんでしたけれどもそういった数全

で推移しておるということでございます。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。
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○議員（１番 大西 保君） ２つの柱があるんですよ。要するに、地球温暖化防止計

画と環境の基本計画と２つあって、これのホームページから取るとそれがごちゃごちゃ

になっておるんですよ、私から言わせると、つじつまが合わんです。私が言いたい、も

うそれ以上言いません。言いたいのは、本当にこれからグリーンドリーム計画はどこの

部署がつくるんですか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 同じように住民課の担当としております。ですから、この春に

も申し上げましたけれども、既存の計画がありますと。ですから、既存の計画と私のほ

うがグリーン計画というような表現をさせてもらいましたけど、やっぱりおっしゃられ

るように相対的に分かりやすい形の中の計画に見直す部分があるなら見直してほしいと

いうことはこの春も申し上げたとおりでありますので、そういったところで現場のほう

で先ほどありましたように、どういいましょうか、既存の地球温暖化の防止の計画であ

るとか環境計画だとか実行計画もあったりしますので、その辺でトータル的に見直す必

要性があるならそれは一緒にしてもらったほうがいいのかなというふうに思っておりま

すので。ただ、その辺を内容を熟知した形の中で整理をしていかないといけないってい

うのは現実だろうというふうに思っていますので、そういった観点でこれからも現場の

ほうでは計画の素案づくりに努めていただきたいというふうに思っております。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） やっぱり計画が一番大事なんで、今回県からも委嘱され

た方も来られるということで充実すると思うんです。ちょっと私は、地球温暖化防止計

画、５年ほど前につくられたんですが、そこで一番大事なこと書いてあるんですよ。計

画の実効性を高めるために日南町環境基本計画推進連絡会議を開くとなっておるんです

が、開かれた実績はありますか、５年間で。

○議長（山本 芳昭君） 淺田住民課長。

○住民課長（淺田 雅史君） 具体的に会議という形で集まってということではなりませ

んでしたけれども、事務事業編で出しております各課の排出量調査、こういったものは

各課にお願いしまして、各課で排出量の動向など見ていただきまして、どういう要因で

これが頭えたのか、らったのかというようなところまで検討していただくようにという

ことでお願いをしておるところでございます。ですので、具体的に皆様方に集まって会

をしてというようなことにはなっておりません。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） 私の質問は、この連絡会議開いたか、開かれてないかを

聞いたわけです。ゼロ回でしょ、ゼロ回でしょ。この連絡会議のトップは誰でしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 淺田住民課長。

○住民課長（淺田 雅史君） 副町長が座長になるということで決まっております。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。
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○議員（１番 大西 保君） 町長はこのことを御存じでしたか。トップは副町長です

ので、これをつくられたとき副町長ですね。なぜこれを開かれないんですか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 実績につきましては先ほど報告したとおりでありますので、正

式な会議という形で登録してありますので、これから鋭意会議を開催しながら進捗に努

めていきたいというふうに思います。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） いや、私は、ここにも書いてある。住民課内に置く事務

局と書いてあるんです。進捗管理し、そして計画の実効を高めるためにこの連絡会議開

くとなっておるんですよ。トップは副町長であります。やはりこういったことを今後グ

リーンドリーム計画つくるならば、本当に実効性のある、ここに書いてある、実効性の

ある計画をやっていきたいということですから、これを念押しておきますんで、そして

ゼロ宣言につきましては、環境審議会に何か発表されましたでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 淺田住民課長。

○住民課長（淺田 雅史君） 今年環境審議会のほう、まだ開催しておりませんけれども、

今年度先ほどの環境基本計画の見直し等も考えておりますので、それの席で併せて報告

したいというふうに思っております。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） 私、町長が宣言するのがいいと思うんですよ。でも、や

はり環境のそういった審議会があるならば、町長出なくても住民課長から、もし副町長

からこういう宣言したからこれから取り組んでいきますよというぐらいは必要じゃない

んですか。環境審議会、何かおざなりになっているんじゃないでしょうか、環境審議会

の認識はどうなんですか、町長として。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） こういった計画を進める中での、どういいますか、現場の会議

というふうに思っておりますので、当然軽視するものではなくて一緒に考えていくもの

だろうというふうに思っておりますので、そういった関係者の皆さんにもさらなる御協

力をいただきたいというふうに思っております。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） 町長、３月に発表されて今まで、日南町民にこういう取

組をやっていきますよという宣言、何かアピールというか何かされたことありますか。

例えば町報であるとか、新聞にちらっと出ました、つい最近日本海新聞に。どうです、

町報等に。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 町民向けっていうことではないにしても、御承知のとおり今、

Ｊ－クレジットあたりが契約させていただいて、多くの西部を中心としながら民間企業
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の皆さんと契約をさせていただく懇談の中で、そういった町としても自治体宣言をさせ

てもらいましたと。目成につきましては、基本的には新植あたりを伸ばしながら森林の

吸収量を伸ばしていくというところが面積の９割が森林の町でありますので、そういっ

た責任を果たしていきたいという内容のものは会あるたびに言わせていただいてるって

いうふうに思っておりますので、そういったところはこれからもＪクレで寄附をしてい

ただいてるっていうことも兼ね合わせながら、どういいましょうか、日野川の上流の源

流の町でありますので、下流の皆さんと一緒になってこういった取組を進めさせてくだ

さいっていうことはお願いをしたり、お礼を申し上げておりますので、そういったとこ

ろのＰＲはさせていただいておるつもりでございます。

○議長（山本 芳昭君） １番、大西保議員。

○議員（１番 大西 保君） ＳＤＧｓの未来都市を発信して、日南町大変やっぱり注

目されております。国のほうも大変注目してると思うんですが、やはり町民に分かりや

すく、そして町民も一緒に参画できる本当に環境の町かなと言われるような、セントラ

ルの問題は大問題ですけども、日南町全体の環境の取組について本当に地についた計画、

焦らずきっちりとした分かりやすい計画をつくっていただきたいという思いであります。

これも県から委嘱された方来られる、やはり専門家が入ってやっぱりやらないといけな

いと思いますんで、よろしくお願いしたいと思うんです。

私の質問は終わります。回答は結構です、いろいろ言われましたんで。ありがとうご

ざいました。

○議長（山本 芳昭君） 大西保議員の一般質問を終わります。

○議長（山本 芳昭君） ここで暫時休憩といたします。再開を１１時１０分からといた

します。

午前１１時０１分休憩

午前１１時１０分再開

○議長（山本 芳昭君） 休憩前に引き続き、会議を再開します。

タブレット３ページ。

３番、櫃田洋一議員。

○議員（３番 櫃田 洋一君） ＳＤＧｓ、この言葉を最近よく聞くようになりました。

朝のニュース番組や、情報番組等毎日聞いたり目にします。そして、庁舎のアンブレラ

スカイも出迎えてくれます。自治体がＳＤＧｓに取り組む意義として、地域活性化向け

施策や取組を見直し改善するために活用し、住民の暮らしやすさを向上するためのツー

ルです。世界共通の目成で、今の時代のキーワードです。ＳＤＧｓ、持続可能なまちづ

くりについて伺います。

自治体ＳＤＧｓモデル事業の取組は、昨年の９月定例会で推進していく機運をつくり
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ながら実践していき、ある程度固まれば次のステップとして申請も考えると述べられま

した。本年度の取組と今後の展開について伺います。

持続的な農業を維持するため、農業研修生制度も行われていますが、後継者不足は解

消されていません。今後、どのような後継者対策をされるのか。また、年々頭加する鳥

獣被害や畦畔の除草作業など農地の維持管理も困難になっています。今後の取組につい

て伺います。

コロナ禍により、地域おこし協力隊の募集などが困難な状況であります。持続可能な

まちづくりを目指し、移住定住へ向けたさらなる取組について伺います。

以上、よろしくお願いします。

○議長（山本 芳昭君） 執行部の答弁を求めます。

中村町長。

○町長（中村 英明君） 櫃田洋一議員の御質問にお答えします。

最初に、ＳＤＧｓ、持続可能なまちづくりについてということで、本年度の取組と今

後の展開ということで御質問でございますが、御承知のとおり本町は令和元年７月に国

のほうから自治体ＳＤＧｓ未来都市として選定され、以降様々な形の中で広報や事業実

施を推進してまいりましたが、本町におけるＳＤＧｓ達成に向けた取組は令和２年３月

に策定した日南町総合計画における目成がＳＤＧｓの目成であると整理し、本年度も各

種施策の実施により推進に努めておるところでございます。

具体的にはＪ－クレジットの販売による森林保全の強化、にちなん中国山地林業アカ

デミーによる林業従事者の育成及び町内の定住による林業後継者対策、定住対策の推進

あるいは日南町森林教育プログラム、いわゆる木育の推進など本町における重点事項の

１つである林業を経済や教育などと連携した事業展開を行っております。そのほかにも、

セーフティーネットによる貧困対策、人権推進による差別や偏見をなくすまちづくりの

推進、光ケーブルを活用した産業の推進、検診率の向上や介護予防、在宅医療の充実に

よります健康と福祉の推進など、ＳＤＧｓの１７の目成に沿った取組を行っております。

今後の展開ですが、これまでの歩みを止めることなく、総合計画をはじめ各種計画に

沿って事業を進めていきたいと考えております。また、鳥取県では、行政、企業、団体、

ＮＰＯをはじめ、多様な主体によります連携、協働が不可欠であるとの考えの下、とっ

とりＳＤＧｓネットワークを発足させ、連携や個々の活動により、ＳＤＧｓの認知度の

向上や実践拡大につなげる取組を進めております。本町におきましても、県や西部圏域

の市町村とも連携しながら、より推進できるよう努めていきたいと考えております。

次に、農業の後継者対策についての御質問です。全国的に農業後継者不足は共通の課

題で、帝国データバンクの２０２０年の調査によりますと、全国で後継者のいない会社

は６⒌１％に上ります。農業ではさらに深刻で、２０２０年、農林業センサスでは、５

年以内の後継者を確保していない経営体は７⒈１％とされております。日南町ではさら

に深刻で、７⒊６％が確保されていない状況でございます。現状の後継者対策としては、
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担い手とされている認定農業者等への生産基盤の支のによる農業の持続性向上や農業研

修生の制度の活用によります新規就農者対策が上げられます。後継者対策につきまして

は、一長一短に成果を得ることはできないものですので、引き続き、人・農地プランな

どの活用をし、地域全体で考えながら、法人、個人、地域が一体となった対策の支のを

中心に取り組みます。また、新たな農業人材の獲得に向けましては、移住定住、Ｉター

ン、Ｕターンを含めて農業回帰の機運も高まっておりますので、このチャンスを逃さな

いように取り組みます。

また、年々頭加する鳥獣被害や畦畔の除草作業など、農地の維持管理も困難になって

おりますが、年に数人ずつではありますけれども、新規に狩猟の免許を取得する人も続

いております。鳥獣被害対策協議会の持っております有害鳥獣の特性や防御の知見を講

習会等を通じて集落の担い手にフィードバックしたり、国事業の侵入防止柵の導入事業

を引き続き活用しながら鳥獣被害の軽らを図っていきたいと思います。

また、コロナ対応の臨時交付金を活用して実施しました中山間地域等の農村景観整備

事業や小規模農家スマート農業支の事業、畦畔の管理機のリース事業によりまして、畦

畔の除草作業の機械化が進み、維持管理の省略化につながったと感じております。これ

らの取組を今年度実施といいましょうか、今検討実施しておりますおしごとバンク制度

を組み合わせることで、除草作業などの担い手の確保につながるものと期待をしており

ます。

次に、移住定住に向けたさらなる取組についてでございますが、日本国内におけます

新型コロナウイルス感染者は、現在、今年に入って最もをない水準が続いておりますが、

今年度上半期は、人の移動が制限される中において積極的な募集活動には至っておりま

せん。新たな変異株の動向も注視していく必要がありますが、仮に現在の落ち着いた状

況が続くとならば、今後は地域おこし協力隊など外部人材の積極的な受入れは進めてい

けるものと考えております。それらを踏まえた今後の移住定住施策についてでございま

すが、今年度中に新たに一般社団法人を設立して宅地建物取引により精通した体制の構

築を、すぐに住むことができる空き家の整備などにより、専門的かつ迅速な事務に取り

組めるよう準備を進めております。現在の空き家バンクの運用や新たに地域おこし協力

隊の管理業務なども含めて、来年度から運用開始を目指すとともに、より移住定住につ

ながるよう努めていきたいというふうに考えております。

以上、櫃田洋一議員の御質問に対する答弁とさせていただきます。

○議長（山本 芳昭君） 再質問がありますか。

３番、櫃田洋一議員。

○議員（３番 櫃田 洋一君） 先ほど農林業、教育、人権、情報化、医療、福祉、介護

など、各種施策の実施により推進に努めているとおっしゃいました。農林業であればＪ

－クレジット、林業アカデミー、森林プログラム、これはすごくよく目にしますし、す

ごくアクティブに活動されてるように感じます。そして、人権であれば人権コラムとい
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うのがホームページに載ってて楽しく読ませていただいております。楽しくというとち

ょっと語弊がある発言か、すみません、勉強になるように読んでおります。ちょっと訂

正します。

あと、教育とか情報化、医療、福祉、介護、その辺はどのようにされていますでしょ

うか。もうをしちょっと詳しく具体的にお聞きしたいのですが。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 御承知のとおり、１７の目成につきましては、それぞれの分野

において目成が掲げられておりまして、基本的には総合計画にのっとったような形の中

の推進をしていくっていうのが基本的な捉え方だろうっていうふうに思っておりますが、

なかなか、どういいましょうか、分かりにくいというところもあるんですか、職員も含

めてですが、そういったところの目成を、どういいましょうか、目成に考えながら現在

の事業あたりを進めていきましょうということの考え方です。ですから、をしまだ分野

ごとにはなかなか目新しい形の中で見えてこないっていうものもたくさんあるのかもし

れませんが、ただ一方で、今、どういいましょうか、日南町と同じ年に県内で、どうい

いましょうか、実証されました智頭町がありますけれども、智頭町の職員といろいろ意

見交換、研修会を令和の２年度から、昨年から今年にかけてお互いに行き来しながらだ

とか、そういった勉強も併せて進めさせていただいているっていう状況にありますし、

先ほども説明しましたように、鳥取のＳＤＧｓのネットワークっていうところの協議会

っていうか組織も生まれてきておりますので、そういったところも含めて県内の自治体

の中でもそういった取組を進めさせていただいているっていう最中でありますので、そ

ういったところの知見をこれから町内の中の動きに加えていきながら、あるいは変革を

していきながら進めていきたいというふうに思っております。

○議長（山本 芳昭君） ３番、櫃田洋一議員。

○議員（３番 櫃田 洋一君） これは２０２０年４月１日の山陰中央新報です。この中

に、農業分野でのＳＤＧｓを加速させるきっかけにしたいと書いてあります。林業分野

ではかなり加速してるのかもしれませんが、果たして加速したのかどうなのか、その辺

はいかがでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） をしずつですが加速はしているというふうには思っております。

具体的に言いますと、スマート農業あたりもさせていただいています。段階的には進め

させていただいているというふうに思ってますし、コロナ経済対策の中でもそうですけ

れども、スマート農業あたりの導入あたりもどんどん進んでおったりしますし、という

状況が現時点ではありますので、それが十分かどうかっていうのはまた議論があるとこ

ろではありますけれども、要は陸を大切にしましょうとか海を大切にしましょうとかっ

ていう目成全があると思いますが、そういったところの中で、要は食料という分野、農

業ですので、食料という分野になろうというふうに思っておりますので、その食料をや
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はり町とすれば進めてきている町でありますので、そういったところをより自給率あた

りも伸ばしていくという考え方の中で進めていきたいというふうに思っております。

○議長（山本 芳昭君） ３番、櫃田洋一議員。

○議員（３番 櫃田 洋一君） 同じくＳＤＧｓを、未来都市を選定された智頭町ですね。

先ほど町長も言われましたけれど、合同会議開催されてます。それで、これは大変有効

で、なおかつ有効的な取組であると思います。この研修会の目的、成果はいかがでした

でしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 具体的な成果っていうところは実践的には聞いておりませんけ

ども、ただ、令和２年度から、そういったお互いに行き来しながらそれぞれの地形的な

ところとか特産的なことだとか、そういったところも含めて、あるいは職員個々の人材

育成ということも兼ね合わせながら進めさせていただいておるというふうに思っており

ますので、今年度に入ってもう４回ぐらいお互いに行き来しながらということで聞いて

おりますので、そういったところをまた具体的なところはこれから出てくるんではない

のかないのかなと思って期待をしてるとこでございます。

○議長（山本 芳昭君） ３番、櫃田洋一議員。

○議員（３番 櫃田 洋一君） 研修会をされたので、ぜひ町長、聞かれるか、あるいは

主催者あるいは責任者はぜひ報告をしてほしいと思います。それで、町全体で共有して

いただきたいと思います。

同じく、これは２０２０年の３月２０日の日本海新聞です。この中に、町外へのアピ

ールと同時に町内の人がＳＤＧｓを自分事として捉える機運をつくりたいというふうに

書かれています。どのようにして町外の方へ自分事としてもらうのか、具体的な例とか

方向とか、その辺あたりはいかがでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 先般の新聞だとか新聞広告あたりも含めてですが、ＰＲをさせ

ていただいてるのかなというふうには思ってますし、また、先ほども話をしましたけど、

Ｊ－クレジットの、町内の企業の皆さんも買っていただいてたり、あるいは町外の、特

に鳥取県西部あたりが中心となって現時点ではそういう動きになってますけども、Ｊ－

クレジットの契約の中で、そういったＳＤＧｓの理念だとか、それこそ脱炭素社会への

取組の一環だとか、そういったところの中での話が中心になって、今、しておりますの

で、特に民間の企業の皆さんはＳＤＧｓに対する考え方について今すごく高まりが生ま

れてきておりますので、そういった意味で企業が何をしたらいいか、その一助となるた

めには何ができるかっていうことの中の一つとしてＪ－クレジットのほうを位置づけら

れていただいてるというふうに思っておりますので、そういった意味ではＰＲはできて

るんではないのかなというふうには現時点では思ってますし、さらに拡大をしていきた

いというふうに思っております。
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○議長（山本 芳昭君） ３番、櫃田洋一議員。

○議員（３番 櫃田 洋一君） 一般の職員の方もふだんの生活や業務の中で意識して、

あるいは生活の一部として、自分のこととして捉えていくとこが大切であると思います

し、これに対しての普及、啓発はいかがでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 特別にこの項目についてこうだとかっていう話はしておりませ

んけれども、御承知のとおり総合計画の中にも位置づけしておりますので、基本的には

職員個々がそういう認識は持っていただいているというふうに思ってますし、また、で

は、じゃあ、どういう具体的な施策につなげるかって話はそれぞれでまたこれから生ま

れてくるものだろうっていうふうに思っておりますし、また期待もしていきたいという

ふうに思っております。

○議長（山本 芳昭君） ３番、櫃田洋一議員。

○議員（３番 櫃田 洋一君） 文部科学省が「持続可能な社会の創り手」という文言を

学習指導要領の改訂で前文に採用しました。小学校では２０２０年度から、中学校では

２０２１年度からＳＤＧｓを扱う教育が実施されていると聞いています。学校教育とし

てどのような取組をされていますでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 青戸教育長。

○教育長（青戸 晶彦君） 具体的なものでいいますと、例えば保育園が木を使ったもの

で林業アカデミーさんの御支のを得ながら林業体験をしたりだとか、あるいは下にも貼

ってありますが、ああいったものは保育園にも貼って、給食を大事に食べようやとか、

あるいは水を大事にしなきゃいけないなっていうふうな教育がふだんからやっておりま

す。あるいは小学校においても、先ほど言いました給食、あるいは残さずに食べようと

か、あるいは頻繁に生活で関するようなことを、これといって授業の中で扱うんではな

くて、生活の中で子供たちに指導していくっていうふうなことを、小学校あるいは中学

校でも行う。これからは来年度に向けて、ぜひ認定こども園から中学校卒業するまで、

これがうまくつながるような形でＳＤＧｓにも取り組んでいきたいというふうに考えて

います。以上です。

○議長（山本 芳昭君） ３番、櫃田洋一議員。

○議員（３番 櫃田 洋一君） 分かりやすい説明ありがとうございます。児童生徒、子

供たちの様子というか、その辺りはいかがでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 青戸教育長。

○教育長（青戸 晶彦君） 親のほうが頭を悩ませてる部分っていうのもあります。例え

ば水を流しっ放しにしてて、いけんよっていうふうなことを家庭内でも言ってくれてる

っていうふうな話も聞きますし、それから一つ、保育園では運動会のメダルを自分でこ

しらえて、木を輪切りにしたものを磨いて、そして自分でメダルを作って、そういった

こともやっています。ですから、大事にしなきゃいけないなとか、あるいは木はこうや
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って、どう言えばいいのかちょっとあれなんですけども、木でこういうふうなものをこ

しらえることによって、木も大事にしなきゃいけないなとか、あるいは自分で工作する

ことによって、物を大事にするとか、あるいは心の問題、そういったものにもいい影響

が出てるんではないかなというふうなことは思っています。

○議長（山本 芳昭君） ３番、櫃田洋一議員。

○議員（３番 櫃田 洋一君） 何か早い段階からの教育はすごいですね。何か三つ子の

魂そまでみたいな感じだと思います。

町ＳＤＧｓ推進委員会が立ち上げられて、会合された、研修会されたというふうにお

聞きしてます。何回、どのような会議、研修会を行われましたでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 全体を通した統括的な会議というのは現在やっておりませんで、

要はそれぞれの課の中の推進の中で動いていただいているっていうのが日南町としての

現状ということで報告をさせていただきたいというふうに思っておりますが、ただ、そ

のＳＤＧｓの広い意味での全体的な、どういいましょうか、情報っていうのはやっぱり

必要だろうっていうふうに思っていますので、個々がやっぱりそういった情報も取り入

れながら、あるいは考え方という話もあるというふうに思ってますので、現状的にはそ

ういう状況でございます。

○議長（山本 芳昭君） ３番、櫃田洋一議員。

○議員（３番 櫃田 洋一君） 各課は当然だと思うんですけども、やっぱり課を超えた、

どういうか、ネットワークとかいろいろな交流とかっていうのも当然必要なので、その

辺もやはりＳＤＧｓの名の下にちょっと開催されたほうがよいと思います。

昨年の９月定例会のときに、町長がおっしゃった推進していく機運をつくりながら実

践していき、ある程度固まれば次のステップとして申請も考えると述べられました。こ

れは卵が先か鶏が先かっていう議論もあるんですけども、自治体ＳＤＧｓモデル事業を

選定を目指して、やはり本当にＳＤＧｓではなくて実のあるものにして、やっぱり日常

の日々の業務というか生活や意識を高めていくこととしていくことが大切だと思うんで

すけども、いかがでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 御承知のとおり、そのように申し上げましたし、要はその次の

ステップの段階に行くって話になると、可能ではあるというふうには思っておりますが、

ただ、その資金っていいましょうか、 ０００万だったというふうに思っておりますが、

要は１年間ですフト事業というようなことも含めて、１年間限りっていうか繰越しもで

きないよっていうような財源の使途になっておりまして、要はいつでもできるのかなっ

ていうふうには思っていますけれども、要はすフト事業でありますので、それこそ大き

な数字ではありますので、やり方っていうこともやっぱり検討する余地があるかなとい

うふうに思っておりますので、どういいましょうか、もうをし町としてのやっぱり高ま
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りであるとか全国的な高まりであるとか、そういったところを、どういいましょうか、

考えながら進めていきたいなというふうには思っております。

○議長（山本 芳昭君） ３番、櫃田洋一議員。

○議員（３番 櫃田 洋一君） 担い手の生産基盤等の支のということですけども、補助

金等の支のも当然必要です。ただ、その前に、担い手自体がらをしていたり、いないと

いう問題もあります。そして、新規就農者制度ということですけども、制度はあります

が、人材不足を満たすには十分でない。どのように解決されるのか具体的にちょっとお

聞きしたいんですが。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 基本的には、現状点ではやっぱり研修生制度あたりを中心にし

ながら農業の担い手に資するべきかなというふうに思っておりまして、先ほど申しまし

たように、昨年農大のほうから３人の、どういいましょう、３人の研修生を採用させて

いただいている足跡がありますので、そういったところをこれからもＰＲしていきたい

というふうに思って、そういうことをしながら研修生の採用に努めていきたいというふ

うに思ってますし、また、どういいましょうか、なかなかコロナ関係の中で身動きがで

きなかったいうこともあるですけども、先月東京のほうに行く機会がありましたので、

そういった団体のほうに改めてお話をさせていただきましたので、そういった取組をこ

れからも続けていきたいなというふうには思っております。

○議長（山本 芳昭君） ３番、櫃田洋一議員。

○議員（３番 櫃田 洋一君） 地区の主要な担い手や組織が経営できる状況をやっぱり

確立していくことが非常に大事だと思います。主に農業されてる方っていうのは兼業、

専業ありますけれども、大体６０代から７０代がすごく多い。会社を引退された方、定

年退職になられて、それから７０代ぐらいまでが非常に多いですね。もうをしやっぱり

低年齢層化できる取組もやっぱり必要だと思います。なので、経営できる状況っていう

のが本当に大切なので、これを何とか、町長、思いがあればちょっと語っていただきた

いんですけども、ちょっと言葉が。その思いをちょっとお聞きしたいんですが。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 御承知のとおり、日南町という町はやっぱり第一次産業ってい

うところが生産基盤で育ってきた町でもありますし、将来的にも含めてですが、やっぱ

り資源を活用するっていうことになれば、同じような形態だろうっていうふうに思って

ますし、また今、以前も申し上げましたけど、日南町の食料の自給率は２９０％といっ

ておりますし、全国でいけば３６だ７だとかそういった傾向にありますし、当然就労人

口も全人口の４％が第一次産業と言われて、どんどんどんどんをなくなっているという

国内の状況があります。ですから、そういった意味も含めると、国内の人口がらってき

たり、米の消費量がをなくなってきてるっていう現状はもちろんありますけれども、基

本的にはやっぱり食料っていうのはどの時代になっても大切なものだというふうに思っ
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ております。そういった観点の中で、やはり、どういいましょうか、農業の位置づけを

改めて見直しながらＰＲをしていく必要性があるのかなというふうには思っておりまし

て、どういいましょうか、現場の、現場というか課の職員あたりと話しするにしても、

これからの農業の在り方について、やっぱり根本的に構造的なところも含めて見直して

いく機会の取組をさらに始めていかないといけないのかなというふうに思っております。

そういったところがまだ具体的に申し上げる時期ではないというふうに思っております

が、そういう発想も根底には持っているっていうことだけはお伝えをしておきたいと思

います。

○議長（山本 芳昭君） ３番、櫃田洋一議員。

○議員（３番 櫃田 洋一君） 分かりました。ただ、やっぱり小さな経営体が維持して

いくのは非常に難しいので、町独自の補助金であるとか施策であるとか、やはり日南町

の農業を守り、豊かな生活が送れるような、そういった町、そういった日南町にしてい

ただきたいのですが、思いはいかがでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 御承知のとおり、町内は割と兼業農家の皆さんももちろんあり

ますし、どちらかいうと専業っていうか、法人化なり今は集落営農も含めてですが、そ

ういった体系の皆さんが組織化されたり、あるいは認定農業者の方も結構おられるとい

うふうに私は思っております。ただ、やはり御承知のとおり、おっしゃられましたよう

に、平均年齢もやっぱり６７歳と言われておりますので、若い人たちの参入っていうの

がこれからの大きな課題だろうというふうには同じような考え方を持っておりますので、

そういった意味で、若い人たちができるようなということと、基本的には稼げるってい

うのがやっぱり基軸な捉え方をしていかないといけないっていうふうには思っておりま

すし、ただ一方では、いろんな意味で全国的な話も、半農半Ｘだとか、そういった取組

の考え方、いわゆる働き方もありますので、そういったところも加味しながら魅力のあ

る日南町の農業っていうものを考えていきたいというふうに思っております。

○議長（山本 芳昭君） ３番、櫃田洋一議員。

○議員（３番 櫃田 洋一君） おしごとバンクなどの短時間労働の活用も検討するとい

うふうにお聞きしてますが、農地の人材銀行のようなものもやはりつくっていく必要が

あると思うんですけども、その辺りはいかがでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 最後にその話を答弁させていただきましたけど、現在、検討、

進行中というところでありまして、いわゆる働き手と、それから事業所のお願い方と両

方必要でありますので、そういった意味での交流会も今月に計画させてもらっておりま

すので、そういったところを地域の皆さんが声を出しながらまとめていく形ををしでも

できたら進めていきたいなというふうな思いがありますし、また、今日の新聞にも他町

ですけれども、そういった同じような内容を計画されたり、ほかの団体もありますけど
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も、そういったところもありますので、そういったところも含めて勉強しながら進めて

いきたいというふうに思っております。

○議長（山本 芳昭君） ３番、櫃田洋一議員。

○議員（３番 櫃田 洋一君） 町として、農業意欲の向上や所得の向上を目指して、先

進事例の紹介や取組を率先してちょっとやってほしいという声がありますけども、この

ことについて取り組まれるお考えはありますでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 基本的には、今現在、スマート農業あたりの機械導入あたりも

率先してさせていただいたり、あるいは圃場整備の再整備っていうところの中で進めさ

せていただいている経過がありますので、基本的にはやっぱり、どういいましょうか、

最終的にはもうかる農業っていうところかなと私自身は思っておりまして、もうかるか

どうかっていうところもありますけど、やっぱり所得を上げていくっていうことは基軸

な考え方だろうというふうに思っておりますので、ただ、そのための工程でいろんなこ

とが考えられるというふうに思っておりますので、そういったところはやはり地域の皆

さんとも意見交換しながら政策につなげていければなっていうふうに思っております。

○議長（山本 芳昭君） ３番、櫃田洋一議員。

○議員（３番 櫃田 洋一君） 農林課の職員の方も一生懸命仕事をしておられます。た

だ、農業をされてる方はをないように思います。経験がないところは農家さんに聞かれ

たり、それから勉強されたり、努力もされております。それはそれなんですが、ただ、

やっぱり専門職の方がおられたほうがよいっていう声もちょっと聞くんですね。それで、

一方的にこの方にお願いしますって言うと、いろんな意見もあるので、そうではなくて、

町内の方のほうが日南町の気候や風土、いろいろ分かってるので、町内の方のほうがい

いんですけども、町内に限らず、やっぱりオーディションのようなものをされて、やっ

ぱり志がある方が志願してなっていただくと。そういった補佐的な方をやっぱり配置さ

れるのはいかがでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 極端な言い方をしますと、職員で農業やっておられる方って何

人おられるかっていうと本当にをないっていうふうに思っています。ただ、とは言いな

がら、行政ですので、行政分野の仕事をするって話になるので、おっしゃられましたよ

うに、経験がないし農地もないって話の職員が、私は担当になってもいいっていうふう

に思っています。ただし、やっぱり現場に行くっていうことを、現場を知るっていうこ

とは当然のことだろうっていうふうに思ってますので、現場に行って声を聞くなり見る

なりっていうところの必要性は当然必要だろうっていうふうに思っております。ただそ

の中で、やはり今後の農業の在り方の中に何が大切かっていうところが大事であって、

例えば研修機関であれば専門的なところの認知あたりは当然必要だろうっていうふうに

思っておりますけれども、ですから、要は、どういうか、固定観念でなくていろんな捉
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え方の中で、それと、要は行政もそうですし、関係機関もそうですし、農家の皆さんも

そうだけど、一緒の考え方の中で進んでいくっていうことのほうが大事だろうというふ

うに思っています。

○議長（山本 芳昭君） ３番、櫃田洋一議員。

○議員（３番 櫃田 洋一君） なるほど。をし分かったような気がします。

昨年の自走式の草刈り機の補助金、そして今年度のスマート農業社会実装促進事業の

追加等、これ非常に何かありがたく思います。スマート農業についてもをしずつ向き始

めていますけども、やはり高額であったり、利用できるところ利用できないところ、そ

れぞれ機種によっていろいろあります。町のハンマーモアは大変ニーズも高くて稼働率

が高いと思います。さらにラジコン草刈り機の導入もできれば検討いただければ、さら

に幅広く町内の農家さん利用できるのではないかと思いますが、いかがでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 基本的には進めていきたいっていうふうに思っておりますが、

現時点では、町内全体ですけれども、把握できておるところは自走式の草刈りが６０台

入っていますし、またリモコンの草刈り機のほうも４台入ってます。またドローンのほ

うも６台入っておりますので、そういった状況が現下でありますので、さらなる推進を

していきたいというふうに思ってますし、また田植機だとかトラクターだとか、スマー

トの農業機械もそれぐらい入っておりますので、要は生産効率を上げるがために労働の

省力化という話だろうというふうに思っていますので、希望がある団体につきましては、

ぜひとも申し出ていただきたいと思いますし、行政としても支のしていきたいというふ

うに思っております。

○議長（山本 芳昭君） ３番、櫃田洋一議員。

○議員（３番 櫃田 洋一君） どんどん加速していただきたいという思いです。国の補

助金のワイヤメッシュなども有効活用され、各地に設置されています。農地を守る上で

大変役立っていますので、ありがとうございます。

農地を守る上でもう一つ問題点があって、竹の伐採というか伐竹というか、切ること、

切る作業ですね。これもあります。先日、日野郡鳥獣被害対策協議会の方にちょっと教

えていただいたんですが、竹を切るというか倒すというか伐採するハンマーモアのよう

なものも自走式のものがあるというふうにお聞きしたので、ぜひこれは日南町でちょっ

と導入していただきたいと思うんですけども、いかがでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） ちょっと確認ですが、竹をする機械は差し込んでチップにする

っていうパターンとは違うんですか。切り倒すだけ……。

○議長（山本 芳昭君） ３番、櫃田洋一議員。

○議員（３番 櫃田 洋一君） 先日、今年度というか、来年度を今年度に前倒ししたワ

イヤメッシュの現地立会をちょっとさせていただいたんですけども、そのときに日野郡
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鳥獣対策協議会ですか、チーフ以下何名か女性もいらっしゃいました。五、六人の、農

林課の職員もおられました。そのときに、そういうのがあるからちょっと検討してみた

らというふうに言われたので、そのときにちょっとそれ詳しく教えてくださいというふ

うにちょっと伝えたんですが、その後、資料が来てないんですけども、農林課の方は鳥

獣対策協議会とネットワークというか日々話をされると思いますので、ぜひ検討してい

ただきたいと思います。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 内容を確認させていただきながら有効性についても含めて検討

していきたいというふうに思っております。

○議長（山本 芳昭君） ３番、櫃田洋一議員。

○議員（３番 櫃田 洋一君） まず、新設される一般社団法人について、考え方をちょ

っと整理したいんですけども、観光協会を企画課から独立させて観光に特化し、専属的

に業務を行い、交流人口の頭加や観光を盛り上げると理解しております。この観光分野

についてはこの後の同僚議員に委ねますけども、想定業務や今後拡充していく業務を見

ますと、企画課の業務がほとんどあります。今度はまたここで外に出したものをまた中

に入れて業務を集中させるという、この辺りををしちょっと説明いただきたいんですけ

ども。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 御案内のように、今、観光協会のほうが一般社団法人という形

の組織体制に変えながらということで、事務所のほうも車庫のほうから正面の駅のほう

に移動させてもらいました。現在、今進めておりますのが空き家だとか移住定住だとか、

そういったところの業務を、どういいましょうか、法人化しながら新たな形の中で業務

をしていきたいというお話をさせていただいているというふうに思っておりますので、

それを今これから具体化の中で進めていきたいというふうに思ってますが、今、ちょっ

と確認の意味も含めてですが、櫃田議員のほうが、中に入れてっていう話をコメントさ

れておりましたが、その辺の意図がちょっとよく分からないんですが、基本的にはそう

いう方向の中で春に向けての設立に向けて準備をしていきたいというふうに思っており

ます。

○議長（山本 芳昭君） ３番、櫃田洋一議員。

○議員（３番 櫃田 洋一君） 舌足らずで申し訳ございません。中に入れてというのは、

その法人の中に企画課のいろいろな事業を取り込んで、その新しい法人がするというよ

うな捉え方をちょっとしたんですけども、先日の９月１６日の総務教育常任委員会の資

料の中に、今後拡充していく業務、かなりやっぱり企画課の業務があるんですね。私は

そのことをちょっと言いたかったんです。その中に、メリット３の株式会社と比べ費用

負担がをない、比べる必要はまずないと思うんですね。それからデメリット３のところ

に、利益の分配はできない、別に利益を分配する必要はないというか、新しい法人でな
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くてもいいんじゃないかということなんですけども、この辺りはいかがでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 一般社団法人という形態でも基本的には経済行為が全てという

わけじゃないんですけれども、できる形にはなっておりますが、ただ、当面基軸になっ

ているのが移住定住だとか空き家対策というところを実効的なところで進めていくには

こういった行政の担当者が直接するっていうことではなくて、ある程度やっぱり限界が

ありますので、そういった民間形式の法人を設立しながらしていきたいというふうのが

主たるメリットでありまして、それぞれ法人格としての、例えば株式会社に対してとの

対比みたいなイメージでいくとそういうこともあり得るっていう話だろうというふうに

思っていますが、基本的には、どういいましょうか、通常の株式会社だとか有限会社と

いう形ではなくて、一般社団法人という形の組織の体力を持ちながら進めていきたいと

いうのが主眼でありますので、御理解をいただければと思います。

○議長（山本 芳昭君） ３番、櫃田洋一議員。

○議員（３番 櫃田 洋一君） 新法人を立ち上げるに当たって、年間何人の人の転入、

あるいは１０年間で何人の人の転入を見込んでおられますか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） その辺についてのまた具体的なところは、例えば総合戦略の考

え方だとか、そういったところが基軸になるのかなというふうには思っておりますので、

ただ、こういった法人をしながら、やはりそれを伸ばしていくっていう考え方が主眼に

していきたいというふうに思っております。

○議長（山本 芳昭君） ３番、櫃田洋一議員。

○議員（３番 櫃田 洋一君） やりながら伸ばしていくというよりも、立ち上げるんで

あればやはりそこはしっかりと積算をして取り組む必要があると思うんです。例えば１

０年間の税収で新しく今ある家を改装してもいいし、新しく家を建てて日南町に来てく

ださいっていったときに、１０年間の税収でペイできれば、それはそれでいけるという

ことですね。だから、このときにしっかりとまず積算はされてますでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 實延企画課長。

○企画課長（實延 太郎君） 失礼します。議員のおっしゃる積算というところは、恐ら

く積み上げて、いわゆるシミュレーションを持って先を見据えた戦略を立てようと、立

てているのかという趣旨かと思いますが、結論から申し上げますと、日南町総合戦略で

具体的に空き家の確保、活用できる確保は５年間で１８件目成としますというようなＫ

ＰＩを立てておりますし、社会頭らのプラス推移につきましては１０人、これをどう捉

えるか、これの目成達成のいかんはどうなのかというのはまた別に分析等は行いたいと

思いますが、議員御指摘の内容は理解いたしますので、そういった事務で積み上げて、

もうをし地に足のついた形で実現可能となるような動きというのは事務の体制の中でも

検討してまいりたいというふうに思います。以上でございます。
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○議長（山本 芳昭君） ３番、櫃田洋一議員。

○議員（３番 櫃田 洋一君） 移住定住のターゲットをどこにされているのか、年齢的

なもの、そのほかいろいろ多分あると思うんですけども、ポイントはやはり仕事、それ

から教育、住居、ここがやっぱり移住される方はすごくネックだと思います。リタイア

は定年後の第２の人生というんですか、それで移住してこられる方はどうぞ、やっぱり

日南町、すごく自然豊かだしという部分でいいと思うんですけども、本当に若いという

か、若いっていう表現はちょっと適切でないと思いますのでちょっと控えますけれども、

どういう方をターゲットにされるのか、あるいは日南町の魅力を、話をされるときに、

私たち自体が日南町の魅力を熱く語れるかどうかっていうのも当然あります。私は日南

町はすごく好きだし、いいと思うんですけど、それをやっぱり担当者の方の熱意もやっ

ぱり当然必要だし、それがほとんどのときもあったりすると聞いてます、移住された方

の中には。それから、その２つぐらいなんですけども、ターゲットはどういうふうに捉

えられていますでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 基本的には若い人向けっていうのがターゲットの目成になるっ

ていうふうに思っておりますが、ただ、どういいましょうか、関連的にっていうか、変

な話じゃないですが、林業アカデミーでも極端に言えば６０代の方が受講されるってい

う経過もありますので、そういった意味で、年齢っていうよりも日南町を好きになって

もらうっていうか、そういったところは基軸になるのかなというふうに思っています。

その結果として若い人が来ていただくとかという話には当然なるっていうふうに思って

おります。おっしゃられましたように、例えば教育だとかそういったところも基軸だと

かっておっしゃられましたけど、そのとおりだというふうに私も思っております。

○議長（山本 芳昭君） ３番、櫃田洋一議員。

○議員（３番 櫃田 洋一君） 日南町いきいき定住促進条例ですけども、これ一つ問題

があると思うんですね。転入したときに住民課で案内をして多分資料も出されて丁寧に

恐らく説明はされてると思います。ただ、３年後の申請なので、３年後には単身とかで

来られた方はほとんど忘れてます。Ｕターンで来られた人は親御さん等々から声をかけ

られて申請される方もあると思うんですけども、それで、私の知り合いも転入してこら

れて３年過ぎたあたりに申請しようと思ったら、期限が過ぎて無効ですよって言われて

申請できなかったんです。なので、３年後っていうのがなかなか思い出せない、もうを

し広く広報すればよかったのかもしれませんが、なので、私はこれ、すごくちょっと一

つ残念な例がありました。これについてはいかがでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 實延企画課長。

○企画課長（實延 太郎君） 御指摘のところにつきまして、私自身が、申し訳ございま

せん、把握をしておりませんでしたが、事務で十分改善できる範疇かと思います。その

辺りはこちらからも御案内差し上げるような仕組みに改善できるように確認も含めて取
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り組みたいと思います。以上でございます。

○議長（山本 芳昭君） ３番、櫃田洋一議員。

○議員（３番 櫃田 洋一君） 最後に、町長、住宅対策の思い、これからの意気込みを

ちょっとお聞きしたいんですけども。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 町内の現状っていうのは皆さん方と共有してるものというふう

に思っておりますが、いずれにしても、移住定住も含めて当然するっていう話になると、

住まいっていうのは当然欠かせない条件の一つだろうというふうに思っておりますので、

そういった意味で、若い人たち、今、多様な考え方っていうのがあります。ですから、

町内としても限定っていうことではなくて、多様な形の、どういいますか、住まいづく

りが、住まい環境をつくればいいなというふうに思っておりますので、そういった方向

の中で検討は前へ進めていきたいというふうに思っております。

○議長（山本 芳昭君） ３番、櫃田洋一議員。

○議員（３番 櫃田 洋一君） ＳＤＧｓを、このキーワードを基に、私たちの住む日南

町がより暮らしやすく、そして活気のある町になってほしいと思います。以上で私の一

般質問を終わります。ありがとうございます。

○議長（山本 芳昭君） 櫃田洋一議員の一般質問を終わります。

○議長（山本 芳昭君） ここで暫時休憩といたします。再開を午後１時からといたしま

す。

午後０時０６分休憩

午後１時００分再開

○議長（山本 芳昭君） 休憩前に引き続き、一般質問を行います。

タブレット４ページから５ページ。

５番、近藤仁志議員。

○議員（５番 近藤 仁志君） 令和３年のカレンダーも最後の１枚となり、朝晩の冷え

込みも厳しさを頭し、１年の短さをつくづく感じておりますが、いろんな出来事があっ

た中、今年もコロナに振り回された１年と言えるんではないかと思います。正月、ゴー

ルデンウイーク、お盆と、日南町の人口が膨れ上がり、町に活気が戻る時期に感染者が

急頭し、近しい親族にも帰省を思いとどまるよう苦渋の決断をされた方も多くおられた

ことだと思います。そんな中でのコロナワクチン接種も、福祉保健課を中心に役場総動

員体制で対応され、町民の理解と相まって、２回接種者率が９⒈２％と高水準に達して

いたと報告があり、大変喜ばしいことであると感じております。新たな変異株の発生も

懸念されるところではありますが、来年こそはコロナ前の日常に近づくことを願って、

今年最後の一般質問を行います。
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まず最初に、下谷中鉄山測量調査委託事業についてであります。当初予算に調査に向

けた予算が組まれておりました。その下谷中たたら場跡の調査結果と今後の取組につい

て伺います。

続いて、１９７０年、条件不利地域を財政支のし、１０年間で過疎地を解消するとの

目成の下、過疎法が時限立法で制定されました。その後、名称を変えながらも半世紀を

経て、今年３月に新法が成立し、本町も日南町過疎地域持続的発展計画を策定され、日

南町総合計画と併せて、将来設計を描かれておられます。その中で分析は的確にされて

いると感じましたが、その対策の方向性について伺いたいと思います。

まず、人口らをにより各種交付金が大幅にらをし、持続可能な財政運営が厳しい状況

であると認識され、既存事業の見直し、無駄のない行財政運営、町民ニーズの把握など

目成が示されております。事業仕分に取り組む職員体制、また姿勢についてお伺いいた

します。町民のニーズを把握され、まちづくりに取り組む職員の意欲をどう高めていく

のかお伺いいたします。

続いて、令和元年に自発的な取組を可能にするために、観光協会を一般社団法人化さ

れました。期待も大きかったわけでありますが、現在、役場、町、まちづくり協議会の

補完的活動が主体であり、所期の目的を果たしているとは言い難いように感じます。そ

んな中、新たに別の一般社団法人設立に向け準備をされておられます。若干整合性に疑

問を感じるところではありますが、新法人の必要性をはじめ、設立の意図をお伺いいた

します。

続いて、日南病院の基幹的部分は建設から４８年経過し、多額の修繕費も限界の域に

近づいていると、今までよりも踏み込んだ認識を示されておられます。施設全体の構想

を練る必要性をうたっておられますが、具体的計画としていつの段階から準備を始めら

れるのか、考えをお伺いいたします。

最後に、菅沢公園の改修計画が計画されておりますが、ＰＴＡ、保護者、また、かつ

て行われました町民アンケートでも、中心地域での公園整備を望まれる声が多く聞かれ

ます。子育て環境の確保として、保育園の総合遊具の整備と絡めた公園整備はできない

のかお伺いします。

以上、よろしくお願いいたします。

○議長（山本 芳昭君） 執行部の答弁を求めます。

中村町長。

○町長（中村 英明君） 近藤仁志議員の御質問にお答えします。

最初の下谷中鉄山測量調査委託事業につきましての御質問につきましては、この後教

育長のほうから答弁をいたします。

私からは２つ目の日南町過疎地域持続的発展計画につきましての、まず最初の事業仕

分に取り組む職員体制、また職員の意欲の醸成についての御質問ですが、既に御承知の

とおり、日南町過疎地域持続的発展計画は、今年度から令和７年度までの５年間、本町
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が取り組む具体的な施策として推進していく計画であります。その計画実施に当たって

は、議員御指摘のように、持続可能な財政運営を行うためには既存事業の見直しや無駄

のない行財政運営が重要であります。その状況において、職員の体制でありますが、社

会情勢とともに業務も多種多様化している現在、さきの財政状況を見据えながら、取捨

選択した事業展開を職員には念頭に置きながら重点事業の優先実施に努めるとともに、

全体では日南町行財政改革実施計画に定めた内容の遂行を行うよう指示しております。

計画項目の中で、特に今年度は補助金の適正化に取り組んでおり、自立改革推進本部が

中心となってガイドラインの策定をはじめ、来年度の予算編成において、改めて全ての

補助金、交付金の点検を行うことを予定をしております。事業の見直しには様々な意見

がある中で、調整を図るなど限られた人材と時間の中で進めていくには、職員個々が高

い意識を持ち、組織を挙げて展開をしていかなければなりません。したがって、事業仕

分には全職員体制で取り組んでいくものと整理しております。

また、まちづくりに取り組む職員の意欲についてでありますが、職員は日頃から職務

に専念することによって、結果、全てまちづくりの取組につながっております。人間の

行動全てに言えることと思いますが、意欲があってこそ行動につながります。意欲の高

まりは事をなす上での理念や目成が大切であり、より明確であることが重要だと考えて

おります。今取り組んでいることが町民の皆さんにとっていかに有益であるか、どうす

ればもっとよくなるかなど、職員は日頃から意識する必要があります。私からは毎月の

朝礼で訓示を行っておりますけれども、それだけでは十分とは言えません。日頃から組

織を挙げて取り組むことが重要であり、それぞれの目成に向けて、職員がより一層高い

意欲を持って取り組んでいけるよう今後も努めていきたいというふうに思っております。

次に、新たな法人設立についてでございますが、御承知のとおり新法人の設立は、今

課題となっている移住定住対策、あるいは空き家の管理及び有効活用など、日南町に住

むきっかけから住居拠点までを基本に、体制の構築とともに移住後のフォローなど、こ

れまで充実とは言えなかったところも含め、積極的に支のすることを目的として、現在、

準備を進めているところでございます。

議員の御指摘もありましたように、観光協会の活動ですが、事業の中心は、交流人口

の拡大を目指して町のあらゆる資源を活用し、魅力化させる取組を進めており、効果に

表れるまでには時間もかかると思っておりますが、今後も地道に活動を継続していきた

いと考えております。新法人と観光協会が担う役割はそれぞれ異なっておりますが、ま

ずはそれぞれの組織においてしっかり礎を築き、主目的を果たしていくことを考えてお

ります。ただ、今、観光協会も一般社団法人でありますし、また、新たな法人も、社会

福祉法人としての組織体制のことを考えておりますので、状況におきましては、１つの

組織の中で２つの事業等を推進するということも検討の視野に入れて取り組んでいきた

いというふうに思っております。

次に、日南病院の施設全体構想の具体的計画着手時期についての御質問につきまして
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は、この後、病院事業管理者のほうから答弁をいたします。

最後に、子育て環境に配慮した公園についての御質問です。まず、今年度計画してお

ります菅沢のちびっこ王国改修事業や、にちなん保育園、石見分園の遊具導入事業につ

きましては既に着手しておりますので、現在の計画を進めてまいります。その上で、利

用状況に応じて遊具を充実させるなどの検討を行いたいと考えております。

また、中心地域での公園整備を望む声は、ＰＴＡの保護者をはじめ、若い世代から上

がってると認識しております。一方で、どのエリアにどの規模でというような状況の内

容の公園、広場を設けることがよいのか、設備投資でありますとか、将来的な負担など

を考慮しながら、誰もが気軽に、そして持続的に利用できる広場としなければならない

と感じております。道の駅の周辺の大田原エリアを望む声がありますけれども、既存の

利用状況も鑑みながら検討を進めなければなりません。また、公園は、従来の交流、憩

いの場といった利用に加え、災害時の避難場所としての利用、観光資源としての利用な

ど、多様化してきております。第６次の日南町総合計画に定めた計画をはじめとしまし

て、各種計画に沿って検討してまいりたいというふうに思っております。その上で、公

共施設の総合管理計画でありますとか個別の施設計画で、時期や事業概要などを示して

いきたいというふうに考えております。

以上、近藤仁志議員の御質問に対する答弁とさせていただきますが、最初の下谷中鉄

山測量調査委託事業については教育長から、また、２番目の過疎計画の中の日南病院の

施設全体構想の具体的計画着手時期につきましては、その後、病院事業管理者のほうか

ら答弁をいたします。

○議長（山本 芳昭君） 青戸教育長。

○教育長（青戸 晶彦君） 近藤仁志議員の御質問にお答えいたします。

１、下谷中鉄山測量調査委託事業について、①たたら場跡の調査結果と今後の取組に

ついての御質問ですが、現在、下谷中山鉄山跡では、コンサル業者による平面測量調査

が行われており、年内には完了する予定です。この時期に調査が行われているのは、夏

場は枝や葉が多く、測量調査に支障が出るため、落葉した現在が測量に適しているため

です。そして、測量調査終了後には、測量データに基づいた平面図が完成することにな

っております。完成した平面図により、下谷中山鉄山跡のたたら製鉄の関連遺構の全体

像を把握することが可能となり、町の文化財保護審議会で町の指定遺跡として審議する

ための有益な材料になると考えております。今後、町の文化財指定に向けて、町の文化

財保護審議会で審議をしていただくとともに、地権者や地上権者の方々への説明を並行

して行い、理解を求め、承諾をいただいた上で、町指定の史跡として、文化財指定へ向

けたいと考えております。また、さらに県指定、国指定の文化財へと、上級機関からの

指定を受けるためには、日野町の都合山たたら跡のように、実際に土を掘り起こして調

査をする学術目的の発掘調査の成果が必要とされていますので、その準備等も進めてま

いりたいと考えております。また、測量調査と並行して、文献史料によっても下谷中山
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鉄山の重要性や存在意義等を確認していく必要もあります。たたら製鉄を町の歴史をつ

くり上げた重要な産業として位置づけ、その歴史を継承し、後世に伝えていくためにも、

たたら製鉄を一つの大きな柱とし、町民に親しまれ、愛着を持ってもらう歴史資料にな

ると考えます。そして、指定文化財に指定された暁には、ふるさと教育や観光などと関

連し、活用方法もいろいろと可能になると期待しております。

以上、近藤仁志議員の御質問に対する答弁とさせていただきます。

○議長（山本 芳昭君） 中曽病院事業管理者。

○病院事業管理者（中曽 森政君） 近藤仁志議員の御質問にお答えします。

日南病院の施設全体構想の具体的計画着手時期についての御質問ですが、近年、空調

設備の修繕や雨水の漏水対策が必要なことが多くなり、いずれかの時期に病院の建て替

えを行わざるを得ませんが、病院の建て替えには、今後日南病院が担うべき役割を整理

していくことも含め、多くの事項について検討が必要となってまいります。現在のとこ

ろ、介護療養病床の制度的な廃止の時期が令和５年度末に迫っており、その対応として、

療養病棟の全ての病床を医療療養に転換するという方針の下で動いてることは既に議会

に報告しているところです。この病床転換のために、何か施設改修が必要となるかとい

えば、直接的には何も必要とはならないというふうに考えています。そういう中にあっ

て、今回、病院施設全体の構想について、いつの段階で準備を始めるかという御質問を

いただきました。現時点で全体構想のスケジュールをお示しすることはできませんが、

病院としての事務的な事前調査は順次進めてまいりたいと考えます。その上で、町長か

ら方針決定をいただきながら、町民の皆様、町議会に対しまして、今後の病院施設の在

り方についての御相談を申し上げたいというふうに考えております。

以上、近藤仁志議員の御質問に対する答弁とさせていただきます。

○議長（山本 芳昭君） 先ほど、町長の答弁のところで、新法人と観光協会の部分で、

一般社団法人と社会福祉法人と発言があったように思いますが、そのことは間違いあり

ませんか。

中村町長。

○町長（中村 英明君） 今、議長のほうからそのような説明がありました。私の発言の

間違いでありまして、社会福祉法人というのは間違いでありまして、一般社団法人が正

しい法人名称でありますので、訂正し、おわび申し上げます。

○議長（山本 芳昭君） 再質問がありますか。

５番、近藤仁志議員。

○議員（５番 近藤 仁志君） まず最初に、下谷中たたら場の遺跡調査の結果ですけど、

これがまだ十分結果として出ていないということで、自分、当初予定していた質問とは

違うわけですけど、その中で、要するに文化財指定になったら、地権者の方、要するに

地権者の了解を必ず取らにゃいけんというのが自分の考えでもありますし、いろんな発

掘していく上で、私有地の制限をかけられるわけです。そういったものを丁寧に地権者
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の方に説明して了解を取る。それから、それも後世、何年にもわたっても了解取らにゃ

いけんわけですが、その点の対策というか、説明の時期とか、そういうものはまだでき

てないわけですか。

○議長（山本 芳昭君） 村上教育次長。

○教育次長（村上 伴樹君） 失礼します。その辺り、地権者さんへの説明等につきまし

ては、もう既にさせていただいておりますので、また、さらに町の文化財指定、あるい

は県、国の指定に向けては、また丁寧な説明を今後させていただく予定にはしておりま

す。以上です。

○議長（山本 芳昭君） ５番、近藤仁志議員。

○議員（５番 近藤 仁志君） 今、既にそういった対応をやっておられるということで

すけど、その感触というのはどのように感じておられますか。

○議長（山本 芳昭君） 村上教育次長。

○教育次長（村上 伴樹君） 説明をするに当たって、地権者の方にも同意といいますか、

いい御意見等もいただいて、今、順調に話を進めている最中でございます。

○議長（山本 芳昭君） ５番、近藤仁志議員。

○議員（５番 近藤 仁志君） それと併せましてですけど、この発掘調査、現地調査を

するのと並行して、古文書の調査研究も並行して行うというような説明でありました。

大変重要なことだと思います。その古文書の調査をするに当たりまして、その収集業務

というのはされているのか、いないのか。それから、どこにどういった古文書が、ある

んではないかという目星というかな、を立てておられて、それに対する、またそれも所

有者もおられると思います。そういったことは、もう既に開始してもよいではないかと

思うわけですが、その辺の取組についてお伺いします。

○議長（山本 芳昭君） 村上教育次長。

○教育次長（村上 伴樹君） 失礼します。その辺りの歴史的資料を使って調べる作業に

おきましては、史料としましては、阿毘縁の木下家住宅を寄贈していただいたときに、

大量の古文書も頂いております。そちらのほうも非常に有効な史料となると考えており

ますので、そちらのほうも調べていきたいと考えておりますし、もう一つ、根雨の近藤

家の文書、その辺りもとてもいい史料というふうに考えておりますので、その辺りもし

っかり調査をして、価全づけをしていけたらというふうには考えております。

○議長（山本 芳昭君） ５番、近藤仁志議員。

○議員（５番 近藤 仁志君） 史料を収集したりするのに、今、日南町の職員でやられ

るのか、それとも誰か、専門的な古文書の読める人か、たたらに精通した方、そういっ

た方も巻き込んだ取組にされるのか。事前に町のほうで町の体制を組んでやられるのか、

そこに外部の方を招き入れて精査されるのか。その点、１点お伺いします。

○議長（山本 芳昭君） 村上教育次長。

○教育次長（村上 伴樹君） 現段階では、教育委員会の職員のみ、あるいは町の職員の
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みでなかなか十分進めていけるとはちょっと考えておりませんので、やはり専門的な知

識等を持っておられる方の協力は必要であるというふうに考えておりますので、例えば

日野町のたたら顕彰会さんとか、そういうところのお力を借りて進めていきたいという

ふうには考えております。

○議長（山本 芳昭君） ５番、近藤仁志議員。

○議員（５番 近藤 仁志君） それと、まだ町の文化財指定にも答申もされていないし、

決定もしていない状況でこういうこと聞くのも大変甚だ心苦しいわけですが、以前の一

般質問をしたときに、文化庁技官、県文化財課による現地視察をしてもらって、大変、

国、県の指定に十分全するという高い評価を得たという説明を受けております。町とし

ても、国、県の指定に向けた取組を進めていくという、今、先ほど報告がありましたが、

それに対する、どういったものを準備する必要があるのか。そういった点は、まだ今の

段階では考えておられないということですか。今まだ町の文化財指定にも申請もしてい

ない状況でこういうことを聞くのは大変心苦しいですが、今の取組、考え方をちょっと

若干お伺いします。

○議長（山本 芳昭君） 村上教育次長。

○教育次長（村上 伴樹君） 今後の動きになってくると思いますけれども、まずは議員

言われるとおり、町の指定文化財に向けて動いていきたいというふうに考えております。

その後、指定を受けまして、県、国に向けてということで、教育長の答弁にもありまし

たが、発掘調査をしていかなければなりませんので、来年度あたりは発掘調査の検討委

員会のようなものを立ち上げて、どのように調査をしていくかというようなことも協議

もしていきたいと考えております。それをもって、県あるいは国への指定というふうな

動きになりますので、来年度はその辺りの動きができればいいかなというふうには考え

ております。

○議長（山本 芳昭君） ５番、近藤仁志議員。

○議員（５番 近藤 仁志君） それと、もし今後、これが十分な価全を対外的に広く広

報することができたら、価全も上がり、観光事業であったり、ふるさと教育の活用に進

めていきたいという話でありました。そうするならば、今の調査段階あるいは発掘の事

業をするのに当たって、観光協会であったり、企画課であったり、そういった方も巻き

込んだ事業展開をする必要が自分はあると思うわけなんですね。またそれが、教育課の

ほうで認識したのをまた別に説明するというような形でなしに、一緒に発掘事業であっ

たり調査事業の結果報告を聞いたりする必要があると思うわけなんですが、その辺の考

えはおありでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 村上教育次長。

○教育次長（村上 伴樹君） 議員言われるとおり、やはり教育課だけでは十分ではない

というふうに考えておりますので、連携できる部分につきましては、企画課、観光協会

等々のお力も借りながら、その辺り、連携して進めてまいりたいというふうには考えて
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おります。

○議長（山本 芳昭君） ５番、近藤仁志議員。

○議員（５番 近藤 仁志君） 最後に、以前質問したときに、現地説明会の考えについ

て触れておられます。必要があれば現地説明会を開きたいというような答弁だったよう

に記憶しとるわけですが、今の段階で、現地説明会をするべきとお考えなのか、それと

もそういった必要がないということか。自分としたら、現地説明会をして、地域の方、

町民の方、また、関心のある方を巻き込んだ取組をやっていく上には、やっぱり現地説

明会というのは対外的にアピールする効果も十分ありますので、そういった考えを、ど

うかな、確信されておられるのか、いないのか。その辺をお伺いします。

○議長（山本 芳昭君） 青戸教育長。

○教育長（青戸 晶彦君） 議員言われるように非常に、価全づけるには、住民の方々に

アピールするっていうことっていうのはすごく大事だと思いますので、できるだけ早く

というわけにちょっとならないかもしれませんけれども、来年度のまだ草が生えない時

期に行って見て、説明をしていくっていうことっていうのは、したいなというふうには

考えております。

○議長（山本 芳昭君） ５番、近藤仁志議員。

○議員（５番 近藤 仁志君） 続いて、この過疎法ができて５０年たっております。そ

の間、当初、冒頭に申し述べましたが、過疎地の解消というのが目的であったけど、逆

に、昭和４５年、１９７０年には全市町村の２３％の割合、面積割は２７％だったそう

です、過疎地として認定されたのが。それが今、自治体は４８％、面積はもう６０％に

も上がっとるそうなんです。要するに、日本の国土の半分以上がもう過疎地と認定され

ているわけなんです。そういった中で、各自治体が競って、過疎解消のためにいろんな

方策を考えておられると思うわけなんです。その中で差別化を図って日南町がやってい

くには、やはり住民もですけど、何よりも先頭を走る町職員のレベルアップというかな、

意識改革というのがどうしても必要だと自分は思うわけなんです。その職員の方が今、

先ほど町長がおっしゃいましたが、事業、業務が多種多様にわたって、仕事していると

いうのでした。実際にそのように自分も考えます。でも、やはりそれに追われるでなし

に、職員の方の、１０年先の日南町がこのままではどうなるのか、どうあってほしいの

か、自分ならどうするのか、そういったおのおのの独創的な考えを準備する集団、そう

いった役場でないと、やはり他町村との差別化が図れないと思うわけ。そういった集団

をつくり上げることが、よそとの差別化を図って、日南町を十分アピールする原動力に

なると思うわけなんですが、その点の考え、どのように考えておられますか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） おっしゃるとおりだというふうに思っておりまして、今回の新

たな過疎計画も、今までは、過疎地域の脱却っていうところから、今回は、持続可能な

過疎地域をつくるという目成に大きく変わったというふうに認識しております。もう一
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つは、率が上がったっていうところは、一つは背景にはやっぱり合併があったというこ

ともあったりして、そういうことも大なり小なりは起因してる部分はあるのかなという

ふうには思っております。直接的なお話ではないですが、そういった中で、やはりそれ

ぞれにおかれた市町村の職員が、持続可能なまちづくりのためにどうあるべきかってい

う話は基本中の基本だろうというふうに思っておりまして、いろんなっていうか、年齢

層の違いのところの職員体制ではありますけれども、主眼的にはそういう方向の中で私

たちの仕事があるんだということの認識は、十分知っていただいてるっていうふうに思

っております。その中で今、今年からですけれども、西部の町村で、いわゆる地方創生

の人材育成研修というような体系づくりをさせていただいて、今進んでいるとこであり

ます。若手５人がそれぞれの町村から出て、それぞれの１つのテーマ、１ついうか、グ

ループ分けしますので、そういったテーマの中で研修をしていくっていう取組も始めて

おりますので、そういったところを重ねながら、やっぱり職員の資質の向上をさらに進

めていきたいなというふうに思っております。

○議長（山本 芳昭君） ５番、近藤仁志議員。

○議員（５番 近藤 仁志君） こういった研修も十分大切だし、効果はあろうとは思い

ます。その中で自分が一番懸念するのが、まちづくりの意識というのが、やはり地域に

溶け込む姿勢ではないかと思うわけなんです。こういった専門知識にたけた方のお話を

聞いたり、そういうことをされるのも結構ですが、何よりも自分が肌で感覚的に感じる

ことが大事ではないかと思うわけなんですよね。そういった意味において、住民にとっ

て職員から話をもらうというのは、やはり地域の話題性を盛り込んだものになっとるの

で大変住民も喜びますし、また、職員にとっても、住民の声をじかに聞く、肌で感じる、

そういった姿勢は、自分の考えをより鮮明化するために大いに役に立つし、自分の中の

意識を明確化することができるんではないかと思うわけ。自分が今一番、日南町の職員

でできない、事務に追われてできないのかと思いますが、もっと住民とのキャッチボー

ルというもの、広報で一方的に流すでなしに、相互関係を持ったキャッチボールができ

ていないんではないかと思うわけ。だから、日南町の問題を自分のこととしてまだ捉え

られていないんではないかと思うわけなんで。そういった取組を、こういった研修とは

別に、町民とのキャッチボールをする姿勢というかな、考え方を何かの形で取り入れて

みようという考えはおありですか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 職員が地元の皆さん方と、よりキャッチボールをすべきだとい

うお話だというふうに思っておりますが、もちろんそのことも必要だろうっていうふう

には思ってます。ただ、要は職員も、日南町の現状であるとか、課題であるとかという

ところは多分、認識が皆さん方と一緒だろうというふうに思っています。ただ、そのと

きに、キャッチボールする中で、改めて職員のほうも確認したりとか、あるいは将来に

向けての意識だとか住民の皆さんの意識だとか、そういったところは当然キャッチボー
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ルをして、より課題解決に向けた現状把握っていうのは必要だろうというふうに思って

います。ただ、そこも大切ですけど、その次の、じゃあ、どう解決していくかっていう

ところの考え方っていうのも、一応は重要だろうというふうに思っています。そういっ

た意味で、先ほど、今年から研修をしてますって話もしましたけれども、要はそこの中

で話しするだけではなくて、いろんな全国の事例、あるいは視察っていうところもやり

ながら、こういった研修を進めさせていただいて、まだ初めてですので、成果っていう

のは今後の話かなというふうには思っておりますけれども、ただ、やはり全国で言えば、

先進事例あたりのところはたくさんあるというふうに思ってますので、要は次の解決課

題のための、どういいましょうか、職員個々の資質だとか、そういう企画力だとか、そ

ういったところをこれからも、どういいましょうか、醸成していく必要性があるという

ふうに思っています。ですから、そういったところの前提が、やっぱり地元の現状把握、

あるいは住民の皆さんの意識だとか、そういう意欲だとか、そういったところも加味し

ながらしていく必要性があるというふうに思っておりますので、おっしゃられたように、

キャッチボールが必要かどうかっていうふうな話は、もちろん必要だろうというふうに

思っております。

○議長（山本 芳昭君） ５番、近藤仁志議員。

○議員（５番 近藤 仁志君） やはり町の職員も、地域に育ててもらうということは大

事な要素だと思うわけなんです。要するに、地域に溶け込んで、地域の話を聞く、それ

で、地域の感覚を持って、やはり町政の諸問題に対応していくということも大事だと思

いますし、あわせて、やはり地域に溶け込むことで、こういった高齢化が進んで、いろ

んな意味でまれな事柄や想定ない困り事など、耳にすることが多分、地域に溶け込んだ

らあろうと思います。そういったことを事前にキャッチしたり、それを自分が対策を練

る、想定を考えることによって、より職員の意識改革につながると自分は思うわけなん

で、どうしてもやっぱり地域にもっと出て、キャッチボールをすることを望むわけであ

ります。そういった取組をぜひやってほしいと思うわけです。

それと、町民の要望が多岐にわたって、多様化している。そんな中で仕分をやってい

く。いろんな今ある事業を、やはりなかなか切ることができない、やめることができな

い。要するにスクラップすることができない。新しい要望が出るので、また組み立てる、

したら、なかなかそれが、職員数はららない、仕事はたくさんなる、そうしたら１個１

個の事業が十分な結果を得られないという、なかなか、断定するわけではありませんけ

ど、そういった傾向にあるんではないかと思います。それが町民にも見えないというの

で、町民の不満も出るというような、悪循環もある意味あるんではないかと思います。

そういった意味で、スクラップする、要するに、仕分をする項目というのは、職員全体

で取り組むというよりも、リーダーが強いリーダーシップを持って、方針を示されて、

もう本当、要る事業、要らない事業、先般の同僚議員が質問しましたけど、要る会議、

要らない会議、合併する会議など、やっぱりそういった精査はリーダーが自信を持って、
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町長が自信を持って、責任を持って、こういった事業はこの事業とこの事業を合併する、

この事業は要らない、そういったことはやはり町長が指示を出されるべきと思いますが、

その点の考え、どうですか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 御指摘のとおりだというふうに思っておりますが、補助金一つ

とっても、そ十何個ありますし、どういいましょうか、類推するような交付金あたりも

たくさんあるんだろうというふうに思ってます。目的につきましては一緒の考え方だと

いうふうに思っておりますので、それを具体的に実現するっていうことは、本当にそれ

ぞれの補助金に対して、対象者が既に現存するっていう話の中での廃止でありますので、

本当に大変なことだろうというふうに思っておりますが、とはいいながら、やはり財源

にも限りがありますし、事業の推進にもやっぱりおっしゃられるように希薄さが生まれ

てくる可能性だってあるっていうふうに思っておりますが、その辺はやはり１つの目的

として統合できるところは統合するなりっていうところの感覚はまず必要だろうってい

うふうには思ってますし、をしは我慢してください、お願いしますっていうことも言わ

ざるを得ない内容も出てくるんだろうというふうに思っております。いずれにしまして

も、どういいましょうか、先ほど申し上げましたように行革あたりを中心にしながら、

その辺は、今年度の予算編成の過程の終わるまでには、１つの段階はつくっていきたい

というふうに思ってますし、また、最終的な判断は当然、私がする段階でありますので、

職員と一緒になってやっていきたいというふうに思っております。

○議長（山本 芳昭君） ５番、近藤仁志議員。

○議員（５番 近藤 仁志君） やっぱりこの項目というのは、かつて行革の委員会でも、

七十何項目でしたか、その見直しを時の町長か担当職員が出されて、それに対してそれ

を精査したという経緯もあるわけですが、そういったことをもう一度、かつてに戻った

政策というものを取り組んで、この厳しい財政情勢、はっきり言って厳しい財政情勢が

続くであろうという認識をされておられるわけですので、やはりそういった仕分の仕方

というのを、もう一度過去の例に倣ってやっていく必要があると思うわけなんですが、

その点の考えはどうでしょう。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 私よりも大先輩の方もおられますので、それはそれとして、い

ずれにしても、そういうことをやっていかないといけない時代に入ったということは事

実だろうというふうに思っていますので、そういった意味で、町民の皆さんの御理解っ

ていうのも当然、丁寧な説明をしながら、御理解をいただくっていう形になるというふ

うに思っていますので、しっかりとした理由なり、背景を踏まえた形で説明しながら、

結論づけをしていきたいというふうに思います。

○議長（山本 芳昭君） ５番、近藤仁志議員。

○議員（５番 近藤 仁志君） やはりスクラップ・アンド・ビルドというのは、限られ
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た町財政の中でどうしても、事業自体もですけど、会議などに対しても、本当、何かな、

コンパクトにまとめた町であってほしいと思うわけなんです。２つのを１つに合わせる

ことで十分機能が果たすなら、それで日南町の町民も困らないわけですし、より効率的

な運営ができるんではないかと思うわけなんです。やはり一人一人が経営意識を持って

ほしいというようなことを書いておられますので、そういった取組をどんどん進めてい

くべきだと考えております。

それから次に、新法人についてであります。新法人については、後日の委員会のほう

でいろいろ調査、検討する予定にしておりますので、若干町長の考えについてのみ質問

させていただきたいと思います。要するにここには答弁要旨として、１つの組織での事

業展開も視野に入れているという文言で自分のほうに返ってきたわけなんですが、そん

な考えでありながら、なぜ別の法人が必要なのか、２つ立てる必要があるのか。要する

に、できたばかりの法人が、観光協会ですね、まだ結果も出ていないのに、また別の法

人を立ち上げる、そんな必要があるのか、ないのか。それと、今ある法人の取扱業務を

頭やすことで、追加して人員体制を充実して、要するに観光協会と新法人の業務を合併

したものでスタートするほうが、要するに仮に、観光協会も十分な結果が出てないわけ

なんですが、そこに観光協会と３人の別の法人の職員を用意するよりも、１つの法人で

６人の体制にしたほうが、観光行政に対しても６人の力が発揮できるし、移住定住の事

業展開にも６人の知識が集約できるというような考えを自分は持つわけなんで、どうし

ても別の新たな一般社団法人の立ち上げというのが、意図が十分伝わってこないわけな

んですが、その点をお聞かせ願いたいと思います。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） もともとのスタートは、既に観光協会ができておるっていうと

ころがスタートでありまして、今回の、新しい法人っていう表現を最初からさせていた

だいてるっていうのは、目的はあくまでも、移住定住だとか空き家対策っていうところ

をより強固にするための目的の法人ということで説明をさせてきていただいたというふ

うに御理解いただきたいと思います。ただ、やっぱり一つ、どういいましょうか、町が

委託的なところの中の背景の一般社団法人、観光協会も一般社団法人でありますので、

そうした一般社団法人であるならば、組織としての１つの法人という形で目指していき

たいというふうに、要は、最初のときには両方、もともとありましたので、１つ。そこ

に新しいのをつくりますっていう説明の仕方で、今申し上げているのは、そこは組織的

には１つの形のほうがより効果的かなというふうに、組織的にはですよ、というふうに

思ったので、そういう方向で準備をさせていただきたいというふうに思います。ただ、

やる内容はそれぞれが違いますので、それぞれの事業で、事業体を１つの、どげいうか、

事業部門っていうようなイメージの中で、従来の観光協会と、それと新しく検討してお

ります移住定住部門についてのという振り分けをしていきたいというふうに思っており

ますので、どういいましょうか、ちょっと順番がへこさかになってるような感じにはな
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るのかもしれませんが、組織として１つの強固な形をつくりたいということと、着実に

事業推進ができるようにという組織の在り方を目指していきたいというふうに思ってお

ります。

○議長（山本 芳昭君） ５番、近藤仁志議員。

○議員（５番 近藤 仁志君） 最初に申しましたように、この件については委員会のほ

うでいろいろ調査、検討もしていきたいと思いますが、どうしても理解できないという

のが、今ある法人も、観光協会ですね、かつては空き家の紹介もしていた経緯があるは

ずなんですよね。移住定住の相談に来られた方を空き家に案内をしたりした業務もやっ

ておられた経緯もあるわけなんで、ある程度もう、この新たに立ち上げる、要するに町

長がおっしゃられる新たな目的を持った新しい法人というのには、かつてはもう観光協

会も携わった経緯もあるわけなんですよ。した場合は、やはり１つの事業を、より結果

を導くのに３人で出すのか、６人で出すのかという体制も十分必要になってくるわけな

んです。そういった面も考えて、今度委員会のほうでいろいろ委員全員で検討していき

たいと思います。またその点、もしいろいろ意見が出ましたら、町長のほうにはいろい

ろ考えを願いたいと思いますが、どうでしょう。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 今、思っておりますのが、現行の観光協会は現行の体制を基軸

としながら、とはいいながら、やはりどういいましょうか、いろんな交流人口を拡大し

ていくっていうのが一つの目的だとか、観光協会としてですよ。あるいは既存の町内の

それに関連する事業者の皆さんへの、どういいましょうか、事業拡大的なところに関連

するということも含めた役割だろうというふうに思っていますので、そういった意味で、

現体制も含めて、さらなる体制づくりをしていきたいというふうに思っています。そう

いった目的でありますので、従来は移住定住っていうところも同一した業務内容の中に

あったというふうには思っておりますけれども、それとは切り離した形の中で移住定住

っていうところも、当然これから重要なポジションだろうというふうに思っていますの

で、基本的には別々の事業体という形の中で推進しながら、ただ、当然連携協議ってい

うところは出てくるというふうには思っておりますが、基本的には別々なものをという

形の中でスタートしていくべきではないのかなというふうな思いで私自身は思っており

ますので、協議会のほうでも、また、委員会のほうでも議論していただければというふ

うに思っておりますが、私としての考え方は以上であります。

○議長（山本 芳昭君） ５番、近藤仁志議員。

○議員（５番 近藤 仁志君） それでは、ちょっと次の、病院のほうでありますね。こ

の過疎の持続発展計画の中に、毎年多額の修繕費を投じるのももはや限界の域に近づい

ておるという記述がされて、かつてない厳しい状態で危機感を表明しておられるように

自分は感じました。そういった中で、やはり過去に同僚議員も言っておりましたＭＲＩ

の導入を日南病院でして、より町民の方の検査体制を充実させる必要が、必要ではない
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かということをおっしゃられていました。その中の説明で、ＪＲは近くを走っているの

で、磁気を互いが発生する関係で、ＭＲＩの導入はちょっと不適格というかな、できな

いというような説明を受けたように記憶しております、間違いないと思いますが。いう

ことは、要するに今、日南病院というのが建設期から４８年経過して、かつての医療機

器と、今の医療機器が随分発展して、変革してきたわけで、今の医療機器に対応できな

いという、要するに不適地に建設、建っている医療機関ということになりはしないかと

思うわけなんですが、その点はどのようにお考えでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 中曽病院事業管理者。

○病院事業管理者（中曽 森政君） お答えします。医療機器の設置に関わって、その場

所がどうかという、現在地がどうかという御質問だと思いますが、ＭＲＩ、磁気を使う

検査装置については、ちょうどＪＲの伯備線の近くだということで、不適性があるとい

うことでございまして、そのほかの医療機器について一般的にそうかというと、そうい

うわけでもないんですが、ＭＲＩについてはそういう状況があるということでございま

す。

○議長（山本 芳昭君） ５番、近藤仁志議員。

○議員（５番 近藤 仁志君） ５０年たって、当初はそういうのはなかったのかもしれ

ないわけなんですが、これから先も持続可能な町を目指すなら、日南病院はやはり持続

可能な施設でないといけないわけなんで、そうした場合は、もう５０年先を見込んだ、

その要件を満たす必要があると思うわけなんですよね。した場合、ＩＣＴであったりＡ

Ｉ機器を用いた医療を展開したいということが書いてあるわけですが、それがどういっ

た形で発展するのか、開発が進むのか、そのことは予想だにできないわけなんで、やは

りそういった、ＪＲの近くで磁気が発生するというような環境は、やはり不適地ではな

いかと思うわけなんで、そういった面を踏まえた建て替え計画というかな、建て替えの

準備、一朝一夕にこれはできるもんではありませんし、長い年月をかけて積立てもせに

ゃいけん、多額な予算もかかると思います。それから住民の周知も必要であろうと思い

ますので、そういったものの判断だけは早くする必要があると思うわけなんですが、そ

の点、町長はどのようにお考えですか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） どういいましょうか、長く日南病院が頑張ってきて現在に至っ

ているっていうふうに認識しておりますし、私も職員時代、若い頃には、そのところで

現場での勤務をした経験もあります。そういった意味で、やはり人が、どういいましょ

うか、暮らす中で、医療という分野については重要な部分だというふうに私自身も思っ

ていますので、そういった意味で、長く現在の建物があって、頭改築をしてきたりして

きておる中でありますので、それと、答弁にもありましたように、ちょうどやっぱり医

療の中身の変革期でもありますので、そういった意味で、人口らをのことも踏まえなが

ら、あるべき姿っていうのは検討する時期に来たのかなというふうには思ってます。そ
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の中で、建物の位置的なところとかっていうところは当然、あるいは財政的なところも

そうだというふうに思っておりますので、そういったところの時期に到来してるってい

うときでの認識はありますし、また、医療は残さないといけないというふうな、内容的

には思っています。そういった意味で、先ほど報告にもありましたように、まずは事務

的なそういった背景も含めて、事務的なところをまずは進めるべきだというふうに思っ

ておりますので、そういったところと同等の中での今後の在り方というのは、表面化し

た形で、あるいはどういいましょうか、協議会的なところとか、そういったところも含

めて、検討の余地があるというふうに思っておりますし、また、そういった形の中で進

めていきたいというふうに思っております。

○議長（山本 芳昭君） ５番、近藤仁志議員。

○議員（５番 近藤 仁志君） この答弁要旨の中に、日南病院が担う役割及び機能を整

理する必要があると答弁をいただいております。

○議長（山本 芳昭君） 近藤議員、ちょっと待って。マイクがちょっと入ってないって

いうから。マイクの調子が悪いので、ちょっとお待ちください。

録音されてないかもしれません。ここで暫時休憩とします。２時１５分からの再開の

予定とします。

午後２時０２分休憩

午後２時１５分再開

○議長（山本 芳昭君） ２時過ぎ頃、会議システムの故障によりまして音声が中断し、

映像が途絶えました。復旧をいたしましたので、これより会議を再開いたします。

まず、近藤議員の質問からお願いをいたします。

５番、近藤仁志議員。

○議員（５番 近藤 仁志君） 停止前に質問して、継続性があるのかないのか分かりま

せんが、どちらにしましても、日南町の財政状態が、人口のらをとともに交付税等の資

金の手当がらってくるということで、財政状況も厳しくなるであろうという認識されて

おられます。そういった中において、この病院というのはやはりゴールのない施設、い

つまでも続いて、維持していかなければならない施設として、自分、考えておるわけで

すので、いかに厳しい財源状況にあっても、この病院をどのように維持していくのか、

これは物すごく基幹となる町の考え方であると思います。そういった面を、最後にこの

病院の関係では、町長のほうから声を聞かせていただきたいと思います。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 先ほど議員のおっしゃられたことにつきましては、私も同感だ

というふうに思ってますし、これから日南町の持続的なまちづくりをするためには、基

幹となる一つの要因だろうというふうに私自身も認識しております。そういった意味で、

改築あるいは制度の改正も含めてですが、そういう時期が到来してるっていうふうに思
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っておりますので、当初、冒頭に答弁させていただきましたように、事務的なところの

事前準備から進めさせていただきたいというふうに思っておりますので、そういった意

味で、議員の皆様、あるいは町民の皆様にも御相談をさせていただきながら、をしずつ

になるのかもしれませんが、準備をさせていただいたり、御相談をさせていただきたい

というふうに思っておりますので、その際には、引き続き御理解をいただくことをお願

いを申し上げたいというふうに思ってます。以上です。

○議長（山本 芳昭君） ５番、近藤仁志議員。

○議員（５番 近藤 仁志君） 最後に、公園整備に関してであります。菅沢ちびっこ公

園の改修が、当初計画よりもちょっと簡素化された中で計画実施されておられますし、

また、保育園の遊具、これは分園のほうですけど、そちらのほうも整備されたというこ

とです。ただ、最初に申し述べましたが、各自治体が同じような施策をする中において、

差別化を図りやすいというのはこの文教ゾーン、日南町は文教ゾーンとも言えるべき、

認定こども園であったり、小学校、中学校、それから児童クラブ、そういったものがコ

ンパクトにまとまってるという利点があると自分は思うわけなんです。やはりそういっ

た面を考えて、限られた財政で保育園の遊具を直す、それから小学校の中庭の遊具を直

すというようなことでなしに、それから、土曜日、日曜日、要するに、学校であったり

保育園が開いてないときはそこでは遊べないというような施設でなしに、開かれた施設

を、総合的な感覚を持って１か所に整備をすることによって、より充実した公園整備が

できるんではないかという考えを持っとるわけなんですが、そういった考えについては

どのようにお考えですか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 御指摘のように、住民さんの意見から、特に若い人の意見から

ということで私も理解をしております。以前、副町長時代にも福祉保健課担当のこども

ゆめ基金の会議がありまして、そういったところでもお話を聞いた経過があります。で

すからそういった意味で、これからの施策の一つとして、どういう公園の在り方がベス

トかっていう話と、場所のことも含めてですが、十分な認識でおりますので、そういっ

たところをこれからの計画に加えていきたいというふうに思っています。ちょっとまだ

時期的なところは現時点では申し上げることはできませんけれども、様々な計画の中に

位置づけていきたいというふうには思っております。

○議長（山本 芳昭君） ５番、近藤仁志議員。

○議員（５番 近藤 仁志君） ということは、今、小学校を見に行ったとき、要するに

委員会として話を聞いたり視察したときにも、中庭が狭いとかいうような話が学校関係

者のほうからあったわけであります。それから、保育園のほうもやっぱり遊具の充実と

いうのは望まれると思います。でも、そういったのを個々に整備するというのは実に無

駄なことだと思いますので、それからまた、町民アンケートでは、要するに休日に遊べ

る公園がないと、それは何ぼ保育園とか小学校の中の設備を充実させても、やはり休日
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には使えない状況だと自分は思うわけで、やはりその辺を最小限にして、一つにまとめ

た文教ゾーンの中において一つの、子供のため、親のため、若い世代の親のため、子育

て最中の世代のために公園整備は必要だと考えるわけであります。それと今、そういっ

た面で、地域との密接の教育ということで、コミュニティ・スクールであったり、学校

支のボランティアであったり、そういった地域との協働が図られております。そういっ

た意味において、そういった方との触れ合いも含めた公園設備というのはできるんでは

ないかと思います。ぜひこれは考えてほしいわけですが、最後にちょっとお伺いしたい

と思います。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 議員のおっしゃるとおりだというふうに思っておりますので、

どちらかいうと、本当に日南町って土地は広いんですけれども、そういったところが具

体的になかったということもありますので、どちらかいうと、本当に小さなお子さんと

親御さんが一緒の場所で、極端に言えば、ちょっとした見守りができる中で子供たちが

自由に遊べるみたいなイメージで個人的には思っておりまして、内容的にはまた整理を

させていただきながら、御相談をさせていただきたいというふうに思っておりますが、

いずれにしても、そういった声、望んでる若い人たちの声があるっていうことは重々承

知しておりますし、その実現に向けて頑張っていきたいと思います。

○議長（山本 芳昭君） ５番、近藤仁志議員。

○議員（５番 近藤 仁志君） やっぱりそういうことを、せっかくコミュニティ・スク

ールを取り組んでいかれるということです。やはり、地域で見守る子育ての町として、

この日南町をアピールする意味においても、こういった集約的な、よりみんなが喜ばれ

る縦割りの行政でないものも考えていく必要があると思います。

それとあわせまして、先ほどからずっと言っております、大変財政が厳しくなるであ

ろうということで、そういった意味において、仕分の必要性というのをつくづく感じて

おります。やはりその辺は、町民に対して十分な説明がついて回るものでありまして、

そこには、町民との信頼関係をふだんから築いていくという姿勢が大事だと思います。

そういった意味を込めて、最後に町長のお話を聞いて自分の質問を終わります。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） いずれにしましても、財政力指数は若干上がったにしても、そ

れは限られた範囲の内容だろうというふうに思ってます。そういった意味で、こういっ

た日南町の地域でありますので、交付税が主体的な財源のところではありますけれども、

過疎地域でありますけども、過疎からやはりどういいましょうか、元気を出して、どう

いいましょうか、わいわいがやがややってる町だなというようなイメージのところをつ

くっていきたいなというふうに思っております。

あとは、よく、今、民間の企業の皆さんとＪクレを通して、いろんな雑談も含めてお

話をさせていただく中でも、やはり日南町としての、今の動きに対しての雰囲気ってい
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うところの声を聞く機会も多くありますので、そういったところも参考にさせていただ

きながら、これからのまちづくりに努めていきたいと思いますし、また、その原点はや

はり住民の皆さんというふうに私自身も思っておりますので、そういった必要の中で、

今後の展開も進めていきたいというふうに思っております。よろしくお願いします。

○議長（山本 芳昭君） 近藤仁志議員の一般質問を終わります。

○議長（山本 芳昭君） タブレット６ページから７ページ。

２番、岩 昭男議員。

○議員（２番 岩 昭男君） 私は、今期１２月定例会の一般質問では、地域コミュニ

ティーの関係を中心に、大きく３点について伺います。

１つ目の質問は、地域コミュニティー活性化交付金について、２つ目の質問は、地域

コミュニティー組織の条例化について、そして３つ目の質問は、交通空白地域解消への

取組についてであります。

まずは１つ目の質問、地域コミュニティー活性化交付金について伺います。町長は、

昨年１１月に令和３年度をもって、納税組合制度を廃止し、納税組合経由で送付されて

いる納税通知書や納付書を、全て個人宛てに通知されると方針を出されました。そして、

同時に、住民税、固定資産税、国保税の徴収方法を、集合納税方式からそれぞれの税目

で徴収する単税方式に変更し、納付の期割りも、集合税の場合は６月から翌年３月まで

の１０期割りで納付していたものから単税方式に変更ということで、住民税は６月、８

月、１０月、そして翌年の１月の４期割り、固定資産税と国保税は、７月から翌年２月

までの８期割りへと変更となるようでございます。

そして、何よりも納税組合制度が廃止されれば、納税奨励金がなくなり、これまで集

落、いわゆる班の活動に充てられていた財源が見込めなくなることになります。町長は、

納税奨励金とは、趣旨は変わるものとなるが、令和４年度から新たに地域支の策として、

地域コミュニティー活性化交付金制度を創設するとのことであります。私は、納税組合

の廃止と、この新たな支の制度について、今年６月と９月の一般質問において、その趣

旨や仕組み、そして町民への説明方法などについて町長に問うたわけでございますが、

今期１２月定例会の議案では、早速に日南町税集合徴収等の特例に関する条例の廃止、

日南町納税奨励条例の廃止という２つの条例の廃止の議案が提出されております。これ

らの廃止を含め、新たに創設されます地域コミュニティー活性化交付金制度について、

次の３点について伺います。

１点目は、９月の一般質問において、地域コミュニティー活性化交付金制度の住民説

明会を早急に開催すべきと問いましたところ、町長は、１０月以降に自治協議会で制度

の素案を協議し、その後、自治会、班に向けての説明会を開催するとの答弁でございま

した。その後の地域コミュニティー活性化交付金制度説明会の開催実績について伺いま

す。２点目は、その説明会で出てきました主な住民の意見、これについて問います。３
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点目は、地域コミュニティー活性化交付金制度の設計に関しまして、出てきました住民

意見をどのように反映するのかということを伺います。

続いて、２つ目の質問は、地域コミュニティー組織の条例化についてであります。町

では、平成１８年に行政との協働、住民参画のまちづくりの推進を図るため、各地域に

まちづくり協議会を設置いたしました。設立されてから１５年が経過しましたが、当時

の広報にちなんを見ますと、設立までに８０回を超える話合いを重ね、まちづくり協議

会が誕生したとの記事が載っておりました。その当時、行財政改革が推し進められる中、

町民と行政が大変な努力をされ、日南町の将来を託すと言っても過言ではない、現在の

まちづくり協議会ができたものと想像いたします。

まちづくり協議会が設立されて以降、地域資源を生かした観光事業や各種イベント、

文化祭の開催、自主防災計画の策定、支え愛ネットワーク事業の実施、集落支の員の配

置など、地域住民に密着した組織として根づいてきております。さらに今年度からは、

新たなまち協５か年計画により、各まち協が自ら考え策定した事業を計画的に実施する

ということで、期待をしているところであります。私は、今年３月の定例会において、

まちづくり協議会が事業を実施するに当たり、町はその財源を担保する責務があり、ま

ちづくり協議会に関する条例を定めた上で、住民参画、まちづくり一括交付金を送付す

べきと提案しました。それに対し、町長は、当面は要綱等で対応していくという答弁で

ございました。令和４年度からは、地域コミュニティー活性化交付金制度を創設される

予定ですが、これを機に、まちづくり協議会はもとより、自治会、班、これについての

定義も条例で明確に定めるべきと考えますが、どうでしょうか。町長の見解を伺います。

３つ目、最後の質問は、交通空白地域解消への取組であります。町では、令和元年度

に、日南町公共交通総合計画が策定され、その中で、１つ目には、交通空白地域の解消

を目指す、２つ目には、利便性の向上を目指す、３つ目には、行政負担の改善を目指す

という３つの基本方針が示されております。今回は、その中で１つ目の交通空白地域の

解消を目指すという点について質問させていただきます。

町では、令和元年度から、２年間でトヨタ・モビリティ基金を活用し、中央大学及び

鳥取県と連携し、町営バスのアンケートの実施や、新たな交通体系の検討をされました。

２年目には、検討結果を踏まえ、福栄線の町営バスでのドア・ツー・ドアのデマンドバ

ス実証運行が実施されました。そして、今年３月には、実証運行に関する結果報告書が

出来上がり、その報告書の中では、町の交通統合化や運営体制づくりを議論する必要が

あること、そして、小・中学校の通学便の取扱いについても問題提起してあるところで

ございます。日南町公共交通総合計画の実施スケジュールでは、令和４年度中には交通

空白地域解消に向けて、ドア・ツー・ドア運行の実施が計画されています。まず１点目

として、この町営バスのドア・ツー・ドアの実施に向けて、その後の進捗状況について

伺います。

続いて、２点目ですが、運転免許証を有しない高齢者及び障がい者の日常生活の利便
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性向上と併せ、交通空白地域解消に向けての事業として位置づけられておりますお出か

けタクシー助成制度についてであります。この制度は、平成２９年度から始まり、今年

度で５年目となりますが、助成制度が始まった当初より、助成対象者に一律２万円のタ

クシーチケットを配付することに対し、議員から問題視されておりました。その問題点

とは、タクシーは日南病院やパセオなどに出かける場合に使われることが多く、中心地

域に住んでいる方と遠隔地に住んでいる方との利用回数に格差が生じ、公正な助成とな

っていないのではないかというような意見でございました。もちろん、実際、タクシー

チケットを利用されている方からも同様な意見があっております。このような経過から、

日南町公共交通総合計画では、令和２年度から、一律２万円の助成から回数での助成へ

見直すこととなっておりました。しかしながら、この見直しは現在も実施されておりま

せん。このお出かけタクシー助成制度の評価と、制度見直しについての検討状況につい

て伺います。

続いて、最後の質問となりますが、今年から日野町と江府町で、民間事業者に委託す

る形態での町営タクシーの運行が始まりました。日南町でも町営タクシーや、あるいは

無償運送方式による交通空白地域解消も一案と考えますがどうでしょうか、町長の見解

を問います。

以上で最初の質問を終わります。

○議長（山本 芳昭君） 執行部の答弁を求めます。

中村町長。

○町長（中村 英明君） 岩 昭男議員の御質問にお答えします。

まず、地域コミュニティー活性化交付金の中の自治会、班に向けての制度説明会の開

催実績で、そういう状況でございますが、１２月５日現在でございますが、３３自治会

中の３１自治会で開催を行っておりまして、残り２自治会ありますけども、現在、日程

の調整中でございます。

次に、説明会で出された住民意見という内容でございますが、主な御意見であります

が、活用しやすいものにしてほしい、あるいは事務は簡素化してほしいといった御意見、

また、交付金の使途が分かりにくい、明確にしてほしい、そして、中途で廃止しないよ

うにしてほしい、そういった制度内容のものに肯定的な御意見がありました。

一方で、世帯数がをないところは、継続が困難、あるいは試算額は活性化するような

金額ではない、また、活性化されるのであれば、もっと別の手段を考えるべきなど、制

度の在り方に対する御意見もありました。また、交付金の対象者の基準というところに

も、自治会の加入とすべきという御意見であったり、住民基本台帳の人口とすべきとい

う御意見、あるいは実態に合わせるべきとの御意見など、様々でございました。

次に、意見を制度設計にどのように反映するかという御質問でございますが、改めて、

地域コミュニティー活性化交付金の本旨は、を子高齢化がますます進み、このままでは

自治活動が成り立たなくなりかねない中であります。地域の諸課題の解決を図っていく
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自治会や班といった地域のコミュニティーが、元気で誰もが明るく健やかに暮らせる社

会へつないでいかなければなりません。本交付金をきっかけとして、改めて地域のつな

がりを強めていただきたいと考えております。一方で、限られた財源の中で、持続的な

制度とするには、いただいた御意見全てに答えることは困難であろうと思います。また、

御意見も異なるため、どこに基準を設けるかによりまして、方向性が変わってまいりま

す。引き続き、内部で検討を重ね、来年度の予算編成の中でお示ししていきたいという

ふうに思っております。町民の皆さんには、この趣旨に格別の御理解と御協力をお願い

をしたいというふうに思っております。

続きまして、２番目の地域コミュニティー組織の条例化ということで、まちづくりの

協議会、あるいは自治会、班についての定義を条例で明確にすべきではという御質問で

ございます。まず、全国の自治基本条例を制定している市町村は、現在 ７１８市町村

のうち、３９７市町村と把握しております。そのうち、鳥取県内では、５つの市町村と

なっております。条例の名称でありますとか内容は様々ではありますが、そのほとんど

がまちづくりの基本理念を掲げ、住民、議会、行政の役割を示しております。令和３年

３月の一般質問でも答弁しましたけども、私は、これからの時代は、自助、共助、公助

の役割をそれぞれに持ちながら、まちづくりに生かしていくことが重要であり、各まち

づくり、村づくり協議会をはじめ、自治会あるいは班といったコミュニティーの役割は

一層多様化してくるものと思っております。昭和５０年の住民憲章制定以降、様々な形

で自治活動を行ってまいりました。近年、自治会の活動、あるいは班の活動を維持、継

続していくため、その構成を見直された地域もあります。当面は、現状のまちづくりを

進めていきますが、次世代に向けて、改めて条例化の必要性についても検討していきた

いと思っております。

続いて、３番目の交通空白地帯解消への取組についてでございますが、ドア・ツー・

ドア型のデマンドバス実証運行後の進捗状況についての御質問です。実証運行終了後の

今年度は、来年１０月から全路線、日中にドア・ツー・ドア型のデマンド運行を目指し

て、運行時間、あるいは確保すべき人員、車両、小・中学生の通学利用と一般利用、そ

れぞれに想定されるなど、運行の詳細について各事業関係者をはじめ、実証運行中にお

世話になった大学、あるいはコンサルタントなどの関係者と協議を行っております。人

材の確保、車両の確保、いわゆる白ナンバーによる運行経路の拡大調整など、一つ一つ

課題を整理し、交通空白地帯と言われる地域の解消に向け、引き続き進めてまいりたい

と思います。

次に、タクシーの助成制度の評価と、制度の見直しの検討状況についての御質問です。

平成２９年より開始しましたお出かけタクシーチケット交付事業は、制度開始から５年

が経過したこともありまして、対象者の方へは制度が浸透し、運転免許を保有しない交

通０者の外出手段の確保、あるいは地域経済循環の促進に効果があったと分析しており

ます。１人年間２万円のチケット交付でありますけれども、これまでの利用状況は、半
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年足らずで全て使い切る方もある一方、利用状況は、平均で約５０％と約半分は未使用

のまま期限切れとなっております。また、中心地に近い地域の方は、１回当たりの使用

枚数が⒉４枚とをなく、中心地から遠距離になると、１回当たりの使用枚数が⒐８枚と、

約４倍の差が出ております。このことから、中心地に近い方はふだんの買物などに気楽

に利用され、遠距離の方は、タクシー以外の交通手段がない場合を想定し、年度末まで

手元に残しておかれるような状況も見受けられます。これまでもチケットの地域間格差

について議論してまいりましたが、明確な結論が導けてない現在に至っております。令

和４年に実施される公共交通の見直しによりまして、ドア・ツー・ドアが実施されれば、

交通体系が大きく変わることが予想されます。来年度の会議の状況も踏まえまして、令

和５年度より、当初より廃止も含めた新たな制度の移行を目指していきたいというふう

に思っております。

次に、町営タクシーや無償運送についての取組という御質問につきましては、御承知

のとおり、日野町、江府町では、今年度からいわゆる町営タクシーの運行が開始されま

した。聞くところによりますと、待ち時間が短くなった、あるいは料金の負担が頭えた

などと、よくなった点だとか料金が頭えるかどうかっていう話はいいか悪いかは別かも

しれませんが、そういった変化、あるいは悪くなった点があるとのことでした。本町に

おける民間事業者がタクシー運行をしておられますが、町営バスとともに利便性を望む

意見が寄せられております。町営タクシー化の可能性も検討していますが、まずは来年

１０月からの全路線のドア・ツー・ドア型デマンドバス運行による利便性の向上を目指

していきたいと考えております。

また、無償運送についてでございますが、ボランティアによる輸送など実証段階にお

きまして、無償運送の取組が行われている地域もありますが、持続的な運行には、原則

有償であるべきと考えております。原す価格の高騰も続いており、自家用車で移動され

る皆さんの負担も影響が大きく、心配をしております。をしでも公共交通を利用して、

脱炭素社会に向けた町全体的な機運を高めていくことが必要であります。いずれにしま

しても、今後は、交通の組織化、統合など、運行組織、運営組織の在り方についても、

見直し、改善を図っていきたいと考えております。

以上、岩 昭男議員の御質問に対する答弁とさせていただきます。

○議長（山本 芳昭君） 再質問がありますか。

２番、岩 昭男議員。

○議員（２番 岩 昭男君） 答弁ありがとうございます。最初に、地域コミュニティ

ー活性化交付金についての再質問ということで、やらせていただきたいと思いますけれ

ども、地域コミュニティー組織、日南町には自治会とか班というような名前で呼んでお

るんですけども、都会では、町内会というような言葉を使ってる場合が多いようでござ

います。国あたり、あるいは行政的には地縁団体というような言葉を使うようでござい

ますけども、都会のほうでは、以前から町内会への加入がどんどんらをしている、率が
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らっとるというような問題もあって、結構都会のほうでは、以前から問題視されてきて

おったと思うわけです。

令和２年度に全国の市議会、議長会というのがございまして、こちらが都会における

町内会等の調査を行っておりました。全国で７３０の市からのアンケートが返ってきた

結果だということですけども、自治会、町内会の住民加入率というのが７⒊１％あった

というふうになっております。それで、この７⒊１と、正直私は結構高い数字で都会も

加入されてるんだなというふうに思っております。それで、前回の定例会で資料請求を

させていただきました中で、この地域コミュニティー活性化交付金の資料です。提出し

ていただいた中に、日南町内の班の未加入世帯の数全というのも入っとったわけでござ

います。町内全体での班の加入率を計算しましたところ、８⒍５％が日南町内では、班、

自治会に加入されております。町全体では、都市部の数全に比べると、はるかに大きな

加入率であるということではございますが、しかしながら、中身を見ますと、日野上地

域は７⒊９％、その中でも生山自治会は６６％、霞自治会、７⒉９％と、非常に低く

なっております。このことは、いわゆる自治会活動に大きな影響を及ぼしているような

数字ではないかと思うわけでございます。

そこで、この地域コミュニティー活性化交付金の案が出ておりまして、これの資料、

当初議会も頂いた、多分住民説明会でも使っていらっしゃったかどうか分からないんで

すけども、この交付金、案という１枚物の資料でございますけども、この中に、町長の

ほうが、いわゆる自治会への加入率が低下したという認識を持たれて、班や自治会への

加入を促進する目的で、このコミュニティー活性化交付金をつくられようとしているの

かというのがちょっと分からないんです。と言いますのが、この中に自治会への加入と

か、班への加入と、それを促進するだよという言葉が一つも出てきておりません。まず、

町長のほうに、自治会への加入促進を図る目的もあるのかどうかということを最初に伺

いたいと思います。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 詳しい説明をいただきまして、ありがとうございます。この制

度の趣旨の目的の、どういいましょうか、というのは、これからの時代、やはり特に地

方と言われる、こういった中山間地の地域のまちづくりの在り方として、やはりコミュ

ニティーっていうのは、重要な部分だというのがまず第一点の認識ですし、それを伸ば

していくっていうのが主たる目的であります。ですから、直接的に自治会への加入、あ

るいは班の加入っていうところは申し上げませんけれども、ただ、逆に、コミュニティ

ーをつくれば、そういう班だとか自治会に参画していただける方っていうのが頭えてく

るんだろうということは、二次的な背景として望んでるっていうのは事実であります。

また、特に、Ｉターンでお越しいただいてる人から見れば、逆にコミュニティーをつく

りたいっていうふうに思っていますけど、なかなかそれ、どうしていったらいいのかっ

ていうのが、やっぱりＩターンで来られた方については、なかなか０い部分だろうとい
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うふうに思います。逆に言えば、積極的にいけばいいんじゃないのっていう話もあるの

かもしれませんが、逆に言えば、地域に住んでる皆さんから声がけをしていくっていう

ことが、受け入れる町としては、そっちの方向で推進をしていくっていうのが通常では

ないのかなというふうな思いがありますので、そういったところも踏まえて、コミュニ

ティーの醸成というところを高めていくっていうことが主眼であります。結果として、

そういうふうになるっていうことは、望んでおるところであります。

○議長（山本 芳昭君） ２番、岩 昭男議員。

○議員（２番 岩 昭男君） そこら辺りが要綱を定めるに当たって、やはり求めるも

のは何なのか、確かに地域コミュニティーっていうのは、新たなまたにぎわいというも

のを求めるということもあるんですけども、やはりそういう組織、団体に加入するとい

うことは、ある程度の責任も負うということだと私は思うんです。おいしいところだけ

はいただいて、これ楽しかったわで、やっぱり物足りないと思います。そこら辺りを新

たに制定される制度の要綱の目的、趣旨あたりに、やはり明確に書いていただきたいな

と思います。全く要綱の案も出てはいないんですけれども、そういうのは入れるべきじ

ゃないかと私は思います。

続いて、住民説明会に先立ちまして、自治協議会で制度の素案を協議されたというふ

うに伺いましたが、その素案の概要というのを分かるようでしたら、お聞きしたいと思

います。

○議長（山本 芳昭君） 實延企画課長。

○企画課長（實延 太郎君） 失礼いたします。御承知のとおり、各地域を回らせていた

だいた、先ほど議員からありました資料を基に、自治協議会においてはお話をさせてい

ただきました。さらに、以前にお示しした基準、素案というようなものについても、出

さないと何も議論が始まらないというところから、お示しし御意見を頂戴しましたとこ

ろ、まず、地域に出かけて声を聞くことだという声を大半いただきましたので、自治協

議会においては、その程度で終えたところでございました。なお、ある程度整理ができ

次第、今後の中で、また協議、検討については計画しておるところでございます。以上

です。

○議長（山本 芳昭君） ２番、岩 昭男議員。

○議員（２番 岩 昭男君） 結局、議会等にも説明された、その資料を基に出かけて

いって、町民の意見を聞いてこいというのが、自治協議会での判断であったというふう

なことでございますね。そうしますと、実際に、自治会の説明会に出かけられてのこと

を伺いたいと思います。３３自治会中、３１の自治会で説明会を終えたということで、

１０月以降ということで、割とそういう意味で言ったら、短期間のうちに数はこなされ

たかとは思うんですけども、ちなみに町からはどなたが説明に出席されたのか、班分け

をしてあるんだったら、一班で出たのか、三班に分けて出たのか、そこら辺りについて

伺います。
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○議長（山本 芳昭君） 實延企画課長。

○企画課長（實延 太郎君） 所管は企画課において、室は自治振興室において、室長が

ほとんどの会、出席し、中には担当が出席をいたしたところでございます。

○議長（山本 芳昭君） ２番、岩 昭男議員。

○議員（２番 岩 昭男君） 要は、どちらかというと、１人で多くは回られとったと

いうふうに判断します、お話では。この新たな交付金をつくるという前段として、趣旨

は違えども、納税奨励金の廃止ということがあったわけですよね。地域、話を聞くほう

からすると、新しい交付金だけの話ではなくって、納税奨励金の話、なぜ廃止したのか

という話やら、冒頭、私が申し上げましたように、集合税を単税方式にするとか、期割

りを変えるとか、そういうようなことが、その会の中で町民から意見、質問が出て当た

り前だと思うんですけれども、なぜ企画課しか出られなかったか、徴収事務、納税組合

の担当課、それであれば住民課は一体どういうふうな、何を考えとったんでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 實延企画課長。

○企画課長（實延 太郎君） 今回、企画課で計画し、進めました説明会につきましては、

これからの地域コミュニティー活性化交付金について、主眼に、中心に、言わばそれ専

門に説明に回らせていただきましたので、この辺り、御指摘のとおり、町全体の中で二

部構成なり、動きを一連としてというのも手法だったかと思います。効率性なり、時間

帯なり、いろいろと内部でも意見があった中で、今回は、企画課の今後の交付金につい

てというところでお邪魔した、整理した次第でございます。以上です。

○議長（山本 芳昭君） ２番、岩 昭男議員。

○議員（２番 岩 昭男君） 過去のことを言っても仕方がございませんけども、そう

いうようなところで、実際に、でもその会の中では納税奨励金の廃止とか、税金の納め

方、そういうようなことについての質問とかいうのは出ましたでしょうか。確かに、私

の聞き方としては、新たな交付金についての質疑はなかったかということのようなこと

ですけれども、実際にはどうでしたでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 實延企画課長。

○企画課長（實延 太郎君） 会の中で、議員御指摘のとおり、御意見はあったと報告は

受けております。その上で住民課にも情報共有し、申し送りしたという報告も併せて受

けております。以上です。

○議長（山本 芳昭君） ２番、岩 昭男議員。

○議員（２番 岩 昭男君） 企画課のほうから住民課のほうへ、そういう情報が流れ

たということでございますので、私もやっぱり、町として非常に貴重な財源、税という

ものに対して、これまで町ができてから本日までずっと続いている納税組合、やはり正

直、町長はやりますからと言いましても、徴収事務でどれだけ徴収率の向上、これに御

尽力いただいたか、そういうようなところ、やっぱり何かあまりにも事務的で心が通っ

てないような気がします。特に、こういうような全町民に向けて説明をするような会っ
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て、あんまり会はないと思います。特定の人向けの会というのはあるかもしれませんけ

ど、やはりこういうような会を、やっぱり町の方針、あるいはこれからの動きというよ

うなものをしっかりと伝えていっていただきたいと思って、ちょっとそこの辺は残念を

感じております。今後、実際には、徴収の関係等で、細かな調整等もあろうかと思いま

す。そこら辺りはしっかりと、先ほど企画課から住民課のほうに情報は行ったというこ

とで、淺田課長もうんうんと言うとられますかもしれませんけど、そこら辺りの情報を、

しっかり出た意見を集約されて、対応のほうをお願いしたいと思います。

あと、ちょっと条例関係のことですけれども、納税奨励条例、これは今回の定例会で

廃止の提案が出ておりますけれども、この中で細かく読んでみますと、納税組合は自分

から申請して、それから最終的に解散するときには、届出をしなさいみたいな流れにな

っておりますけども、そういうような条例がなくなることによって、解散届とかいうよ

うな事務手続は不要になるものかどうか、これについて伺います。

○議長（山本 芳昭君） 淺田住民課長。

○住民課長（淺田 雅史君） 今回の条例は、廃止ということの条例改正といいますか、

廃止ですので、その納税組合というものが、いわゆるなくなるということになりますの

で、お手間をかけるというようなことはございません。ですので、廃止届等の出してい

ただくということの必要はありませんということだけ申し上げます。

○議長（山本 芳昭君） ２番、岩 昭男議員。

○議員（２番 岩 昭男君） 説明会の中の、ちょっと具体的な話をしていきたいと思

うんですけども、いろんな意見が、さっき町長のほう、お答えになったんですけども、

実際にその会の中で、現在の受け取っておる奨励金の額と、試算として持っておられま

す計算式によって算出されました金額、いわゆる交付金の額、この両方の額をしっかり

と提示されましたでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 實延企画課長。

○企画課長（實延 太郎君） 失礼します。企画課が行いました説明会の中では、明示は

行っておりません。以上でございます。

○議長（山本 芳昭君） ２番、岩 昭男議員。

○議員（２番 岩 昭男君） 結局、出席された方は、その額の頭えるだ、らるだって

いうことは全く理解をしないままに、制度だけの説明をされたということになるわけで

すか、それでいいですか。

○議長（山本 芳昭君） 實延企画課長。

○企画課長（實延 太郎君） 冒頭ございました資料の中で、世帯数に月額２５０円を乗

じた額の年額を一括交付するというような素案はお示しをしております。したがいまし

て、その会に参加されたところの構成によりまして、口頭にてイメージをお持ちいただ

けるような説明に終始特化したところでございまして、具体的には、町長答弁にもあり

ましたように、基準額の考え方によりまして額が変わるというようなことから、具体的
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には、まだ比較するところまで数字としてはお示しできなかったところでございます。

以上でございます。

○議長（山本 芳昭君） ２番、岩 昭男議員。

○議員（２番 岩 昭男君） 意見の中にもこの金額を提示された、年 ０００円とい

う額なんですけども、それって、活性化する金額ではないというような意見もあったよ

うですけれども、金額の大小よりも単純に考えて、誰もが一番気になるのは、今もらっ

てる金額より頭えるのか、らるのか、そこだと思うんですよね。実際に、今もらってる

納税奨励金というのは、自治会長は知りませんよね、どっかの班の役員でもされておれ

ば分かるかもしれませんけれども、基本的には納税組合長、その班の中の納税組合の構

成員でないと分からないことだと思うんですけども、そこら辺りは、やっぱり何かあま

りにも、集まったメンバーがどういう方か、自治会長とか班長ぐらいは出ていらっしゃ

ったかもしれませんけども、そこら辺りでやっぱりこれこれの金額をもらっていますけ

ど、今度試算、今の段階での試算ではこれくらいですよというふうに、やっぱり丁寧な

説明が必要だったんじゃないかなと思います。それで、何もかも決まってないような状

態でこういうふうに聞いておるわけですけども、今聞いておかないと、予算査定の中で

決めていくっていうことが、いわゆるもう決まったことを、最終的には議会の予算の可

決は必要ではあるんですけども、この要綱自体を云々というのは、議会は関係ありませ

んので、執行部が勝手にできる範疇のものでございます。そこら辺りを考えた中で、こ

れだけ影響のある制度、変わる中で、もうちょっと丁寧な説明をと、前回も丁寧な説明

という言葉を私は加えとったんですけども、すべきだったんじゃないかと思います。そ

こら辺りもしっかり今後、まだ対応のほう、十分できると思いますんで、よろしくお願

いします。

それから、あと二転三転してるのかもしれませんけども、この交付金の交付先、これ

はある程度方針は決まりましたでしょうか、自治会なのか班なのか、または、また違う

ものなのか、どうでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 先ほど申し上げましたように、まだまだ整理が必要なところの

段階でありまして、おおむね自治会の御相談の件数につきましては、８合目、９合目ま

で行ってるとは思いますが、とは言いながら、先般も状況把握させていただいた経過が

ありますけれども、内容も本当にそ差万別なんだなというふうに、考え方も、あるいは

聞き取りの中で、それこそ納税奨励金の使い道は今現在どうなってますかみたいなとこ

ろも、多をお聞きしてる経過があります。やっぱり規模に応じて、多を内容が違ったり

してるというふうに私自身は認識しておりますけれども、基本的には、集会所の維持で

あるとか、防犯すがそれぞれ今、各自治会単位で作ってありますので、そういったす気

料経費に充てられているところが相対的には多いのかなというイメージはありますが、

最終的には、先ほどの御質問のありましたように、自治会に交付するのか、班に交付す
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るのかっていうところも、まだ最終的には決めてるわけではありませんので、そういっ

た全体的なところを精査しながら、基準的な捉え方っていうのをやっぱりつくっていき

たいというふうに思っておりますので、現時点では、今日現在では、その辺の方向性は

まだ決まってないことだけで報告をさせていただきたいというふうに思ってます。

○議長（山本 芳昭君） ２番、岩 昭男議員。

○議員（２番 岩 昭男君） 交付金の算定方法についてで、基本的には、これまで聞

いた中では、班の人数とかで出されるということだったんですけども、前回、私も申し

上げたんですけども、やはり班、あるいは自治会で集会施設を持っているか否かによっ

て、大きくかかっている経費が違うということは御認識いただけたんじゃないかと思い

ます、こういうような意見を聞いて回る会の中で。ここで、単に町長に集会施設の費用

も見込むべきではないかというふうに問いますと、入れませんとか、あるいは検討しま

すぐらいのとこで済みそうなんで、ひとつ町長の言葉を使って問いたいと思います。町

長は、よく会議の冒頭挨拶などで平等と公正という言葉を挨拶で使われます。これは、

例えに、グラウンドで野球をやっとる、それを観戦している大人と子供がいた場合、そ

こにフェンスがあって中が見えない、そういうときに踏み台を同じ高さ、５０センチの

踏み台の高さのものを、大人に、子供に与えても、大人は見えるようになりました。で

も、子供はまだ見えません、踏み台を同じ高さのものを与えることが平等であります。

そこで、子供にもう一段５０センチのものを与えると、１メートルになりました。これ

で子供も見れます。これが公正ということを町長はいつもおっしゃっております。この

今回の交付金の考え方、やはり身長の差というものが、施設を所有するかどうかによっ

て違うところだと思います。基本的に、交付金、補助金というのは、平等というものも

あります。一律に１０万円給付というようなものもありますけども、一般的な補助とか

いう形のものってのは、平等にするがための公正な仕組みをつくるということを私は思

っております。そういうようなことを、私は町長からも聞いたわけでございますけども、

再度ここで、その公正さについて、町長のお考えを聞きます。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 申し訳ないですが、この場でその話はなかなか難しいかなとい

うふうに今思ってます。というのが、内容のまだ整理がついてないっていうところが背

景にあるので、そういったところも踏まえて検討を進めたいというふうに思っておりま

すが、その中で、今現時点でもらってるところの中で、今、皆さん方がそれぞれ班であ

るとか、自治会で集まる機会の回数の目安っていうか、おおむねの目安が書いてありま

して、それもかなり違いがあるなというふうには思っておりますが、平均的にいえば、

年に二、三回のイベントか事業も兼ねてというふうに思っておりますが、そういうとこ

ろが平均的なところかなというふうには思っておりますが、ないというところも実際に

はありますし、毎月１回程度、お集まりのところも地域もあります。そういった本当に

町内の中で、かなりの違いがあるっていうことだけは認識できました。そういったこと
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も踏まえながら、それこそコミュニティー醸成のための、それが成就できるための在り

方っていうのは、やっぱり考えていきたいというふうに思っております。以上です。

○議長（山本 芳昭君） ２番、岩 昭男議員。

○議員（２番 岩 昭男君） この交付金も、奨励金条例のように、条例として規定す

るものではないんで、いつなくなるか分からないということで、その不安視する声もご

ざいます。資料によりますと、３年をめどに見直すというような表現も入っております

けども、ここら辺りも見直しの中に、交付金の廃止っていうのも含まれるんじゃないか

というようなのは、町民の不安だと思うんですよ。そこら辺りはどういうふうにお考え

でしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 補助金だとか交付金につきましては、その目的達成のための支

の策っていうところでありますので、極端な言い方をすれば、この交付金がどうかって

いうところは別として、やっぱり目的が達成されれば廃止であるべきだというふうに思

っておりますので、また逆に言えば、さらに伸ばさないけんという話になると、継続す

るなりっていうことにはなるんだろうというふうには思っています。そこを基本に考え

ております。

○議長（山本 芳昭君） ２番、岩 昭男議員。

○議員（２番 岩 昭男君） そうです。おっしゃるとおりだと思います。やはり、そ

の効果というのを把握する必要があるんです。割と、いろんなことをおっしゃいますけ

れども、簡単に交付といいますけど、やっぱりそれとともに、やはり効果を把握するた

めには、それなりの情報っていうのは必要になると思います。全てやっぱり元は税金と

いう捉え方の中で、全ての補助事業、やっぱりそういうのがついて回ります。これは致

し方ないと私は思っておるんですよ。ですから、使い勝手のいい仕組みというのは、本

当になかなか難しいと思います。ですけども、そこを何とかうまいこと、執行部のほう

で考えていただきながら、ひとつ、ぼちぼち私が今言った言葉で町長も即答はされませ

んでしたけれども、そこら辺りもしっかりお含みおきをいただいて、この交付金の制度

を組み立てていただきたいと思います。

それとあわせまして、実は、この交付金と今のまちづくりの一括交付金、その中でや

っぱり若干制度的、内容的にダブるようなものが調べたらあるんですよ、実は。このた

び、まちづくりの一括交付金の要綱を提出していただいたんですけども、その中で、ど

ういうんですかね、いろんな、一括交付金ですから、その中身は全部で９つあるんです

かね、その中でまちづくり推進事業補助金というのがございまして、この中にやはり班

割の金額というのがあったりもするんです。ぜひ、ここら辺りもこの交付金を組み立て

るときに、見直しも必要な部分じゃないかと思いますので、この辺も御確認をいただき

たいと思います。あと、事務負担の関係もございます。使い勝手のいいという要望はも

ちろん出てきます。何よりも、私はそういう公正な交付金をつくっていただきたいとい
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うことで、ここで一区切りつけたいと思います。

続いて、地域コミュニティー組織の条例化についてということですけれども、これも

以前、町長のほうに、まちづくり協議会の関係の補助の関係で、要は固有名詞を条例化

で明確にすべきじゃないかというふうにおっしゃってましたが、さっき町長答弁で条例

化ということで、自治基本条例というようなお言葉が出ましたけれども、このたびの交

付金のあたりは、自治基本条例というよりも、どちらかというとまち協とか、自治会、

班、それに対して行政がいわゆる支のをするんだし、かつ自治会、班に関しては、会員

を、加入を促進していくんだという責務、そういうようなお互いにやっぱり権利ばっか

りじゃなくて義務を果たす部分、これを明記した条例をつくったらどうでしょうかとい

うことです。

実際、まちづくり協議会というような表現を説明したものっていうのは、本当に何か

の交付要綱に、まちづくり協議会、括弧して、こういう組織ですよというのが載っとる

だけであります。これが、この要綱でしか本当に載ってないんですよ。自治会という言

葉も班という言葉も何なのか、何に対して、補助対象者は誰なのかっていうときに、よ

う分からんです。せめてこういう言葉を定義すべきではないかということであります。

もう自治基本条例までになりますと、これはもう町民とのもっと大きな話で、コンセン

サス、しっかり取る必要もありますし、大きなものなんですけども、いわゆる自治組織

としてコミュニティー団体、それを条例で定義づけて、それを支のするということで、

要綱を設けながらやっていくというのが正しい形だと私は思っております。

特に、先ほども町長、おっしゃいましたけど、自助、共助、公助ですよね、この役割、

これがまさにこのことなんです。この役割を条例で定めたらどうですかと。自治基本条

例まではいきませんけれども、そういうことを私は今申し上げておるところでございま

す。ぜひ、やっていただきたいと思います。都会のほうの市やレベルになりますと、や

はりこういうのをしっかり定めて、自治会への責務という部分では、やっぱり加入を促

進するということもあるわけです。やはり加入をしていただく、班に、自治会に加入し

ていただくということが、まず大きな目的であろうと、私は思っております。

実際に、じゃあ自治会、運営するほうは大変だよなということになりますと、そうい

うような、加入促進のためのガイドブックとかハンドブックとか、そういうものを作っ

て、自治会長さんとかに渡している自治体もございます。やっぱりそういうようなフォ

ローもしながら、この活性化交付金をしっかりと組み立てていただきたいと思っており

ます。どうでしょうか、町長。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 議員の思いは、しっかり受け止めさせていただきたいというふ

うに思っております。その中で、本当にやはりどういいましょうか、特に昨今、社会の

背景がどんどんどんどん変わる中であります。そして、地方創生も叫ばれて、今、６年

とか７年目に入っている最中だというふうに思っております。そういった意味で、本当
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に様々な考え方っていうのを、やっぱり構造的に変えていかないと、という時代だろう

というふうに思ってますので、そういった側面も踏まえて、これからの本当に未来の日

南町の在り方、その中の地域の在り方についての御意見だというふうに思っております

ので、そういった意味での位置づけについては改めて、また条例化についての必要性に

ついては検討させていただきたいというふうに思います。

○議長（山本 芳昭君） ２番、岩 昭男議員。

○議員（２番 岩 昭男君） もう一つ、細かいことでございます。町長、先ほどちょ

こっと言われました、町民憲章という話が。町民憲章ですけども、私、ホームページを

見てもよう見つけませんでした。どこにも載ってません。ここら辺り、やはりホームペ

ージの構成というとこも、ちょっと考えていただきたいと思います。

続きまして、交通空白地域への解消の取組についてでございますけども、今回、私が

一般質問通告したとき、ちょうどタイミングで町報、広報にちなんのほうに、日南町の

公共交通について考えるというのが出てまいりまして、あらかたのことはこの中に書い

てあったかなということでございますけども、ただ、こういう形で町民にお知らせする

っていうのは、いいことだと思います。問題点を出し、それに対して町がどういうふう

な対応をしてるかっていうことを、町民の皆さんに知っていただくっていうのは大事な

ことだと思います。

ただ１点、あれ、これはなって思ったのが、横のタイトルで２ページ目、「もし、公

共交通がなくなる日がきたら」というような表現がしてあるんですよ。これは、行政が

出す発刊物に対して、この表現は私はないと思います。新聞社が来て、取材してこうい

う書き方をするんであれば、あるかもしれません。やはり、ここら辺りはまさに不安だ

けをあおって、目につくっていうのはありますけども、そういうものじゃないと思うん

ですよね。私は、町としてはしっかり守り通していきますと、こういうふうにやります

よというぐらいの意識の見出しをつけるべきだと思うんですけども、これ、どうでしょ

う、町長。

○議長（山本 芳昭君） 實延企画課長。

○企画課長（實延 太郎君） こちらの紙面構成につきましては、企画課所管で進めたわ

けでございます。議員、御指摘のところにつきましては、配慮といいますか、十分な表

現に、今後努めるべきと改めて反省をさせていただく次第でございます。ちょっと紙面

等、全般的な検査には、引き続き励んでまいりたいと思います。ただ、内容では、伝え

たかったところは、紙面の中身のとおりでございますが、誤解なきように、改めて申し

上げますと、町が町民の皆様、モビリティーの確保、移動する手段等を確保するってい

うのは、町の責務であるという使命の下で、今、進めておりますので、その辺は誤解な

きように、どうぞよろしくお願いいたします。以上でございます。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 先ほどの町報についての表現の在り方については、目的はそう
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いう目的だろうというふうに思っておりますが、ただ、表現の仕方についての在り方に

ついては、をしこれからも勉強をさせて重ねていかせてやっていただきたいというふう

に思っています。また、先ほどの前段の説明の中で町民憲章の話がありましたけど、丁

寧に申し上げますと、どういいましょうか、庁議室の前のほうに掲示してあります、ぜ

ひ御覧いただければというふうに思います。以上です。

○議長（山本 芳昭君） ２番、岩 昭男議員。

○議員（２番 岩 昭男君） 私が言ったのは、町長室の前のほうにもありますし、ホ

ームページにしっかり載せるべきだなということをお伝えしたかったとこです。

それと、ちょっとデマンドバスの関係につきましては、来年の１０月からということ

で方向性出ておりますので、かつ、この町報のほうに載っておりますので、いろいろと

この辺で確認したということにしたいと思います。

続きまして、お出かけタクシーの助成でございます。福祉保健課のほうから情報提供

していただきまして、誠にありがとうございました。この中で、利用率が非常に低いと

いうことでございます。ここの低い原因というのが、いわゆる配布された５０枚を全て

使い切った人っていうのはどの程度いらっしゃるものかっていうのは、情報を押さえて

いらっしゃいますか。

○議長（山本 芳昭君） 渡邊福祉保健課長。

○福祉保健課長（渡邊 輝紀君） 申し訳ありません。ちょっと資料としては手元のほう

にございません。全て使い切られた方がいらっしゃるというのは現状でございます。

○議長（山本 芳昭君） ２番、岩 昭男議員。

○議員（２番 岩 昭男君） 実際には配布した金額というのは ０００万円以上の金

額で、使ったのは約その半分ということで、こういう高齢者への支のという位置づけも

ありますけれども、その反面、いわゆるタクシー事業者への支のというような面も持っ

ているものだと思います。ですから、例えば本当に１００％に近い利用があった場合に

は、 ０００万円が乗車はとしてタクシー業者に入るということでありますんで、ぜひ

ここら辺りも高めていただきたいと、率をですね、上げたいと思うわけですけども、ど

うでしょうかね、この辺の、来年の、実際には令和５年度から廃止ということで、令和

４年度はまだこの形で運用されるということなんですが、そこら辺はやはり２万円分の

配布一律にということは、どうでしょうか。もうちょっと案を練って、利用効率の、利

用枚数が頭える方法っていうのを御検討はされないんでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） このタクシー利用券につきましては、ちょこちょこ住民の皆さ

んの御意見をいただく機会もありまして、あるいは申出もあったりする経過もあります。

ですから、その中でいくと、いろんなケースがあるので、一概にそれがウエートが高い

かといやあ、難しい側面もあるというふうに思っておりますが、そこまで把握し切れて

ないっていうのが現状ですけど。よく一般的に捉えると、やっぱり日南病院あたりの受
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診後の帰宅のときに使うっていうことで、どちらかいうと集中するっていうところが一

つは課題があるのかなということと、そういう同じような状況で、日曜日あたりが当然、

運営今されてないので、そういったところの利用便利が悪いということと、それと、総

体的に同じになるのかもしれませんが、予約をしたときになかなか、どういいましょう

か、予約ができにくい環境にあったということで、様々な御意見をいただくっていうと

ころが反映の中での結果だろうというふうに思っていますので、そういったところが解

消できるように、一つは、それは業者とのすり合わせの中で難しい側面はあるのかなと

いうふうには思っておりますが、よりタクシーのほうも使いやすいっていう形は、それ

こそ求めるいうか、こういった助成金を、事業をつくったということは利用してもらう

っていうところが目的でありますので、そういったところで解消できるのは１つずつで

もあればしていきたいなというふうに思っていますし、そういった情報の共有はこれか

らも努めていきたいというふうに思っております。

○議長（山本 芳昭君） ２番、岩 昭男議員。

○議員（２番 岩 昭男君） いろんな形で交通の空白地域の解消というようなところ

で、いろんな手段があろうかと思います。先日、私はまち協の関係の、ちょっと先進地

視察ということで島根県の雲南市の波多地区というとこと、飯南町の獅子地区、同じく

飯南町の谷地区というところにちょっと視察に行ってまいりました。そのときに、やは

りそこの地域っていうのは、お互い共助的な仕組みで動いている地域でございまして、

自分たちで設置したマーケットに買物に行ったり、地域で行われる集いの会、そういう

ようなところと共助交通という的に、そういうような形での交通手段を持って高齢者の

方に集まっていただくというような仕組みも持っておりました。答弁書のほうで、やは

り公共交通という位置づけでは有償というのが基本であるとおっしゃっています。それ

はそのとおりかもしれませんし、ただ、公共交通で拾えない部分、そういうところは共

助交通の仕組みの中でしっかりと細やかなフォローをしていただきたいと思います。そ

こら辺の考え方について、町長のお答えをお願いします。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 先ほど視察に行かれましたっていう話ですけれども、私も同じ

ような、多分、結果的にですが、研修に行かせていただいたときには、同じような地区

だったんではないのかなというふうに思っておりまして、それこそ地元の皆さんで団体

をつくってというところの交通の在り方をされておられました。もちろん地域だとかい

ろんな、どげいうか、道路の関係状況だとか、そういうとこの中で違いがあったり、地

域の思いがあったりとかによって違いがあるのかなというふうに思っておりますが、日

南町の地形の場合はそういう地域があっても、もちろんいいというふうに思ってますけ

れども、現在、ＮＰＯのほうが１路線されてますので、そういうふうなところがより高

まってくると、より、どういいましょうか、いろんな意味での便利が高まるんではない

のかなというふうに思っておりますが、ただ、一方では、今までの経過もあったりしま
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すので、今、どういいましょうか、デマンドバスのドア・ツー・ドア化っていうところ

を目指した形の中で検討、推進をしてきておりますので、まずはそこをやった上で、そ

ういう状況を踏まえながら、また次のステップというところがつくれるんではないのか

なというふうに思っておりますので、一つの段階としてこういう方向性を出しておりま

すので、まずはその実行をさせていただきたいというふうに思っております。

○議長（山本 芳昭君） ２番、岩 昭男議員。

○議員（２番 岩 昭男君） いずれにしましても、来年の１０月には新たな仕組みで

の公共交通ということになろうかと思います。その動きに注目いたしまして、また、期

待しまして、私の一般質問を終わります。ありがとうございました。

○議長（山本 芳昭君） 岩 昭男議員の一般質問を終わります。

○議長（山本 芳昭君） ここで暫時休憩といたします。再開を３時４５分からといたし

ます。

午後３時３２分休憩

午後３時４５分再開

○議長（山本 芳昭君） 休憩前に引き続き、一般質問を行います。

タブレット８ページから９ページ。

９番、坪倉勝幸議員。

○議員（９番 坪倉 勝幸君） 今期定例会に当たって、大きく３点の項目について質問

をいたしたいと思います。

最初に、雇用・就労対策についてであります。創造的過疎の町を目指す本町にとって、

移住定住対策は大きな政策課題だと認識していますが、その中でも、子育て支のや住宅

対策とともに仕事をつくり、安心して働けるまちづくりは最も重要なテーマであると考

えています。第６次総合計画や第２期地方創生総合戦略の推進に当たっても大きなウエ

ートを持つものだと思いますが、昨年１２月議会から議論の中で、一定の方向性は答え

ていただいておりますが、具体的な施策になっていないところがあります。後ほど、行

政改革のところでも触れますが、スピード感が感じられません。

そこで、改めて伺います。（仮称）おしごとバンクについて、検討状況及び実施に向

けてのスケジュールについて伺います。あわせて、町内の参加事業者数について説明を

求めます。

次に、地方版ハローワーク、シルバー人材センターの拡充、活性化、特定地域づくり

事業協同組合の設立、地域おこし協力隊の拡充については、いずれもこれまでの答弁で

検討すると表明をされておりますが、現在の検討状況についてここで伺っておきたいと

思います。また、外国人の技能実習生受入れの取組について、現状の説明を求めます。

次に、移住定住対策についてであります。内閣府が行った１０月の調査報告によりま
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すと、都市住民の２７％が地方への移住を希望しているとされております。このような

時期に町外への転出の削らと町外からの移住を促進する移住定住対策を的確に推進する

ことは、非常に重要な政策課題だと思います。そんな中、人口らをを穏やかなスロープ

にするための移住定住窓口のプラットホームとして新たに法人を立ち上げ、移住相談、

空き家対策などを主軸にした業務からスタートしたいとのお考えでありましたが、具体

の業務及び組織運営体制について、どう検討されているのか伺います。また、移住定住

対策のうち、住宅施策の基本的な考えを伺います。

次に、行財政改革についてです。令和２年度に策定された行財政改革実施計画の進捗

状況を伺います。また、これまでに幾度となく情報発信について、まちづくりの推進の

観点から、町民との情報の共有や移住関係人口の頭加に資する町外へのアピールの強化

について議論してきましたが、一向に改善されていないと感じています。情報発信専門

員を配置されましたが、どのように改善し、効果を上げていかれるのかを伺います。

次に、事務事業の効率化、迅速化、精度の向上の取組についてです。役場組織全体と

して、事務事業の効果を頭大させるための知識、知恵の結集や工夫、さらには自立改革

推進本部など、それらを進める組織、人員体制が十分でないと感じています。また、事

務処理のスピードアップや正確さ、住民への説明、対応に課題があると考えています。

人口らを社会の中で、時代の変化に耐え得る行政の体質改善を行うとともに、多様化、

複雑化する行政課題に対し、新たな発想や視点からの改革に取り組み、持続可能なまち

づくりの実現を目指すための行財政改革の取組状況及び今後の進め方について伺います。

以上で最初の質問を終わります。

○議長（山本 芳昭君） 執行部の答弁を求めます。

中村町長。

○町長（中村 英明君） 坪倉勝幸議員の御質問にお答えします。

最初に、まず、雇用・就労対策についてということの中の、おしごとバンクの検討状

況についての御質問です。

今年度から５月から６月にかけてアンケートを行ったところ、１５９人から回答をい

ただきました。また、本プロジェクトの参考とするため、８月には日野町未来づくり事

業協同組合を、さらには９月に大山町のスキマ時間プロジェクトを視察しました。今年

度に入り、現在までに１１回の打合せを行うなど検討を行っていますが、今月の１１日

には日南町おしごとバンク交流会を開催して、事業者と働きたい方をつなぐ機会にする

とともに、参加者の意見を伺う予定としております。今後は交流会の結果やアンケート

の内容、さらには必要に応じて御意見を伺いながら、事業化に向けて引き続き検討を進

め、来年度中には方針をまとめたいと考えております。

次に、地方版ハローワークの検討状況についてですが、御承知のとおり、鳥取県立ハ

ローワークが平成２９年７月に設立され、様々な働き方、ニーズに応じた情報の提供を

はじめ、鳥取県への移住とともに就職を支のするきめ細やかなサポート体制が構築され
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ております。また、土曜日の開設や必要に応じて出張相談会を開催するなど、充実した

環境となっております。本町におきましても、ハローワークの求人情報をちゃんねる日

南や役場内に常設するなど行ってはおりますが、個別に相談があるのは、移住相談の際、

仕事についても聞かれる場合があり、その都度、相談者に寄り添った対応を行っており

ます。将来的には、現在準備中の新法人において、充実した相談窓口を設けたいと考え

ておりますが、当面は移住定住、空き家相談などとともに個別の相談に対応していきた

いと考えております。

次に、シルバー人材センターの活性化策についての御質問ですが、シルバー人材セン

ターは健康で働く意欲のある高齢者で組織し、生活課題を掘り起こして、有償の仕事と

して処理することで高齢者の社会参加と生きがいの充実や健康の維持頭進を図り、地域

が活性化することを目的として設立されました。本町の昨年度の登録会員数は５５名で、

受注件数は２９５件、請負金額が約７３０万円でありました。日南町のシルバー人材セ

ンターが設立されてから２０年が経過しましたが、事業の停滞傾向や新たな会員登録が

進まないなど、多くの課題があると認識しております。これらの要因は、外的要因より、

仕事量や収入がをない、あるいはシルバー人材センター事業に魅力がない、あるいは組

織が非効率的であるなど、むしろ組織内にある様々な要因が起因していると考えており

ます。就業による高齢者の健康維持、社会参加、収入を得ることによる生活のゆとり、

あるいは子育て支の事業や介護支の事業としての現役世代の支のなどは、全て地域コミ

ュニティーの形成に寄与するものでございます。多様なニーズに応えて地域を活性化す

るためには、多様な人材を確保することが不可欠であると考えております。また、特定

の人に仕事が集中しないように調整が必要であるとともに、センターの事務局が高齢者

の就業実態をより詳細に把握し、生きがいづくりと収入のバランスをうまく調整する体

制づくりが急務であると考えております。

次に、特定地域づくり事業協同組合の検討状況についてでございますが、御承知のと

おり、日野町では今年の４月から日野町未来づくり事業協同組合としてスタートされま

した。さきに申し上げましたとおり、仮称ですが、おしごとバンクの検討とともに今年

の８月視察を行ったところであります。組合の設立からこれまでの経緯を伺う中で、国

や県の補助があることはメリットである一方で、仕事の確保や職員の確保など苦労され

ているようでありました。また、組合運営には自主事業などで収益を確保していかない

と運営は難しいとのことでありました。本町におきましても、組合の有効性について引

き続き検討を行ってまいりますが、当面は仮称でありますおしごとバンクの取組を進め、

本町に有効な制度構築を図っていきたいと考えております。

次に、地域おこし協力隊の拡充対策でございますが、現在のおしごとバンク事業の検

討と並行して、人材の確保策として地域おこし協力隊の拡充に向け検討を進めておりま

す。隊員の業務は町内事業体とともに活動を行いながら、地域資源を活用した事業構築

を進め、町長が委嘱する形態を想定しております。隊員の要件でありますとか募集人員
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など、詳細は今期の定例の会期中に皆さんに御報告し、早ければ年内から募集を行って

いきたいと考えております。

次に、外国人の技能実習生受入れの取組についてという御質問ですが、これまで人材

不足の解消を図るため、経費の助成制度を設けて外国人の技能実習生の受入れを推進し

てきましたが、今年度からモンゴル人に限定した助成制度を見直し、どの地域から受け

入れても助成ができるように規制緩和をしました。一方で、新型コロナウイルス感染症

の影響によりまして入国制限が長く続き、一旦は収まったものの、現在新たな変異株の

発生により、１１月末から再度制限をされております。町内事業所におきましては、コ

ロナ禍ではありますが、国内の求人はもとより、外国人技能実習生についても機会を得

られれば受け入れたいと数社から伺っております。地道ではありますが、関係機関と連

携しながら受入れにつながるよう、引き続き取り組んでまいりたいと思います。

続きまして、２つ目の移住定住ということの中の新法人の業務内容、組織、運営体制

についての御質問ですが、法人の業務内容は現在、企画課が所管する移住定住相談、あ

るいは空き家バンクの管理運用を主とした業務として、新たな取組としての移住者のフ

ォロー強化、移住相談会等の移住相談業務の充実、お試しの移住体験の実施、さらには

地域おこし協力隊の管理業務などを予定しております。法人の組織及び運営体制ですが、

当初は一般社団法人の形態として、理事とか監査役に若干名の職員は３名程度を想定し

て現在検討を行っている最中であります。

次に、住宅施策の基本的な方針についての御質問ですが、基本方針は第６次日南町総

合計画の基本計画に上げた日南町への移住定住を促進させることであると整理しており

ます。その上で、既存の公営住宅を維持しながら有効に活用していく、また、空き家の

さらなる登録推進に向け、実績のある市町村の実情を参考にした施策の検討、さらには

公共用地を活用した民間は貸アパートの建設や新たな分譲地を整備するなど、移住者に

限らず町内で暮らし続けるため、住まいに関して、いわゆる選択肢を頭やし、多様化す

るニーズにできる限り応えられるよう、新たな住宅施策の取組を展開していきたいと考

えております。そのためにも継続したニーズ調査が必要と感じており、現在、日南町へ

おおむね５年以内に移住された方に移住後のアンケート調査をお願いしているところで

ございます。その状況も参考にしながら、住宅施策も含めた移住・定住対策に努めてま

いりたいと考えております。

続きまして、３つ目の行財政改革についての実施計画の進捗状況という御質問ですが、

現在、昨年定めた個別推進項目の管理表に基づきまして、各課の取組、実施状況を確認、

整理しているところであります。また、今年度は推進項目の一つであります補助金の適

正化についてガイドラインを定め、来年度の予算編成において、全ての負担金補助及び

交付金について検証を行うこととしております。各項目について整理でき次第、行政改

革推進委員会を開催して、いただいた御意見を次へ反映させるよう進めてまいりたいと

思います。
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次に、情報発信の充実についての御質問でございますが、これまで様々な方面から御

意見をいただいておりますが、特にホームページの充実について、１１月の５日に開催

しました第２回のＤＸ推進チームの会議の議題に取り上げ、改めて利用者目線に立った

情報の作成、見直しが必要なページの改善を促したところでございます。また、１１月

から情報発信専門員を配置し、現状課題の整理を行っているほか、フェイスブックやイ

ンスタグラムなど、ＳＮＳへの投稿を頻繁に行っています。地道ではございますが、組

織全体で改善に取り組んでまいります。

最後となりますが、事務事業の効率化、迅速化、精度の向上の取組についてという御

質問ですが、新型コロナウイルスの拡大防止対策を機会に、職員の働き方改革が重要と

なってきました。加えて、国によります自治体のＤＸの動きによりまして、事務事業の

効率化が一層求められています。そのような中で、本町におきましても補助金の適正化

に向けた取組や職員の働き方改革の実践、情報化計画の実施による業務の効率化に向け

た取組など、各分野において効果を検証しながら進めているところでございます。しか

しながら、時代の流れは年々早まり、ニーズも多様化してきました。今後もさらなる人

口らをが予測されております。３４の推進項目の実施はもとより、来年度の予算編成に

おいても事務事業精査に努めてまいりたいというふうに考えております。

以上、坪倉勝幸議員の御質問に対する答弁とさせていただきます。

○議長（山本 芳昭君） 再質問がありますか。

９番、坪倉勝幸議員。

○議員（９番 坪倉 勝幸君） 質問しました順番に従って進めていきたいと思いますが、

まず、おしごとバンクの状況についてでありますけども、昨年、事業者に意向調査をさ

れまして、今年は６月に住民へのアンケートをされましたけども、それぞれに分析され

ておると思いますけども、アンケートの傾向ですとか所感について説明をいただきたい

と思います。

○議長（山本 芳昭君） 實延企画課長。

○企画課長（實延 太郎君） 失礼します。今度、１２月１１日にはおしごとバンク交流

会ということで、まず、ほかの市町村の状況等も参考にしながら、会を催すこととなっ

ております。御質問にありますように、それに至るまでに事業所並びに町民の皆様へア

ンケートを御協力お願いをした経過でございます。事業所も数社に限られたところでは

ございましたが、御協力いただく中で、まず、やはり通年雇用なのか、それとも短時間

なのかというところでも分かれ目はありますが、何かしら合間を見て手伝っていただき

たいというようなニーズがございました。そういった確認をしております。また、一方、

働き手の状況でございますが、特に３０代、５０代、６０代の方が短時間でも機会あれ

ば働きたいというような傾向を確認したところでございます。

簡単でございますが、以上です。

○議長（山本 芳昭君） ９番、坪倉勝幸議員。
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○議員（９番 坪倉 勝幸君） 今度の土曜日に交流会を実施されますけども、９社が参

加というふうに聞いておりますが、その９社っていうのは業種はどういう方々でありま

しょうか。

○議長（山本 芳昭君） 實延企画課長。

○企画課長（實延 太郎君） 失礼いたします。日南町観光協会をはじめとしまして、福

祉や、あと農業法人、それから飲食店といったようなところが９社、合計参加する予定

となっております。以上です。

○議長（山本 芳昭君） ９番、坪倉勝幸議員。

○議員（９番 坪倉 勝幸君） 町民の参加のほうは特に事前申込みというのは受けてお

られないと思いますが、おおよそアンケートなどから推測して、どの程度の参加を見込

まれておりますか。

○議長（山本 芳昭君） 實延企画課長。

○企画課長（實延 太郎君） 改めて目成は明示しておりませんけども、２０名から３０

名にはお越しいただきたいというふうに思っております。この辺りは、まず、傾向も今

回参考にさせていただきたいというふうに考えております。以上です。

○議長（山本 芳昭君） ９番、坪倉勝幸議員。

○議員（９番 坪倉 勝幸君） それで、このおしごとバンク、スタート時期についてで

すけども、先ほどの答弁で来年度中に検討を行うということでありました。行財政改革

のところでも触れたいと思いますけども、そういったスピード感ですよね、もう３年目

ですか、プロジェクトとして経過する中で、まだスタートできないっていうところにつ

いて、どうお考えでしょうか。来年度中の検討ということも含めて、このおしごとバン

ク、正式にスタートさせる意思があるのかないのかっていうところをまず一つと、時期

としてはどうでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 今回の議員の雇用・就労対策の中で、先ほど回答もさせていた

だきましたけれども、今回のおしごとバンクもそうですし、以前から御指摘、検討させ

ていただきますっていう回答をさせていただいておりました地方版のハローワークもそ

うですし、４番目の特定の地域づくりの協同組合の関連っていうところは一連な捉え方

かなというふうに思っておりまして、特に４番目の、特定地域あたりを検証する中でい

きますと、なかなかやっぱり全国でも、現時点ですが、承知しているのが１６団体、あ

るいはこれから検討したいっていうところが五十数団体だというふうに認識しておりま

す。なかなかちょっと全てがうまく循環する形には、をし制度的にも変えてほしいとい

うことを県のほうにも含めて県政要望あたりにも載せてお願いをしておりますけれども、

そういったやはり最終的には事業体が皆さんでありますので、基本的にはやっぱり運営

ができるというところが主眼だというふうに思ってますので、運営あたりの半分の補助

金というところは制度上ありますけれども、それだけではなかなかやはり、１年間ぐる
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ぐるぐるぐる回れるような体制づくりがある程度担保ができないと難しいのかなという

ふうには個人的には思っています。そういったことの背景も踏まえて、こうして今回お

しごとバンクの検証をさせていただいている段階でありますので、そういった実態を広

げながら、状況に応じては特定のほうにつながるようであれば、そういった形も視野に

入れてもいいのかなというふうに思っておりますが、当面、やはり仕事をお願いしたい

ところ、あるいはしたい人の実態把握と現実性をやっぱり突き詰めるというところがま

ず大切かなというふうに思っております。基本的には、今回の、決算の話もありました

けど、大山町のほうも実施するということと併せて、南部町のほうでもそういった取組

が現実的に進んでいるという背景もありますので、そういったところを検証させていた

だきながら、できれば早いうちにというふうに個人的には思っておりますが、それこそ

しっかりした形の中での取組につなげていきたいと思っておりますので、現場のほうに

は頑張っていただきたいというふうに思っております。

○議長（山本 芳昭君） ９番、坪倉勝幸議員。

○議員（９番 坪倉 勝幸君） 早急にこの雇用・就労対策、あるいは移住定住も含めて、

方向性を出さなければいけないと思っておりますが、例えばおしごとバンクの運営体制

一つ取っても、どういうところが担っていくのか、事務局体制どうなるのかっていうと

こも非常に課題としてはあると思います。それで、今、町長は特定地域づくり事業協同

組合との関係を重視をされましたけども、私はそこは根本的にやっぱり違うと思います。

おしごとバンクは、どちらかといえば年齢制限がありますけども、シルバー人材センタ

ーともっと融合させていくべきだと思っております。

ちょっと飛びますけども、特定地域づくり事業協同組合っていうのは、やっぱり若い

人を都会から受け入れるっていうのが一つのポイントでもあります。今、先ほど２７％

が町への移住希望があるって言いましたけど、そのうちの半分の方は仕事に不安を、課

題を掲げ、持っておられます。町に移住したいけども仕事がないとかということがあり

ます。そういう面からしてでも、特定地域づくり事業協同組合っていうのは、年間を通

じて通年雇用という形できちんと所得を保障しながら、何か所かの事業所で働いていた

だくというスタイルですので、そこはやっぱり分けて考える必要があると思いますが、

いかがですか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） ちょっと前後した回答で申し訳ありませんが、特定地域づくり

事業協同組合につきましては、議員おっしゃるとおりだろうっていうふうに思っていま

すので、要は一つの課題として思っているのは、やはり１年に２か所以上の事業体に就

労しなきゃいけんというところがありまして、そこがうまくマッチングができるかって

いうところが一つの大きな課題かなというふうに思っておりまして、そういうところが

具体的に事業体として手を挙げてていただきながら実践が可能っていう話になれば、小

規模の段階でも可能かなというふうには思っておりますが、ちょっとその辺がまだ登録
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者の方も含めて課題があるのかなというふうに認識しておりますので、そういったとこ

ろがクリアできればその方向性もあるだろうというふうに思っております。

また、おしごとバンクの対象年齢的なところのお話をいただきましたけれども、ちょ

っといろいろな捉え方があるのかもしれませんが、私自身は年齢差はそんなに特定でき

るっていうか、幅広い年齢層ではないのかなというふうには個人的には思っております

が、ただ、これからの社会の在り方の中で、場合によっては、それこそコロナの関係の

背景もあるのかもしれませんが、やっぱり副業だかとそういったところが加わることも

可能だろうっていうふうに思っていますので、ただ、それが町内で、じゃあ実践がどう

なのかって話はこれから、逆に言えば、施策としてつくっていくっていう話だろうとい

うふうに思いますので、そういったことも将来的に加えていくと、幅広の年齢層でいけ

るんじゃないかなというふうには個人的には思っておりますが、ちょっと実体的なとこ

ろはこれからになるというふうに思ってますけれども、そういったニュアンスは私自身

は持っておるところでございます。

○議長（山本 芳昭君） ９番、坪倉勝幸議員。

○議員（９番 坪倉 勝幸君） 町長の考え、基本的に理解をしておりますが、ですから、

おしごとバンクと特定地域づくり事業協同組合っていうのはやっぱり分けてほしい。お

しごとバンクをシルバー人材センターに持っていくという考えじゃなくて、逆におしご

とバンクのほうにシルバーの業務をつけることによって、全ての年代層ができるという

ことも考えられるんじゃないかなと思います。そういうことも含めて考えていただきた

いと思いますが、地方版ハローワークについても本当に移住定住、住まいから仕事から、

移住後のアフターフォローまでやるっていう地方版ハローワークなんですけども、新法

人の業務の中で考えていきたいということ、それはそれでいいと思いますけども、新法

人の業務の中でも、今後拡充していくっていう分野に入ってるだろうと思います。いき

なり全てを最初からっていうのは難しいのかもしれませんけど、早急にそういった地方

版ハローワークの、組織はともかくとして、実態が伴う活動につながるような取組を期

待をいたしますが、どうでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） おっしゃるとおりだというふうに思っておりまして、一つの視

点で、やはり日南町からの視点っていうことももちろん大切ではありますが、やっぱり

移住してこられる目線っていうか、そういうところも大切にしていきたいというふうに

思ってまして、そういったところを、相談を含めてヒアリングをしながら、できるだけ

そういったことが相談ができる体制を整えていきたいなというふうには思っております。

○議長（山本 芳昭君） ９番、坪倉勝幸議員。

○議員（９番 坪倉 勝幸君） 特定地域づくりで、一昨年６月に最初に質問したときか

ら比べると、をしトーンダウンしているというふうに思います。最初に質問したときに

はもう、ぜひとも活用できる形で準備をするというふうに言われておりました。様々な
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課題はあると思いますけども、先般、ＮＨＫの放送で隠岐の島町とか広島のほうでの取

組を紹介をしておりました。副業っていうか、複数の複ですね、複業というようなタイ

トルで紹介をされておりましたけども、課題があるというふうに言われますけども、実

際、町内の事業者、個人事業者も含めて、どういう説明をされたり意向確認をされてき

たのでありましょうか。

○議長（山本 芳昭君） 實延企画課長。

○企画課長（實延 太郎君） 今年度に入りましては、町長答弁にもありましたように、

隣接する市町村でまずスタートする動きの中で、仕組み、制度というのも把握されてき

ておるような印象でございました。その上で、それぞれの当該事業者において、どんな

活躍の場があるだろうと考えていただいたときに、いわゆる派遣業でございますので、

いわゆるマルチワーカー、専門性がある程度、いわゆる即戦力を求めたいけども、中に

は人材育成から始めなければならないというようなことで制度の熟知とともに、二の足

を踏まれるような発言に変わってきたように印象受けております。とは言いながらも、

人材不足の点でそれ相応の、マッチングが第一でございますので、そこをしっかりとし

た、とにもかくにも体制づくりを切望されるというようなところが多かったように認識

しております。以上でございます。

○議長（山本 芳昭君） ９番、坪倉勝幸議員。

○議員（９番 坪倉 勝幸君） 聞きたいのは、町内の事業者等にどういう広報をされた

り説明をされたり意見を聞かれたかっていうことなんです。

○議長（山本 芳昭君） 實延企画課長。

○企画課長（實延 太郎君） 昨年度に続いてでありますが、今、ハローワーク等々募集

をされているところを中心に個別に回らせていただいて、情報収集をした次第でござい

ます。その業種は農業、建設業、幅広に伺ったところでございます。以上です。

○議長（山本 芳昭君） ９番、坪倉勝幸議員。

○議員（９番 坪倉 勝幸君） 町内で意向調査をされた状況の中で、こういった取組に

進んでいきたいという意向っていうのはどういう感覚だったでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 實延企画課長。

○企画課長（實延 太郎君） 御意見をいただく中では、町なりがリーダーシップを取っ

てこういう形で進めたいという、ある程度の素案を持って進めることが事務的には形づ

くれるのかなという印象を持った次第でございます。そこまでのお示しができなかった

点では、議論がまだ浅はかであるような状況でございます。以上です。

○議長（山本 芳昭君） ９番、坪倉勝幸議員。

○議員（９番 坪倉 勝幸君） 地域おこし協力隊について、今期定例会中に取組につい

て示すということなんですけども、これまでのところ、今後の取組の概要についてお話

をいただきたいと思います。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。
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○町長（中村 英明君） 現在は様々な形で協力隊として位置づけておりますけれども、

今回さらに発展した形の中で、主には町内の資源を活用した新たな起業を目指す方って

いう主眼の目的の中で募集をしていきたいというふうに思ってますし、また、先ほどの

法人当たりの職員としての位置づけということもあるのではないのかなというふうには

思っておるところでございます。御承知のとおり、既存の中でも教育課であるとか、そ

れこそ農業研修生だとかという、ちょっと財源的に位置づけに変えてるという内容もも

ちろんありますけれども、今回につきましては、先ほど冒頭に申し上げましたような起

業を狙った形を目成とした協力隊の募集を行ってみたいというふうに思っております。

○議長（山本 芳昭君） ９番、坪倉勝幸議員。

○議員（９番 坪倉 勝幸君） 先ほどの質問とは別に、まちづくり協議会に対して地域

おこし協力隊を地元で活用しませんかっていうような説明をされておると思いますが、

その後のまちづくり協議会、あるいは企画課等のやり取りの状況についてはどういう状

況なんでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 企画課を中心に、おっしゃられるようにまちづくり協議会との

そういった内容について御検討くださいというようなことで１年間、現在進んできてる

というふうに思っておりますが、報告を受けた状況の中でありますが、例えば７つの協

議会がありますけれども、１人が１団体っていうことではなくて、なかなか一人役って

いうことではなくて、トータル的に、例えば一人役っていう話は、そういう状況の業務

量の内容のボリュームなのかなというふうに担当課のほうから説明を受けておりますの

で、場合によってはそういったことも含めた形での、例えば一つの例ですけど、１週間

のうち半分はそういったところ、半分は、どういいましょうか、地域資源を活用した起

業の活動というところでのやり方だとか、そういった、どういいましょうか、半農半Ｘ

じゃないけど、半分は何ぼとか、そういった半分は事業体に、半分は自らの起業のため

のというような、そういうことも想定しながら、協力隊としての募集も検討していきた

いという、現時点での検討をやっておりますので、そういった内容をまた皆さん方のほ

うでこれから説明のほうは具体的にはさせていただきたいというふうに思ってます。

○議長（山本 芳昭君） ９番、坪倉勝幸議員。

○議員（９番 坪倉 勝幸君） まちづくり協議会に対してはそういう説明をされて取組

が進んでおると思いますけども、例えばほかの団体ですね、商工会とか、あるいは商工

会に入ってない事業主とか、そういったところについて、以前にも提案をしましたけど

も、いわゆる個人事業主型の地域おこし協力隊をそういった活動に充てるっていう取組

について、まちづくり協議会以外にアタックといいましょうか、話合いをされた経過が

ありますでしょうか。といいますのは、例えば長野県売木村あたりは地域おこし協力隊

の募集について、特定の事業者は決めないで募集してますけども、町内事業者の事業を

継承してくれる方を募集しますっていう。ですんで、例えば個人商店であっても対象に
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なるという募集の仕方してます。町は委託契約で、実際には事業後継を探しておられる

事業主の方がは金を払われるというような制度も運用上あるんですね。町内で商店、農

家含めて、事業継承に悩んでおられることもあるわけでして、例えばそういうことも可

能なわけでありますので、もっと広いところにこの制度を活用しませんかと。そして、

これが移住定住の、国の中でも移住定住の中に地域おこし協力隊大きく位置づけられて

おりますから、そういった観点から進めるべきではないかなと。もっと町内にこういう

制度を活用しませんかっていうアピールをすべきではないかなとも考えますが、いかが

ですか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 役場、行政以外のところでの地域協力隊への活用というか人材

募集っていう話は１件はちょっと聞いておりますので、その辺の対応は進めていきたい

なというふうに思ってます。そして、先ほど議員のおっしゃられた後段の話ですけれど

も、以前、商工会の皆さんと、いわゆる商工会自体も事業継承についての取組っていう

のは当然されてるっていう話を聞いておりますので、ただ、とは言いながら、やはり結

果が残せるっていう話はなかなか難しい状況がどこの地域にもあるのかなというふうに

思っております。今、地域協力隊の中で、一般的には３年間っていう話が基本的な制度

ですけれども、どちらかいうとお試しの協力隊制度というのもありまして、そういう仕

組みの分も新しく制度としてできておりますので、そういったそういうやり方も含めて、

商工会等も含めて協議をしてみたいなというふうに思ってますので、逆に言えば、その

前に、やはり商工会っていうか事業主の考え方っていうところをまず整理していかない

といけないのかというふうには、一定の条件じゃないですけれども、そういったところ

をやっぱり提示していかないとなかなか募集しても手挙げが難しいのかなというふうに

思いますので、そういった、どこまでしたらいいのかということも含めて、ちょっと、

どういいましょうか、事務的な、こちら側の整理をした中で手挙げをしていくっていう

ことの方向性はありだというふうに思いますので、そういったことも検討もしていきた

いというふうに思います。前向きに検討してみたいと思います。

○議長（山本 芳昭君） ９番、坪倉勝幸議員。

○議員（９番 坪倉 勝幸君） 町長、をし先ほど触れられましたけども、地域おこし協

力隊、２泊３日程度でお試しで来ていただくという制度。そして、２週間から３か月の

範囲で地域おこし協力隊インターンっていう制度も今年から新たにできました。そうい

ったことも含めて進めていただきたいと思いますけども、まずは地元で受け入れる意思、

体制、どういう人材を求めているかっていうところをやっぱり明確に打ち出す必要があ

ると思います。広く地域資源を活用した活動を求めるっていうのも一つの分野としてあ

ろうかと思いますけども、例えば特定の業種、新法人の業務、移住定住の世話役をして

いただく人を求めるとか、やっぱり明確にしないと、町長見ておられると思いますけど

も、町村週報３１７３号に地域おこし協力隊の特集が出ております。そういったことも、
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募集のポイントあたりも記してありますので参考にしていただいて、地域おこし協力隊、

まさしく移住定住、Ｉターンの施策として大きな位置づけに制度上なっていると思いま

すので進めていただきたいと思います。

次に、外国人の状況については先ほど説明をいただきましたのでよろしいですが、移

住定住対策で、新法人の取組についてであります。これまでも、今日の一般質問の中で

も取り上げておられましたけれども、新法人の業務っていうところであります。近藤議

員の意見とは若干思いが違うんですけども、私は今年の６月に町長が答弁されましたよ

うに、移住定住に特化した組織からまずスタートすべきだと思っております。その後に、

そういった、６月には大風呂敷広げるんじゃなくて、まず特定の分野からスタートした

いということでありましたので、やはりそれがいいのかなと思っております。ただし、

それも理事若干名、職員３名という想定なんですけども、そこのどういう人が入るかっ

ていう、人材って言えば語弊がありますけど、人の能力だと思っております。能力の高

い人でしたら、例えば観光業務も一緒にできるのかもしれませんが、そういう意味で、

今年の６月から移住定住・地域振興専門員というのを募集されておりましたが、この状

況と来年の法人設立に向けての人材確保について、どういう状況か伺います。

○議長（山本 芳昭君） 實延企画課長。

○企画課長（實延 太郎君） 移住定住・地域振興専門員の活動状況についてお答えいた

しますと、現在７月からの採用以降、基本は新法人の設立に関する事務補助をはじめ、

今メインでは移住定住相談をメインで受けていただくまでに、今、事務をこなしていた

だいておる状況でございます。企画課内、いろいろと人員の異動だったり配置だったり、

いろいろ内部的な事情もございまして、引継ぎを受ける形で今現在メインでそういった

業務を担うまでに至っております。ただ、いろいろと社会経験も豊富な方でございます。

多角的な面からまた今後も御活躍いただけるものというふうに考えておりますので、引

き続き新法人において想定される業務を中心にいろいろなところの情報収集も努めてい

ただければと考えております。以上でございます。

○議長（山本 芳昭君） ９番、坪倉勝幸議員。

○議員（９番 坪倉 勝幸君） その専門員の方は、新法人として採用する意思があるん

でしょうか。町長側に採用される意思があるのか、そして、その本人が働かれる可能性

があるのか。新法人という形なんですけども、町の業務を委託するということなんです

けども、いきなり新しいメンバー３人っていうのは非常に厳しいと思います。やっぱり

この構想段階から伴走型できちんと行政と新法人を担当される方がやっぱり伴走しなが

ら、きちんと助走しながら４月からスタートするっていう形のほうが望ましいと考えま

すけども、その辺はどうでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 人事の話ですので具体的な話はしませんけども、私もどちらか

いうと、そういう形の、過去の経歴として動いてきた経験がありますので、議員がおっ
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しゃられるような内容で私自身も考えておりますので、要は新しい法人ですけども、組

織ですので、一つ言えば、例えばの例でいいますと、いろんな規則があったりとかそう

いうこともありますので、そういうことをしっかり４月までにそれは整えますけども、

実際の運用に当たってはそういうことだって一つの法人でありますので、きちっとでき

る人もやっぱり配置もしないといけないというふうに思ってますし、具体的に事業進展

はもちろんそうですけれども、しっかりとした組織体制を整えていきたいというふうに

思っておりますので、そういったところはこれからも注視していきたいというふうに思

います。

○議長（山本 芳昭君） ９番、坪倉勝幸議員。

○議員（９番 坪倉 勝幸君） 行財政改革についてであります。２年度にスタートした

現在の計画ですけども、２年度の自立改革推進本部による評価と行革委員による評価っ

ていうのはどういう形で進められてきておりますか。

○議長（山本 芳昭君） 實延企画課長。

○企画課長（實延 太郎君） 失礼いたします。まず、事務の動きでございます。令和２

年度の各３４推進項目ございますが、それぞれの状況を今各課に聞き取りができたとこ

ろ、あと不十分なところとございます。その辺り整理に今、鋭意努めておりますが、そ

れができ次第、今後ですが、委員会を開催をする予定ということで、まだ皆様にお示し

できる段階ではございません。ただ、それぞれの業務においては、もう当然ですが、決

算を含め、一区切りはついております。あとは、それをどのように分析し、今後につな

げるかという点での、若干事務局的な整理中ということで御認識賜ればと考えておりま

す。以上でございます。

○議長（山本 芳昭君） ９番、坪倉勝幸議員。

○議員（９番 坪倉 勝幸君） 今の課長の答弁というのは３年度の取組でしょうか。２

年度について、今年の３月までの間の取組についてどうされたかっていうことを聞いた

んです。

○議長（山本 芳昭君） 實延企画課長。

○企画課長（實延 太郎君） 失礼いたしました。認識がちょっと誤っておったかもしれ

ません。コロナ禍におきまして、委員会につきましては、いわゆる書面によります開催

とさせていただき、委員から意見をいただきました。それは次年度以降に生かすという

ことで一区切りつけたところでございます。以上です。

○議長（山本 芳昭君） ９番、坪倉勝幸議員。

○議員（９番 坪倉 勝幸君） 答弁がをし不足しておりますが、自立改革推進本部での

点検というのはどういう形で行われましたか。

○議長（山本 芳昭君） 實延企画課長。

○企画課長（實延 太郎君） 事務の取りまとめ等行いまして、それをまた内部関係者で

共有をいたし、また、それを取りまとめた状況を内部職員にも共有をしたところでござ
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います。以上です。

○議長（山本 芳昭君） ９番、坪倉勝幸議員。

○議員（９番 坪倉 勝幸君） ちょっと深く入って申し訳ないと思うとこもありますが、

推進項目の各表の中で、自立改革推進本部が記載する欄がありますよね。それは自立改

革推進本部のほうで３４項目についてチェックをして、実態を検討されて記載をされて

おるということでよろしいですか。

○議長（山本 芳昭君） 實延企画課長。

○企画課長（實延 太郎君） 整理項目としては自立改革推進本部で記載をする。その記

載に当たっては、各課の状況、ヒアリングでしたりということを経て整理したという経

過でございます。以上です。

○議長（山本 芳昭君） ９番、坪倉勝幸議員。

○議員（９番 坪倉 勝幸君） 多分そういうことだろうとは思いますけども、ちょうど

情報発信のとこでも触れたいと思いますけども、ホームページに各委員の意見取りまと

めが出てますけども、これ、令和２年２月っていう時期になっております。推進項目が

決定されたのが２年度だと思いますが、これ、令和３年２月の誤りじゃないですか。

○議長（山本 芳昭君） 實延企画課長。

○企画課長（實延 太郎君） ちょっと改めて確認もさせていただきたいとは思いますが、

議員御指摘のように感じた次第でございます。この辺りも含めまして、いま一度、共有

事項等、報告事項等についてもきちんと確認して公表に努めてまいりたいと思います。

以上です。

○議長（山本 芳昭君） ９番、坪倉勝幸議員。

○議員（９番 坪倉 勝幸君） この委員、評価されてるの実質６人というふうに見まし

たけども、委員の評価っていうのは６人でよろしいでしょうか。そして、委員の評価の

中で、現状では判断できないっていう回答が非常に多いです。それは決議が書面評価だ

ったから余計そうだったのかもしれませんけども、その委員に対して十分な状況が説明

をされていたのかどうなのか、そこの辺について伺います。

○議長（山本 芳昭君） 實延企画課長。

○企画課長（實延 太郎君） 御指摘いただきましたとおり、書面決議とはいいながら、

議論は活発であったかといえばそうでないように認識しておりますし、いただいた内容

についてもフォローアップ等が十分ではないように感じております。お尋ねのように、

委員は６人の方でございますが、その辺り個別改めて聞かせていただく中で反映するよ

うにしていく必要があろうかと、事務サイドとしては考えております。以上でございま

す。

○議長（山本 芳昭君） ９番、坪倉勝幸議員。

○議員（９番 坪倉 勝幸君） ３年度についても今取りまとめ中で、いずれ委員会を開

いて進められると思いますけれども、できる限り情報を提供して、実態を知った上で評
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価をしていただくような取組を求めたいと思っております。

それで、具体的な推進項目の中でですけども、例えば令和３年度に財政計画を策定す

るというふうになっておりますけども、この取組についてはどういう状況でありましょ

うか。そして、既存遊休施設を活用した事業の検討というところについても、公募って

あるのは多分、売却なり、それから現在の遊休施設を誰か使ってもらえませんかという

ようなことだろうと思いますが、この２つの、今年度の、今現在の取組状況について説

明を求めます。

○議長（山本 芳昭君） 實延企画課長。

○企画課長（實延 太郎君） おっしゃいました財政計画、それから未利用町有財産の売

却活用促進についてですが、計画どおり進んでないという認識でおります。この辺りに

ついてはしっかりと前進するようにという話は意見としては、意見交換だったり改善に

向けての動きというのは意見交換してるように報告を受けております。以上です。

○議長（山本 芳昭君） ９番、坪倉勝幸議員。

○議員（９番 坪倉 勝幸君） せっかくつくった、せっかくと言えば語弊がありますけ

ども、つくった推進計画ですので、着実な推進ができるように自立改革推進本部は取り

組んでいただきたいと思いますが、今回の行財政改革につきましても、従来型の、いわ

ゆる削ら型だけの行革ではなくて、これから政策的に進められようとする部分も入って

おりますのでいいと思いますけども、その推進をされる、担当される自立改革推進本部

っていう位置づけは、どういう位置づけなんでしょうか。例えば町の事務文書を見ると、

企画課の下に表としてはあります。組織、課の設置条例等々にはところはないわけであ

ります。副町長が本部長ですけども、そこの辺のまず位置づけについて伺います。

○議長（山本 芳昭君） 丸山副町長。

○副町長（丸山 悟君） 先ほど坪倉議員がおっしゃったとおり、自立改革推進本部に

ついては企画と、組織表の中では同格のところに来ておりますけども、実際的には企画

で事務を行っていただいておるところがあります。その辺につきましても以前から御指

摘がありまして、明確でないとか、どこの課に属するが一番いいかというようなことが

あっておりますけども、現在のところは以前からありますとおり、企画の中で処理をし

ていただくというところで進めております。あわせまして、先ほどからいろいろ話が出

ておりましたけれども、委員会や、それから、なかなか自立改革推進本部の中で正式な

会というところがありませんけども、集まって今後の方針とか現在の状況等々について

の確認はしておりますけども、先ほど課長が申したとおり、なかなか前に進んでないの

は現実でありまして、努力すべき点ではあるということは反省しているところです。よ

ろしくお願いします。

○議長（山本 芳昭君） ９番、坪倉勝幸議員。

○議員（９番 坪倉 勝幸君） 副町長の答えでありましたけど、町長として行政運営の

組織の中で、今現在、改革本部っていうのは行財政改革に関すること、総合戦略に関す
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ること、中心地域整備に関することということなんでありまして、総合計画や過疎計画

は企画課の事務文書になっております。いずれも企画課長が総括ということではありま

すけども、やっぱりもうをし企画課の在り方、本当に自立改革推進本部っていうところ

が要るか要らないか、要るとすれば、きちんと本部会議っていうものも定期的に開くな

りされないと、現状、副町長が本部長だけども、もうほぼ実務っていうのは企画課が担

当してるんじゃないかなと思います。そこら辺の整理も必要だと思いますが、いかがで

すか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 今、自立改革も含めてですが、やはり様々な、どういいましょ

うか、事務を執行するに当たって、支障となるいやあちょっと大げさになるかもしれま

せんが、多を、機構改革的なところの必要性があるっていうところの部分的なところは

感じているところがありますので、そういったところも含めて、やっぱり、どういいま

しょうか、一つの組織でありますので、やりやすいっていうか、職員が動きやすいって

いうことも含めてですが、そういったところとか、そういう仕事環境というところをい

ま一度見直す必要性もちょっと感じているところもありますので、そういったところで、

今回の御指摘いただいております自立改革推進本部のほうは、私自身も経験があるとい

うところがありますので、をしすっきりした形のほうがいいのかなっていうふうには感

じておりますので、ちょっと内部的な協議をさせていただく時間をいただきたいと思っ

ております。

○議長（山本 芳昭君） ９番、坪倉勝幸議員。

○議員（９番 坪倉 勝幸君） 事務・事業の効率化、迅速化、精度の向上というところ

です。精度の向上、質の向上だと捉えていただきたいと思いますけども、まず一つは、

やっぱり職員それぞれが法律や制度、町の仕組みも含めて、やっぱりきちんと熟知して

業務に当たっていただくということが、まず基本的には大事だろうと思っております。

それは行政事務の執行だけに限らず、町民のサービスといいましょうか、町民に提供す

る行政の中でのことも関連をしてきますので注意をしていただきたいと思います。例え

ば農業委員会の関係で、農地の固定資産税の重税化、軽らなどについても指摘をして動

き出されましたけども、例えば国民年金保険料の納付について、出産前後４か月免除が

できるっていう制度がありますけども、住民課の窓口でそういう説明をされてきており

ますか。

○議長（山本 芳昭君） 淺田住民課長。

○住民課長（淺田 雅史君） 実際にはそこまでの説明はしてなかったように自分は思っ

ております。

○議長（山本 芳昭君） ９番、坪倉勝幸議員。

○議員（９番 坪倉 勝幸君） 例えば、今本当に一例なんですけども、そういうことも

子育て支のを充実する町のスタンスからしても、やっぱりそういう情報というのは適切
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に、ほかのこともたくさんあると思いますし、あります。やっぱりそういったことも含

めて、国の制度も度々変わったりして大変だろうと思いますが、そういったことも法律

や制度などについてしっかりと情報収集なり勉強もしていただきたいと思っております。

それに関連してですけど、ちょっと住民課の関係になるんですけども、例えば出生届

をされたときに、いわゆる特別医療費の受給者証、１８歳まで実質無料になるっていう

受給者証についてもです。きちんとした説明がない。あるいは出生届のときに渡される

可燃ごみの指定袋についても、例えばそのときに在庫がないですから後で取りに来てく

ださいっていうようなことを平気で言われる、平気というかさらっと言われるんですよ。

例えばなかったら、もうあらかじめ福祉保健課から母子手帳の交付とかあるわけですか

ら、おおむねの見当はつくと思いますけど。準備される、あるいは本当になかったなら

届けますよっていう姿勢もあってもいいと思うんです。受給者証にしても住民課の窓口

できちんと説明されないから、後から福祉保健課のほうにそれを取りに行かれるってい

う、申請に行かれるっていうことも実態とあっております。もっと言えば、ワンストッ

プで米子市はこども総本部をつくられましたけども、出生児の特別医療費の受給者証な

んて住民課で、窓口で一括交付できるような行革もしてほしいと思うわけです。職員は

本当に目の前の事務で精いっぱいかもしれませんけども、やっぱり住民から見たときに、

何でこれができないんですかっていうところ、意見があります。そこら辺で職員のスキ

ルの向上、住民への対応の仕方、その辺についてどうお考えですか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） そういう事例っていうのは一つの事例としてお伺いして、内部

的に改めていきたいというふうに思ってます。例えば、一つの先ほどの子育ての話であ

りますけれども、以前、福祉保健課のほうで、要は子育て支のの一覧の冊子を作ってお

りまして、ただ、冊子ですので、変更がそれこそあるっていう話は当然あるというふう

に思っていますが、そういったところも多分どっかでは御家庭のほうにお配りしてると

いうふうに思っておりますけれども、そういったところで活用していただきたいという

ふうに思っておりますし、また、何年間、どれぐらい、ごみ袋ですので、いろんな形が

あるのですけれども、とはいいながら、在庫あたりは多をやっぱり予備的に持っとくっ

ていうのは通常のことだろうというふうに思ってますので、その辺の体制の確認は私の

ほうからも、どういうか、指示をしておきたいというふうに思っていますので、基本的

には、どういいましょうか、丁寧な、どういいましょうか、住民の皆さんとのコンセン

サスが図れる形っていうのをやっぱり目指すべきだろうというふうに思っていますので、

一つの御意見として御教示いただきましたことにはお礼申し上げたいというふうに思い

ます。

○議長（山本 芳昭君） ９番、坪倉勝幸議員。

○議員（９番 坪倉 勝幸君） １点飛ばしてしまいましたが、いわゆる情報化について

であります。
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答弁で組織を挙げて対応をするということなんですけど、この組織っていうのはどう

いう組織を示されておるんでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 基本的には役場全体というふうに思っておりますし、また、場

合によっては、どういいましょうか、病院あたりも含めてということにつながっていき

たいというふうに思っておりますが、現在、ＤＸの推進あたりを、チームをつくりなが

ら推進の形を取らせていただいておりますので、そういった意味で、先ほど申し上げま

したけど、ホームページあたりの考え方とかっていうことも利用者目線に立った情報提

供っていうところで確認をしておりますけど、現時点まだ十分でないという側面もある

のかもしれませんが、先般も口頭意見でしたけど、監査委員のほうからも御意見を賜っ

た内容もありますので、そういったところを個別に丁寧に作成、情報発信をしていきた

いというふうに思っておりますが、割とフェイスブックあたりだとか、ちょこちょこは

載っているというような認識は持っておりますけど、全体のバランスからいくと欠けて

るっていやおかしいですが、記載の内容が登録してないところも認識しておりますので、

そういったところはこれから丁寧に作成をしていきたいというふうに思ってますし、当

然、これからの基軸は情報発信だろうというふうに思いますので、そういったところに

も目を向けながら、どういいましょうか、事務のほうの遂行に努めていきたいというふ

うに思います。

○議長（山本 芳昭君） ９番、坪倉勝幸議員。

○議員（９番 坪倉 勝幸君） 町長の話を聞いても、これまでと全く変わらないのかな

と思っております。組織を挙げてって、役場全体だって言われました。これまでも役場

全体で、組織、役場全体で取組って言いながら、古い情報がそのまんまあったり、誤っ

た情報がそのまんま残っとったりしとるわけでしょう。そういうことも含めて、今議会

の意見も、やっぱり専門的な担当職員が要るんじゃないかっていうことで意見も出して

きた経過もあります。でも、それで情報発信専門員も導入されておりますが、情報発信

専門員っていうのはどういう今業務をされておりますか。

○議長（山本 芳昭君） 實延企画課長。

○企画課長（實延 太郎君） 失礼します。１１月に着任されて以降、およそ１か月経過

したわけでございます。現在は役場の組織あたり、内部的な基本的なところも収得いた

だきながら、主にＳＮＳ、インスタグラム、フェイスブックの投稿を延べ１８件行って

いただいております。また、町長答弁にもありました組織を挙げてという中では、企画

課所管しております情報化のＤＸの推進の中で、具体的にホームページの修正あたり、

今現在３０件程度ですが着手に入っております。それがきちんと皆様の目に届けられる

っていうのはちょっとタイムラグもあろうかと思いますが、改めてそういった中で取り

組ませていただいておる進行形でございます。以上です。

○議長（山本 芳昭君） ５時を過ぎましたが、引き続き会議を続けます。
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９番、坪倉勝幸議員。

○議員（９番 坪倉 勝幸君） 今後ですね、来年度、この専門員を使われるかどうかっ

ていうことはあろうかと思いますけども、やっぱりホームページあたりの間違った情報

の訂正、古い情報の削除、この辺りは早急にすべきだと思います。やっぱり町外の人た

ちが見られても、ホームページの内容見た段階において日南町っていうのはこういう状

況なのかなっていうふうに感じられてしまいかねません。その辺については、例えば移

住定住のイベントなんてもうほぼ終わった情報しかありません。それから、ついでです

から言いますけども、例えば福祉保健課の出産費助成あたりも何年も前の、住民生活課

に相談してくださいっていうような書き方のままです。やっぱりそこら辺は早急に取り

組むべき、専門員は最優先に取り組んでいただきたいと、企画課の情報発信、広報担当

も含めて、いかがでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 實延企画課長。

○企画課長（實延 太郎君） 議員御指摘の点につきましては、もうおっしゃるとおりで

ございます。また、すぐに対応、目に見える形で改善が図れるように一層努めてまいり

たいと思います。

○議長（山本 芳昭君） ９番、坪倉勝幸議員。

○議員（９番 坪倉 勝幸君） 古い情報の訂正も含めて、さらに今ホームページに出て

いない有効な情報等について早急に整理をいただきたいと思いますが、これについて、

例えばいつ頃までにやり遂げるとかっていう期限を示していただきたいと思います。そ

うしないと、もうまた２年、３年すぐたつんじゃないかなと心配しておりますが、いか

がでしょうか。

○議長（山本 芳昭君） 實延企画課長。

○企画課長（實延 太郎君） 御指摘いただきました点でございます。現在の進め方につ

きまして、先ほど申し上げましたＤＸのチーム会議においては、先進的な一例を基に、

住民目線による、いわゆる今の組立て自体にも改善を求めるようなところからの視点で

意見を求めております。したがいまして、ちょっと、いわゆるフレームワークあたりの、

大幅な抜本的改革になりますとちょっと時間を要しますし、議員今御指摘いただきまし

た内容につきましては、年内あるいは年度内というところでは努めたいと思った次第で

ございます。町長からも指示をいただいております。この辺りを結果につなげられない

ところは原課としましては、また一層力を上げていきたいと思いますし、組織を挙げて

という中では、改めて具体的期限を持って取り組みたいと思います。以上でございます。

○議長（山本 芳昭君） ９番、坪倉勝幸議員。

○議員（９番 坪倉 勝幸君） 早急に取り組んでいただきたいと思いますが、課長の答

弁の中で、ホームページのフレーム自体について見直すべきじゃないか、ことがあるか

もしれないという答弁でしたが、今年の４月にリニューアル、ですから、令和２年度予

算をかけてリニューアルしたばかりです。そういう状況でホームページ全体のイメージ
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といいましょうか、構成といいましょうか、そういったところについて、今時点で見直

さなければならないということになりますと、本当に去年のホームページのリニューア

ル事業がどうだったのかなっていう疑問を抱きます。そこら辺、本当に悪かったらちゅ

うちょすることはなく直さなければならないとは思いますけども、もっと慎重にやって

いただきたい思いますが、この一連の流れについて、町長、どうお思いですか。

○議長（山本 芳昭君） 中村町長。

○町長（中村 英明君） 経過につきましてはそのとおりでございまして、新しくしまし

た。当時は前回のものを移行してるものもたくさんありまして、それこそもう既に古い

よっていう話の内容のものも私自身も見ておりますし、という状況でありますが、当面

まずは、どういいましょうか、今掲載させてもらっているもんの内容が現実ということ

になってるなら、そこは変えるっていうのがまず大事だろうというふうに思ってますの

で、その作業をさせていただきたいというふうに思っています。あわせて、やっぱりホ

ームページを管理するっていうのも大変な作業でございまして、ですから、逆に言えば、

できるだけ多くの皆さんに多くの内容を、情報を発信するというのは、提供するという

のは大事なことですけれども、とはいいながら、やっぱりどういうか、ある程度はこう

いうことについては載せましょうとか、例えば一時的に情報発信というか新着情報だと

か、こういうのはしますっていうのはその都度その都度、事業というか情報発信の仕方

はたくさんあるというふうに思ってますが、各課ごとの情報の中身につきましては、や

っぱりある程度統一的なところも必要なのかなというふうに思っておりまして、要は極

端な言い方しますと、丁寧にすればするほど時がたてば変更していかないといけないっ

ていうことだって当然あり得る話ですので、その辺ををしバランスっていいましょうか、

その辺を含めて検討の余地もあるのかなとは思いますが、ただ、今は本当に分かりやす

く、あるいは実情が理解してもらえるための、業務の内容を理解してもらうための情報

発信としてどんどんさせていただいているっていう現状にあるのかなというふうに思っ

てますので、場合によってはその辺もちょっと若干整理しながら、表現も変えていきな

がらという側面もあるのかなというふうに思っておりますが、それは次の段階の話であ

って、先ほどに申し上げましたように、現時点でも内容が古いし、極端に言えば事業が

ありませんみたいな話が仮にあるなら、そういった削除のほうの点検をまずはさせてい

ただきたいと思います。

○議長（山本 芳昭君） ９番、坪倉勝幸議員。

○議員（９番 坪倉 勝幸君） 組織を挙げてというよりも、先ほども言いましたけども、

やっぱり責任を持つ、担当者を明確にして、例えば毎週っていうのは難しいかもしれま

せんが、２週間なり１か月に１回、各課を巡回して、新しい情報提供ありませんかとか、

古くなったものはありませんとかというような聞き取りも含めて、しっかりと対応する

ことが必要であろうと思います。まさしく今後デジタル化社会に向かって、こういった

す子情報の発信っていうのは非常に重要な位置を占めてくると思いますので、充実をし

－９３－



ていただきたいと思います。

職員の皆さんも本当に目の前の業務を一生懸命こなしながら、そして将来を見通して

いく。さらには総合計画や各種計画との整合性も取っていかなければならない。非常に

大変な業務だと思っておりますが、本当に大変なんだと思いますけども、やっぱりそこ

で町民の負託に応えるというところをしっかりと認識をしていただいて、日々の業務に

精励をいただきますようにお願いを申し上げまして、一般質問を終わります。

○議長（山本 芳昭君） 坪倉勝幸議員の一般質問を終わります。

・ ・

○議長（山本 芳昭君） 以上で本日の日程は全て終了しました。

本日はこれで散会にしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（山本 芳昭君） 異議なしと認めます。よって、本日はこれをもって会議を閉じ、

散会とすることに決定しました。

ついては、１２月８日の本会議は別に通知をしませんので、定刻までに御参集いただ

きますようお願いします。

本日はこれにて散会します。長時間お疲れさまでした。

午後５時１０分散会

－９４－


